
「
復
興
の
火
」
被
災
地
で
披
露

　
【
共
同
】　

東
京
五
輪
の
聖
火
が
２
０
日
、
特
別
輸
送
機
で
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
宮
城
県
東
松
島
市
の
航
空
自
衛
隊
松

島
基
地
に
到
着
し
た
。
聖
火
は
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
石
巻
市
で
「
復
興
の
火
」
と
し
て
一

般
展
示
が
始
ま
っ
た
。
２
１
〜
２
５
日
に
宮
城
、
岩
手
、
福
島
各
県
を
巡
回
。
聖
火
リ
レ
ー
は
２
６
日
に
福
島
県

で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

東
京
五
輪
の
聖
火
、
日
本
到
着

間
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
と

は
全
く
違
う
体
験
を
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
静
か
に
主

人
と
の
思
い
出
を
振
り
返
り

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

高
橋
さ
ん
が
代
表
世
話
人

を
務
め
る
被
害
者
の
会
な
ど

は
毎
年
３
月
、
事
件
を
伝
え

る
集
会
を
開
い
て
き
た
が
、

最
後
の
開
催
と
決
め
た
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
中
止
し
た
。
高

橋
さ
ん
は
「
今
後
は
被
害
者

や
遺
族
が
主
体
的
に
開
く
こ

と
は
な
く
な
る
。
政
府
な
ど

　
【
共
同
】
闘
病
の
末
、
今

月
亡
く
な
っ
た
女
性
を
含

め
１
４
人
が
犠
牲
と
な
り
、

６
千
人
以
上
が
重
軽
症
を

負
っ
た
１
９
９
５
年
の
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
２
０
日

で
２
５
年
を
迎
え
た
。
大
き

な
被
害
が
出
た
東
京
メ
ト
ロ

霞
ケ
関
駅
で
は
、
発
生
時
刻

と
ほ
ぼ
同
じ
午
前
８
時
に
、

駅
員
ら
が
黙
と
う
。
同
駅
助

役
だ
っ
た
夫
一
正
さ
ん
＝
当

時
（
５
０
）
＝
を
亡
く
し
た

高
橋
シ
ズ
ヱ
さ
ん
（
７
３
）

が
献
花
に
訪
れ
、「
２
５
年

人
生
一
変
「
今
後
は
静
か
に
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
到
着
式
や
展
示
イ

ベ
ン
ト
で
は
規
模
縮
小
が
相

次
い
だ
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）の
バ
ッ

ハ
会
長
は
１
９
日
、
開
催
に

関
し
「
違
う
シ
ナ
リ
オ
は
検

討
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
通

常
開
催
以
外
の
可
能
性
に
言

及
し
た
。

　

聖
火
は
２
０
日
午
前
、
予

定
を
早
め
て
松
島
基
地
に
到

着
し
た
。
共
に
五
輪
３
連
覇

を
達
成
し
た
柔
道
男
子
の
野

村
忠
宏
さ
ん
と
レ
ス
リ
ン
グ

女
子
の
吉
田
沙
保
里
さ
ん
が

聖
火
リ
レ
ー
の
ト
ー
チ
を
使

い
、
聖
火
皿
に
点
火
。
暴
風

警
報
が
発
令
さ
れ
る
中
、
空

が
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

　

無
差
別
テ
ロ
は
、
オ
ウ
ム

真
理
教
の
教
祖
麻
原
彰
晃
を

名
乗
っ
た
松
本
智
津
夫
元
死

刑
囚
＝
２
０
１
８
年
に
執
行

＝
が
首
謀
。
元
教
団
幹
部
ら

が
、
東
京
都
心
を
走
る
地
下

鉄
３
路
線
５
車
両
に
猛
毒
の

サ
リ
ン
を
ま
い
た
。
９
６

年
に
か
け
て
１
３
人
が
死
亡

し
、
今
月
１
０
日
に
は
、
闘

病
生
活
を
続
け
て
い
た
浅
川

幸
子
さ
ん
（
５
６
）
が
亡
く

な
っ
た
。

　

献
花
台
が
霞
ケ
関
、
小
伝

馬
町
、
築
地
な
ど
６
駅
に
設

け
ら
れ
た
。
霞
ケ
関
駅
で
献

花
し
た
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通

相
は
「
事
件
を
決
し
て
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
二
度
と

起
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

対
策
の
強
化
に
万
全
を
期
し

た
い
」
と
す
る
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
た
。

　

教
団
は
３
団
体
に
分
か

れ
、
計
約
１
６
５
０
人
の
信

者
が
活
動
を
継
続
。
公
安
調

査
庁
は
今
も
松
本
元
死
刑
囚

の
影
響
が
残
っ
て
い
る
と
分

析
す
る
。
最
も
規
模
の
大
き

い
ア
レ
フ
は
被
害
者
ら
へ
の

賠
償
金
支
払
い
を
滞
ら
せ
、

霞
ケ
関
駅
で
黙
と
う

コ
ロ
ナ
影
響
、
規
模
縮
小

肺
炎
警
鐘
医
師
へ
の
処
分
撤
回

中
国
当
局
、
遺
族
に
謝
罪
も

（１） ２０２０年第５４５２号  ３月 ２１日 （土曜日）

三陸鉄道リアス線の全線再開を祝い、織笠駅で記念列車に大漁
旗などを振る人たち＝２０日午後、岩手県山田町（共同）
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東
京
五
輪
の
聖
火
が
到
着
し
、
壇
上
で
ト
ー
チ
を
掲
げ
る

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
の
吉
田
沙
保
里
さ
ん
（
左
）
と
柔
道
男

子
の
野
村
忠
宏
さ
ん
。
奥
は
カ
ラ
ー
ス
モ
ー
ク
を
出
し
て

展
示
飛
行
す
る
航
空
自
衛
隊
の
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」

＝
２
０
日
午
前
、
宮
城
県
東
松
島
市
の
航
空
自
衛
隊
松
島

基
地
（
共
同
）

河
井
前
法
相
の
立
件
検
討

現
金
提
供
、
運
動
員
か
ら
報
告

　
【
共
同
】
自
民
党
の
河
井

克
行
前
法
相
（
５
７
）
＝
衆

院
広
島
３
区
＝
が
妻
案
里
参

院
議
員
（
４
６
）
＝
自
民
、

広
島
選
挙
区
＝
の
昨
夏
参
院

選
で
選
挙
運
動
を
依
頼
し
た

Ｇ
７
で
「
五
輪
延
期
は
未
定
」

安
倍
首
相
説
明
と
ト
ラ
ン
プ
氏

地下鉄サリン事件から２５年を迎え、東京メトロ霞ケ関駅で
献花する高橋シズヱさん＝２０日午前（代表撮影）（共同）

自
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行

チ
ー
ム
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
」
が
基
地
上
空
に
描
い
た

五
輪
マ
ー
ク
は
、
強
風
の
た

め
す
ぐ
に
流
さ
れ
た
。

　

到
着
を
祝
う
式
典
で
、
大

会
組
織
委
員
会
の
森
喜
朗
会

長
は
、
地
元
小
学
生
ら
約

２
０
０
人
の
参
加
を
取
り
や

め
た
こ
と
な
ど
を
念
頭
に

「
地
元
の
人
と
共
に
出
迎
え

た
か
っ
た
が
、
安
全
第
一
に

苦
渋
の
決
断
を
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
。
強
風
の
影
響
で
、

橋
本
聖
子
五
輪
相
ら
一
部
出

席
者
の
会
場
入
り
が
遅
れ

た
。

　

同
日
午
後
に
は
、
石
巻
南

浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
に
運

　
【
共
同
】
昨
年
の
台
風

１
９
号
で
被
害
に
遭
い
、
一

時
全
体
の
約
７
割
で
運
転
で

き
な
く
な
っ
て
い
た
三
陸
鉄

道
リ
ア
ス
線
は
２
０
日
、
最

後
の
不
通
区
間
だ
っ
た
陸
中

山
田
―
釡
石
（
２
８
・
９
キ

ロ
）
で
運
転
を
再
開
、
約
５

カ
月
ぶ
り
に
全
線
が
復
旧
し

た
。
岩
手
県
沿
岸
部
を
走
る

１
６
３
キ
ロ
の
鉄
路
が
再
び

つ
な
が
っ
た
。
強
風
の
影
響

で
ダ
イ
ヤ
は
初
日
か
ら
大
幅

に
乱
れ
、
不
通
だ
っ
た
区
間

で
は
大
半
が
運
休
し
た
。

　

陸
中
山
田
駅
で
式
典
が
行

わ
れ
、中
村
一
郎
社
長
が「
復

旧
は
全
国
か
ら
の
支
援
の
た

ま
も
の
。
今
後
も
人
と
人
、

地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
鉄
道

で
あ
る
よ
う
取
り
組
む
」
と

宣
言
。
全
線
再
開
を
祝
い
旗

を
振
る
沿
線
住
民
ら
に
見
送

ら
れ
な
が
ら
記
念
列
車
が
同

駅
を
出
発
、
岩
手
船
越
駅
ま

で
走
っ
た
。

　

同
県
山
田
町
の
佐
々
木
誠

さ
ん
（
６
９
）
は
織
笠
駅
で

記
念
列
車
を
出
迎
え
る
た

め
、
友
人
ら
と
大
漁
旗
や
紅

を
念
頭
に
「
日
本
は
と
て
も

美
し
い
施
設
を
整
備
し
た
の

に
、
予
期
せ
ぬ
も
の
に
見
舞

わ
れ
た
。
厳
し
い
状
況
だ
」

と
述
べ
た
。
延
期
す
る
か
ど

う
か
は
「
と
て
も
大
き
な
決

断
で
ど
う
判
断
す
る
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は

受
け
入
れ
る
」
と
語
っ
た
。

　

米
国
で
は
感
染
者
が
急
増

し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
も
沈
静
化

は
「
７
月
か
８
月
で
は
な
い

か
」
と
の
見
通
し
を
示
し
て

お
り
、
有
力
な
参
加
国
で
あ

る
米
国
で
感
染
拡
大
が
続
け

ば
予
定
通
り
の
五
輪
開
催
に

影
響
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

安
倍
首
相
は
Ｇ
７
首
脳
の

緊
急
テ
レ
ビ
会
議
で
五
輪
に

つ
い
て
「
完
全
な
形
で
の
開

催
を
目
指
し
た
い
」
と
表
明

し
た
と
説
明
し
て
い
る
。

男
性
会
社
員
に
１
０
万
円
を

渡
し
た
後
、
無
料
通
信
ア
プ

リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
で

活
動
報
告
を
受
け
て
い
た
こ

と
が
１ 

９
日
、
関
係
者
へ

の
取
材
で
分
か
っ
た
。
広
島

地
検
は
、
男
性
の
よ
う
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
る
べ
き

運
動
に
報
酬
が
支
払
わ
れ
た

ケ
ー
ス
が
公
選
法
違
反
（
買

収
）に
当
た
る
と
み
て
捜
査
。

克
行
氏
の
立
件
の
可
否
に
つ

い
て
最
終
的
な
検
討
に
入
っ

た
も
よ
う
だ
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
男
性

は
地
元
県
議
や
企
業
幹
部
と

の
面
会
内
容
を
伝
達
。
地
検

は
克
行
氏
が
、
現
金
提
供
の

対
価
と
し
て
男
性
が
選
挙
運

動
に
従
事
し
て
い
る
と
の
認

識
を
持
っ
て
い
た
と
み
て
捜

査
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

男
性
に
は
１
０
万
円
以
外
の

口
座
入
金
分
も
含
め
、
計
約

９
６
万
円
が
渡
っ
て
い
た
こ

と
が
既
に
判
明
し
て
い
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
克
行

氏
は
昨
年
６
月
７
日
ご
ろ
、

男
性
に
選
挙
運
動
の
支
援
を

依
頼
。
同
１
０
日
ご
ろ
に
現

金
１
０
万
円
入
り
の
封
筒
を

渡
し
、
そ
の
前
後
か
ら
ラ
イ

ン
で
報
告
を
受
け
て
い
た
。

克
行
氏
は
「
家
内
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
は
送
っ
て
く
れ
ま
し
た

か
」
と
返
信
し
、
案
里
氏
と

の
情
報
共
有
も
求
め
て
い

た
。

　

男
性
名
義
の
口
座
に
は
案

里
氏
が
支
部
長
の
自
民
党
広

島
県
参
議
院
選
挙
区
第
７
支

部
の
名
義
で
、
昨
年
６
月
２ 

８
日
、
同
７
月
３
１
日
、
同

８
月
１
日
の
３
回
、
計
約

８
６
万
円
が
入
金
さ
れ
た
。

　

男
性
は
地
検
に
対
し
「
違

訴
訟
に
発
展
。
一
、二
審
で

未
払
い
の
約
１
０
億
円
を
支

払
う
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
上

告
受
理
を
申
し
立
て
て
い

る
。

三
陸
鉄
道
、
全
線
運
転
再
開

台
風
１
９
号
被
害
か
ら
５
カ
月

白
の
幕
を
駅
全
体
に
飾
っ
て

準
備
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
と

再
出
発
を
祝
っ
た
。「
再
開

す
る
と
思
っ
た
ら
強
風
で
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
動
い

て
ほ
っ
と
し
た
。
鉄
道
が
地

元
を
走
っ
て
い
る
と
安
心
感

が
あ
る
」
と
感
慨
深
げ
だ
っ

た
。

　

鵜
住
居
―
両
石
間
で
は
強

風
で
木
が
線
路
に
倒
れ
、
ダ

イ
ヤ
に
影
響
し
た
。
大
阪
府

の
男
性
（
６
６
）
は
始
発
に

乗
ろ
う
と
１
９
日
、
釡
石
市

を
訪
れ
た
。「
強
風
な
ら
仕

方
が
な
い
が
残
念
だ
。
明
日

は
絶
対
乗
り
た
い
」
と
話
し

た
。

ば
れ
「
復
興
の
火
」
と
し
て

の
巡
回
展
示
が
ス
タ
ー
ト
。

宮
城
県
の
村
井
嘉
浩
知
事
は

展
示
に
先
立
ち
「
復
興
の
火

は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
復
興

に
大
き
な
力
と
な
る
」
と
述

べ
た
。

　

早
速
、
見
学
に
訪
れ
た
石

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
英
中

央
銀
行
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

（
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
は
１
９
日
、
主

要
政
策
金
利
を
０
・
１
５
％

引
き
下
げ
、
過
去
最
低
の
年

０
・
１
％
に
す
る
と
発
表
し

た
。
国
債
や
社
債
を
買
い
入

れ
市
中
に
資
金
を
供
給
す
る

量
的
金
融
緩
和
政
策
を
再
開

し
、
購
入
枠
を
２
千
億
ポ
ン

ド
（
約
２
５
兆
７
千
億
円
）

増
や
し
て
総
額
６
４
５
０
億

　

三
鉄
は
運
行
し
て
い
た
北

リ
ア
ス
線
と
南
リ
ア
ス
線

が
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
、
２
０
１
４
年
に
全
線
復

旧
。
昨
年
３
月
２
３
日
、
Ｊ

Ｒ
山
田
線
の
宮
古
―
釡
石
を

引
き
継
ぎ
、
リ
ア
ス
線
と
し

て
開
通
し
た
。「
復
興
の
象

徴
」
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
昨

年
１
０
月
の
台
風
１
９
号
で

輪
を
延
期
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
「
決
め
て
い
な
い
」

と
説
明
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

で
の
記
者
会
見
で
述
べ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
世
界
的
な
感
染
拡
大

　
【
北
京
共
同
】
中
国
政
府

は
１
９
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
「
原
因
不

明
の
肺
炎
」
と
い
ち
早
く
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
湖
北
省
武
漢

市
の
男
性
医
師
、
李
文
亮
さ

ん
を
摘
発
し
処
分
し
た
の

は
「
法
執
行
手
続
き
が
規
範

に
合
っ
て
お
ら
ず
不
当
だ
」

と
し
て
、
処
分
取
り
消
し

と
関
係
者
の
責
任
追
及
を
求

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
１
９

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
巡
る
先
進
７
カ
国（
Ｇ
７
）

首
脳
の
１
６
日
の
緊
急
テ
レ

ビ
電
話
会
議
で
、
安
倍
晋
三

首
相
が
７
月
開
幕
の
東
京
五

法
性
の
あ
る
報
酬
だ
と
認
識

し
て
い
た
」
と
説
明
し
た
上

で
、
克
行
氏
が
選
挙
に
詳
し

い
た
め
、
自
身
は
金
の
処
理

に
関
与
す
る
必
要
は
な
い
と

思
っ
て
い
た
と
の
趣
旨
の
話

を
し
た
と
い
う
。

　

地
検
は
３
日
、
案
里
氏
の

選
挙
戦
を
巡
り
、
車
上
運
動

員
に
日
当
１
万
５
千
円
の

法
定
上
限
を
超
え
た
金
額
を

支
払
っ
た
と
し
て
、
公
選
法

違
反
（
買
収
）
の
疑
い
で
河

井
夫
妻
の
秘
書
ら
３
人
を
逮

捕
。
勾
留
期
限
の
２
４
日
に

処
分
す
る
見
通
し
。
い
ず
れ

か
が
公
選
法
で
規
定
す
る
連

座
制
の
対
象
と
判
断
さ
れ
れ

ば
、
案
里
氏
が
失
職
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

め
た
。
市
公
安
当
局
は
処
分

を
撤
回
し
遺
族
に
謝
罪
す
る

こ
と
を
決
定
。
李
さ
ん
を
摘

発
し
た
２
人
に
そ
れ
ぞ
れ
け

ん
責
と
警
告
の
処
分
を
下
し

た
。

　

李
さ
ん
が
２
月
７
日
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

肺
炎
で
死
亡
し
た
際
、
国

民
か
ら
当
局
批
判
の
声
が
上

が
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
習
近

平
指
導
部
は
処
分
取
り
消
し

に
追
い
込
ま
れ
た
形
だ
。

　

中
国
国
家
監
察
委
員
会
の

調
査
グ
ル
ー
プ
は
、
李
さ
ん

が
原
因
不
明
の
肺
炎
へ
の
注

意
を
呼
び
掛
け
た
こ
と
に
つ

い
て
「
公
共
の
秩
序
を
乱
す

故
意
は
な
か
っ
た
」と
判
断
。

社
会
の
注
目
を
集
め
「
各
方

面
が
肺
炎
の
発
生
状
況
を
重

視
し
、
予
防
、
抑
制
を
一
層

強
め
る
役
割
を
果
た
し
た
」

と
評
価
し
た
。

　

委
員
会
は
関
連
部
門
や
ス

タ
ッ
フ
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
が
緩
慢
だ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
、

さ
ら
に
調
査
し
て
責
任
を
問

う
と
し
て
い
る
。

　

調
査
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ

る
と
、
李
さ
ん
は
昨
年
１
２

月
３
０
日
、通
信
ア
プ
リ「
微

信
（
ウ
ェ
イ
シ
ン
）」
の
グ

ル
ー
プ
内
で
「
７
人
が
重
症

急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
）
と
診
断
さ
れ
た
」
と

発
信
し
た
。

　

地
元
公
安
当
局
は
今
年
１

月
３
日
、
李
さ
ん
ら
を
派
出

所
に
呼
び
出
し
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

に
関
す
る
情
報
は
正
し
く
な

い
」
と
し
て
、
李
さ
ん
に
デ

マ
を
流
し
た
と
認
め
る
訓
戒

書
に
署
名
さ
せ
て
い
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

１
９
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株

式
市
場
の
ダ
ウ
工
業
株
３
０

種
平
均
は
反
発
し
、
前
日

比
１
８
８
・
２
７
ド
ル
高
の

２
万
０
０
８
７
・
１
９
ド
ル

で
取
引
を
終
え
た
。
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
が
表
明
し
た
売

上
高
の
急
減
に
あ
え
ぐ
企
業

に
対
す
る
支
援
へ
の
期
待
か

ら
、
買
い
が
優
勢
と
な
り
、

節
目
の
２
万
ド
ル
を
回
復
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
、
１
４
日
ま
で

の
週
の
失
業
保
険
申
請
件
数

が
急
増
。
雇
用
悪
化
が
顕
在

化
し
た
と
の
見
方
か
ら
、
前

日
か
ら
の
下
げ
幅
が
７
０
０

ド
ル
を
超
え
る
場
面
も
あ
っ

た
。
相
場
の
底
入
れ
は
見
通

せ
な
い
。

　

ハ
イ
テ
ク
株
主
体
の
ナ
ス

ダ
ッ
ク
総
合
指
数
は
１
６
０ 

・
７
４
ポ
イ
ン
ト
高
の
７
１ 

５
０
・５
８
。

　

銘
柄
別
で
は
、
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や

娯
楽
・
メ
デ
ィ
ア
の
ウ
ォ
ル

ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
上
昇
が

目
立
っ
た
。
小
売
り
の
ウ
ォ

ル
グ
リ
ー
ン
ズ
・
ブ
ー
ツ
・

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
売
ら
れ

た
。

　
【
シ
ド
ニ
ー
共
同
】
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
航
空
最
大
手

カ
ン
タ
ス
航
空
は
１
９
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
る
需
要
の
急
減

を
受
け
、
傘
下
の
ジ
ェ
ッ
ト

ス
タ
ー
を
合
わ
せ
今
月
下
旬

か
ら
少
な
く
と
も
５
月
末
ま

で
全
て
の
国
際
線
の
運
航
を

休
止
す
る
と
発
表
し
た
。
グ

ル
ー
プ
約
３
万
人
の
従
業
員

の
う
ち
３
分
の
２
を
一
時
帰

休
と
す
る
。

　

１
７
日
に
グ
ル
ー
プ
全
体

で
国
際
線
の
９
０
％
の
運
航

能
力
を
削
減
す
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
て
い
た
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
１
８

日
、
世
界
全
域
へ
の
渡
航
禁

止
勧
告
を
出
し
た
こ
と
を
受

け
た
措
置
。
政
府
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
の
入
国
者
に
つ

い
て
も
１
４
日
間
の
自
主
隔

離
を
求
め
、
実
質
的
な
入
国

土
砂
流
入
や
の
り
面
の
崩
落

な
ど
が
相
次
ぎ
、
信
号
設
備

を
含
め
計
９
３
カ
所
が
被
災

し
た
。

　

国
や
自
治
体
が
約
２
０
億

円
を
負
担
し
て
復
旧
工
事
を

進
め
、
段
階
的
に
運
行
区
間

を
延
ば
し
、
残
る
の
は
陸
中

山
田
―
釡
石
の
み
と
な
っ
て

い
た
。

英
中
銀
が
再
び
緊
急
利
下
げ

０・１
％
、
過
去
最
低
に

巻
市
の
パ
ー
ト
森
原
さ
ゆ
り

さ
ん
（
５
１
）
は
、
旧
市
街

地
だ
っ
た
展
示
場
所
で
知
人

を
失
っ
た
。「
墓
参
り
を
兼

ね
て
来
た
。
う
れ
し
い
よ
う

な
寂
し
い
よ
う
な
、
複
雑
な

気
持
ち
」
と
声
を
詰
ま
ら
せ

た
。

ポ
ン
ド
に
す
る
こ
と
も
決
め

た
。

　

１
９
日
に
臨
時
の
金
融
政

策
委
員
会
を
開
き
、
全
会
一

致
で
決
定
し
た
。
Ｂ
Ｏ
Ｅ

は
１
１
日
に
も
０
・
５
％
の

緊
急
利
下
げ
を
発
表
し
た
ば

か
り
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
英
国
で
も
拡
大

し
、
経
済
へ
の
悪
影
響
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
追
加
金
融
緩
和
に

よ
っ
て
景
気
を
下
支
え
す

る
。

　

１
８
日
に
は
欧
州
中
央
銀

行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
が
量
的
緩
和

拡
大
を
決
め
る
な
ど
、
主

要
中
銀
は
相
次
い
で
追
加
緩

和
に
踏
み
切
っ
た
。
資
金
を

潤
沢
に
供
給
し
、
金
融
市
場

の
混
乱
を
鎮
め
る
こ
と
を
狙

う
。

　

１
６
日
に
就
任
し
た
ば
か

り
の
ベ
イ
リ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｅ
総
裁

は
電
話
記
者
会
見
で
「
金
融

市
場
は
最
近
無
秩
序
に
な
り

か
け
て
い
た
」と
指
摘
し
た
。

資
産
購
入
枠
の
拡
大
分
は
、

主
に
英
国
債
の
買
い
入
れ
に

充
て
る
。

制
限
を
課
し
て
い
る
。

　

ジ
ョ
イ
ス
最
高
経
営
責
任

者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
ら
経
営
陣
は

無
報
酬
と
な
る
。
大
型
機
を

中
心
に
約
１
５
０
機
の
運
用

を
取
り
や
め
る
。

　

同
国
航
空
２
位
の
ヴ
ァ
ー

ジ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も

１
８
日
、
３
月
末
か
ら
６
月

１
４
日
ま
で
国
際
線
の
全
休

を
発
表
し
て
い
る
。

際
線
を
１
週
間
着
陸
禁
止

イ
ン
ド
、
２
２
日
か
ら

　
【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
共
同
】

イ
ン
ド
政
府
は
１
９
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
、
国
際
線
の
民
間
旅
客

機
の
着
陸
を
２
２
日
か
ら
１

週
間
認
め
な
い
と
発
表
し

た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え

た
。

　

イ
ン
ド
政
府
は
既
に
、
外

交
や
就
労
な
ど
を
除
く
全
て

の
ビ
ザ
（
査
証
）
の
効
力
を

４
月
１
５
日
ま
で
停
止
し
、

欧
州
と
ト
ル
コ
か
ら
の
渡
航

も
禁
止
し
て
い
る
。

豪
航
空
、
国
際
線
全
休
へ

従
業
員
２
万
人
、
一
時
帰
休

Ｎ
Ｙ
株
反
発
、
１
８
８
ド
ル
高

２
万
ド
ル
回
復
、
企
業
支
援
期
待



プ
ロ
ト
コ
ル
変
更
の
契
機
に

け
な
い
と
し
て
い
る
。

　

政
府
の
想
定
で
は
、「
２

最
賃
以
下
で
、
時
短
労
働
、

給
与
削
減
措
置
の
影
響
を
受

け
る
労
働
者
は
１
１
０
０
万

人
で
、
今
回
の
措
置
に
伴
う

経
費
は
１
０
０
億
レ
ア
ル
に

及
ぶ
見
込
み
だ
。
政
府
は
こ

の
１
０
０
億
レ
ア
ル
を
労
働

者
支
援
基
金
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
）
か

ら
捻
出
す
る
方
針
だ
。

　

政
府
は
「
時
短
、
給
与
削

減
措
置
」
は
最
大
で
今
年

い
っ
ぱ
い
（
非
常
事
態
宣
言

の
有
効
期
限
）
ま
で
と
想
定

し
て
い
る
が
、
低
所
得
で
、

時
短
、
給
与
削
減
措
置
を
受

け
た
人
々
へ
の
補
助
金
支
払

い
は
３
カ
月
し
か
想
定
し
て

い
な
い
。
労
働
者
が
短
期
間

で
解
雇
さ
れ
た
場
合
、
今
回

の
措
置
で
政
府
が
支
払
っ
た

金
額
は
、
そ
の
後
に
労
働
者

が
受
け
取
る
失
業
保
険
か
ら

差
し
引
か
れ
る
。

　

補
助
金
の
額
は
、「
失
業

し
た
場
合
に
月
々
受
け
取

れ
る
失
業
保
険
給
付
金
の

２
５
％
」
と
経
済
省
は
発
表

し
て
い
る
。

　

こ
の
場
合
の
受
け
取
り
額

は
、
労
働
者
１
人
あ
た
り
最

低
２
５
０
レ
ア
ル
だ
が
、
経

済
省
労
働
特
別
局
の
ブ
ル
ー

　

聖
州
保
健
局
が
２
０
日
午
後
、
同
州
で
新
た
に
４
人
の
死
者
が
確
認
さ
れ
、
州
内
の
死

者
総
数
が
９
人
と
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
は
、
１
９
日

ま
で
に
確
認
さ
れ
た
聖
州
の
死
者
の
内
、
５
人
が
聖
市
の
サ
ン
ク
タ
・
マ
ジ
オ
ー
レ
病
院

の
患
者
だ
っ
た
こ
と
や
、
感
染
経
路
が
確
定
不
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
感
染
の
発
生
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
医
療
機
関
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
定
め
た
プ
ロ

ト
コ
ル
が
、「
少
し
で
も
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
コ
ロ
ナ
の
擬
似
症
患
者
と
み
な
す
」

と
い
う
内
容
に
変
更
さ
れ
た
と
、
１
９
、２
０
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

し
、
州
保
健
局
に
報
告
さ
れ

た
が
、
マ
ノ
エ
ル
さ
ん
の
こ

と
は
こ
の
時
点
ま
で
、
州
保

健
局
の
統
計
に
反
映
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　

マ
ノ
エ
ル
さ
ん
の
場
合
、

家
族
が
本
当
の
死
因
を
知
っ

た
の
は
葬
式
の
と
き
だ
っ
た

と
い
う
。
マ
ノ
エ
ル
さ
ん
の

母
親
（
８
３
）
も
体
調
を
崩

し
て
病
院
に
い
っ
た
が
、
ト

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
受
け

た
だ
け
で
自
宅
に
帰
さ
れ
、

自
宅
療
養
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
マ
ノ
エ
ル
さ
ん
の
父

親
（
８
３
）
と
弟
（
６
１
）、

妹
（
６
０
）
も
コ
ロ
ナ
感
染

と
見
ら
れ
る
症
状
で
入
院
し

て
い
る
。
父
親
は
サ
ン
ク

タ
・
マ
ジ
オ
ー
レ
病
院
、
兄

弟
２
人
は
公
務
員
病
院
の
集

中
治
療
室
（
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）
で
入

院
中
だ
。
３
人
が
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か

を
調
べ
る
た
め
の
検
査
の
結

果
は
、
ま
だ
出
て
い
な
い
。

　

マ
ノ
エ
ル
さ
ん
の
死
因
が

判
明
し
た
こ
と
で
、
サ
ン
ク

タ
・
マ
ジ
オ
ー
レ
病
院
は
同

　

２
０
日
か
ら
、
本
格
的
な

商
業
活
動
禁
止
に
入
っ
た
聖

市
だ
が
、
２
０
日
付
ア
ゴ
ー

ラ
紙
が
営
業
し
て
い
る
店
や

分
野
を
掲
載
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
営
業
し
て
い
る
の
は
薬

局
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

席
の
間
隔
が
１
メ
ー
ト
ル
以

病
院
内
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
州
保
健
局

に
報
告
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
が
、
同
病
院

の
対
応
は
、
保
健
省
が
定
め

た
プ
ロ
ト
コ
ル
が
実
情
と
合

わ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も

露
呈
し
た
。

　

サ
ン
ク
タ
・
マ
ジ
オ
ー
レ

病
院
に
よ
る
と
、
マ
ノ
エ
ル

さ
ん
の
場
合
は
外
国
へ
の
渡

航
歴
が
な
く
、
感
染
者
と
の

接
触
も
な
か
っ
た
た
め
、
州

保
健
局
へ
の
報
告
を
行
わ

ず
、
親
類
の
隔
離
も
や
検
査

も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
プ
ロ
ト
コ
ル
は
、「
流
行

し
て
い
る
国
や
地
域
に
渡
航

し
て
い
た
」「
感
染
が
疑
わ

れ
る
人
と
接
触
し
た
」
と

な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
基
準

は
、「
輸
入
型
感
染
」
や
初

期
の
「
域
内
感
染
」
の
場
合

に
し
か
通
用
し
な
い
。
マ
ノ

エ
ル
さ
ん
の
場
合
も
含
め
、

最
近
は
、
感
染
経
路
が
わ
か

当
局
へ
の
事
前
報
告
な
い
例
相
次
ぐ

ノ
・
ダ
ル
コ
モ
局
長
は
、 

「
２
５
０
レ
ア
ル
は
あ
く
ま

で
最
低
ラ
イ
ン
。
多
く
は

２
５
０
レ
以
上
を
受
け
取
る

だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。

　

政
府
は
こ
れ
ら
を
暫
定
令

（
Ｍ
Ｐ
）
と
し
て
提
出
す
る

か
、
通
常
法
案
（
Ｐ
Ｌ
）
と

し
て
提
出
す
る
か
、
態
度
を

保
留
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
人
へ
の
１
５
日
分
の
給
与

の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
Ｐ

Ｌ
で
扱
う
必
要
が
あ
る
。
現

行
法
で
は
最
初
の
１
５
日
分

の
給
与
は
、
雇
用
主
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
政
府

が
負
担
す
る
こ
と

で
、
企
業
側
の
負

担
を
軽
減
し
、
雇

用
維
持
を
促
す
こ

と
が
狙
い
だ
。

　

同
省
は
ま
た
、

低
所
得
高
齢
者
や

身
障
者
の
特
別
恩

給
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）、
お

も
併
せ
て
発
表
し
た
。
１
９

日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　
「
時
短
、
給
与
削
減
措
置
」

と
は
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で

資
金
繰
り
に
苦
し
む
企
業

が
、労
働
者
と
合
意
の
上
で
、

「
１
日
の
就
業
時
間
を
８
時

間
か
ら
６
時
間
に
し
、
給
与

も
２
５
％
カ
ッ
ト
と
す
る
」

措
置
だ
。

　

給
与
削
減
幅
を
５
０
％
以

上
に
し
て
も
い
け
な
い
し
、

削
減
５
０
％
以
内
だ
と
し
て

も
、
支
払
い
給
与
が
法
定
最

低
賃
金
を
割
り
込
ん
で
も
い

　
【
既
報
関
連
】
伯
国
政
府

は
１
８
日
、「
就
業
時
間
と

給
与
を
企
業
側
が
最
大
で
半

減
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
措

置
を
検
討
し
て
い
る
と
発

表
。
翌
１
９
日
に
は
、
給
与

が
法
定
最
低
賃
金
の
２
倍
以

下
で
、
こ
の
時
短
、
給
与
削

減
措
置
の
影
響
を
受
け
る
労

働
者
に
補
助
金
を
出
す
こ
と

も
計
画
し
て
い
る
と
発
表
し

た
。

　

政
府
は
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
た
こ
と
で
、
仕

事
が
出
来
な
く
な
っ
た
労
働

者
に
も
、
治
療
に
費
や
し
た

最
初
の
１
５
日
分
の
給
与
を

補
填
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と

暫
定
令
か
通
常
法
案
か
は
未
定

国
家
非
常
事
態
宣
言
が
両
院
通
過

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
業
務
軽
減
策
も

よ
び
疾
病
給
付
金
（
ア
ウ
シ

リ
オ
・
ド
エ
ン
サ
、
Ａ
Ｄ
）

を
要
請
し
た
人
々
に
、
通

常
な
ら
必
要
な
医
師
の
監
査

を
待
た
ず
に
２
０
０
レ
を
支

払
う
と
も
発
表
し
た
。
こ
れ

は
、
高
齢
者
や
病
気
を
抱
え

た
人
々
が
集
ま
り
、
集
団
感

染
を
起
こ
す
の
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｐ

Ｃ
や
Ａ
Ｄ
の
給
付
を
申
請
し

た
が
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
が
指
定
す

る
医
師
の
鑑
査
を
受
け
て
い

な
い
人
は
、
ネ
ッ
ト
に
添
付

す
る
な
ど
し
て
送
っ
た
個
人

医
の
診
断
書
を
監
査
の
代
用

病
院
は
高
齢
者
専
門
の
医
療

プ
ラ
ン
を
運
営
す
る
「
プ
レ

ヴ
ェ
ン
ト
・
セ
ニ
オ
ー
ル
」

が
経
営
す
る
病
院
だ
。
同
名

の
病
院
は
聖
市
内
に
複
数
あ

る
が
、
５
人
が
入
院
し
て
い

た
の
は
、
聖
市
南
部
の
パ
ラ

イ
ゾ
地
区
に
あ
る
病
院
だ
っ

た
。

　

伯
国
で
の
最
初
の
死
者

は
、
同
病
院
に
１
４
日
に
入

院
し
、
１
６
日
に
亡
く
な
っ

た
６
２
歳
の
男
性
、
マ
ノ
エ

ル
・
メ
シ
ア
・
フ
レ
イ
タ
ス

さ
ん
だ
。
マ
ノ
エ
ル
さ
ん
が

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
検
査
結

果
は
、
１
７
日
の
朝
、
判
明

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

（Tania Rego/ Agencia Brasil

）

サンクタ・マジオーレ病院
（公式サイトより）

感
染
者
数
は
８
１
９
人
に
上
昇

ら
な
い
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

感
染
」
が
急
速
に
増
え
て
お

り
、
従
来
の
プ
ロ
ト
コ
ロ
で

は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い

た
が
、
保
健
省
の
基
準
が
改

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
統
計
に
は
出
て
こ
な
い

ま
ま
で
死
亡
す
る
例
や
、
家

族
や
親
族
も
検
査
さ
え
受
け

て
い
な
い
と
い
う
状
態
が
発

生
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え

る
。

　

プ
ロ
ト
コ
ロ
に
合
わ
な
い

ま
ま
、
報
告
さ
え
さ
れ
ず
に

亡
く
な
っ
た
例
は
マ
ノ
エ
ル

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
リ
オ

州
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
患

者
も
統
計
に
は
入
っ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
。

　

保
健
省
は
１
９
日
、
プ
ロ

ト
コ
ル
を
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
思
わ
れ

る
症
状
が
出
て
い
る
場
合

は
、
コ
ロ
ナ
の
擬
似
症
患
者

と
見
な
す
」
と
い
う
内
容
に

改
定
。
全
国
の
病
院
や
各
州

の
保
健
局
に
徹
底
さ
せ
、
擬

似
症
患
者
と
接
触
し
た
人
に

上
離
れ
た
パ
ダ
リ
ア
や
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ラ
ン
シ
ョ
ネ
ッ
ト

と
い
っ
た
食
堂
、フ
ェ
イ
ラ
、

ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
、

水
や
ガ
ス
の
販
売
店
、
自
動

車
整
備
工
や
洗
濯
屋
、工
場
、

銀
行
、
バ
ス
、
聖
市
地
下
鉄
、

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
、
プ
ロ
コ
ン
、
病

院
な
ど
の
医
療
機
関
、
新
聞

な
ど
を
売
る
バ
ン
カ
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

逆
に
営
業
し
て
い
な
い

も
の
は
、
商
店
（
デ
リ
バ

リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
は
可
）、

公
立
学
校
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
と
Ｐ
Ｕ

Ｃ
と
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
３
大

学
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
フ
ー
ド
コ
ー
ト
は
運

営
可
）、
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ム
、

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
ロ
ジ
ー

ジ
オ
、
博
物
館
や
図
書
館
、

劇
場
や
公
立
の
文
化
セ
ン

タ
ー
、Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｐ
や
ト
ミ
エ
・

オ
オ
タ
ケ
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
、
イ
タ

ウ
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス
な
ど
の
文
化
施

設
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
、
一

部
の
映
画
館
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

現
状
だ
と
、
こ
の
体
制
は

４
月
５
日
ま
で
続
く
予
定
だ

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
と

り
あ
え
ず
」
だ
。
状
況
次
第

で
、伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
に

こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
上
、

禁
じ
ら
れ
る
業
界
の
企
業
の

財
政
や
労
働
者
の
生
活
費
の

こ
と
も
あ
る
の
で
、
長
引
き

す
ぎ
る
と
、
別
の
意
味
の
問

題
も
生
じ
か
ね
な
い
。
お
隣

の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、「
食

料
の
買
出
し
か
薬
局
な
ど
に

行
く
と
き
の
み
許
可
が
出

る
」
と
い
う
外
出
禁
止
令
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
効
果
が
出
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
が
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州
知
事
は
２
０
日
、
同
州
の
非

常
事
態
宣
言
を
行
い
、
今
日

２
１
日
か
ら
正
式
に
有
効
に

す
る
と
し
た
。
２
０
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ド
リ
ア
知
事
は
２
０
日
、

バ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ
ス
宮
で
記

者
会
見
を
行
い
、
今
回
の
宣

言
は
州
民
に
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
は

な
く
、
州
や
州
内
６
４
５
の

市
が
、
こ
の
非
常
時
に
お

い
て
、
円
滑
に
活
動
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の

だ
、
と
強
調
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
者
が
急
増
し
、
死
者
ま
で
出
始
め

た
事
で
、
国
や
州
、
市
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
進
む

中
、
上
院
が
２
０
日
に
、
伯

国
が
非
常
事
態
で
あ
る
事
を

認
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両

院
が
非
常
事
態
を
承
認
し
た

事
に
な
り
、
非
常
事
態
宣
言

を
行
う
準
備
が
整
っ
た
と

２
０
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。 

　

ま
た
、
連
邦
政
府
に
よ
る

外
国
人
入
国
制
限
な
ど
、
交

通
網
遮
断
に
よ
る
、
感
染

拡
大
の
試
み
も
広
が
っ
て
い

る
。 

　

交
通
網
遮
断
で
感
染
拡

大
を
防
ぐ
試
み
の
一
つ
は
、

１
９
日
に
リ
オ
州
の
ウ
ィ
ル

ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
知
事

が
出
し
た
、
リ
オ
大
都
市
圏

へ
の
陸
路
と
空
路
で
の
往
来

制
限
す
る
知
事
令
だ
。 

　

同
知
事
は
、
２
１
日
か
ら

１
５
日
間
、
リ
オ
〜
サ
ン
パ

ウ
ロ
間
の
定
期
便
な
ど
、
感

染
者
が
出
た
国
や
州
と
の
間

の
航
空
便
や
、
州
外
諸
市
と

リ
オ
市
間
の
長
距
離
バ
ス
な

ど
の
運
行
差
し
止
め
を
決
め

た
。
こ
れ
は
、
リ
オ
大
都
市

圏
と
同
州
内
陸
部
を
結
ぶ
バ

ス
や
バ
ン
の
運
行
差
し
止
め

の
拡
大
措
置
だ
。 

　

新
た
に
規
制
の
対
象
と
な

る
の
は
、
リ
オ
市
と
周
辺
の

市
と
の
間
を
結
ぶ
公
的
交
通

機
関
（
汽
車
と
船
は
除
く
）

と
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
な
ど
の
ア
プ
リ

に
よ
る
車
の
運
行
、
聖
州
や

ミ
ナ
ス
州
、
エ
ス
ピ
リ
ト
サ

ン
ト
州
、
バ
イ
ア
州
、
連
邦

直
轄
区
か
ら
の
バ
ス
、
感
染

者
が
出
て
い
る
国
や
州
か
ら

の
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
な

ど
。
保
健
衛
生
な
ど
の
本
質

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
は
規
制
外
と
な
る
。 

　

反
対
に
、
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
い
る
リ
オ
大
都
市
圏

２
２
市
の
人
は
、
公
共
交
通

機
関
を
使
っ
て
ア
ン
グ
ラ
や

パ
ラ
チ
な
ど
の
市
へ
旅
行
す

る
事
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

商
店
街
（
ス
ー
パ
ー
や
医
療

関
連
の
店
・
機
関
は
除
く
）

は
１
５
日
間
閉
鎖
、
海
岸
や

湖
岸
、
河
岸
、
公
共
プ
ー
ル

の
利
用
も
同
期
間
制
限
さ
れ

る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
ル

な
ど
の
外
食
施
設
は
、
収
容

能
力
の
３
０
％
に
限
り
、
営

業
が
認
め
ら
れ
る
が
、
宿
泊

施
設
内
の
食
堂
の
利
用
は
宿

泊
者
や
従
業
員
な
ど
に
制
限

さ
れ
る
。
同
知
事
は
、
治
安

　
【
既
報
関
連
】
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
災
禍
拡
大

で
、
人
ご
み
や
外
出
を
避
け

る
よ
う
に
と
推
奨
さ
れ
て
い

る
た
め
、
伯
国
地
理
統
計
院

（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
は
、
労
働
市

場
調
査
、
全
国
家
庭
サ
ン
プ

ル
調
査
（
Ｐ
ｎ
ａ
ｄ
）
の
訪

問
調
査
と
、
広
範
囲
消
費
者

物
価
指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
算

出
の
た
め
の
価
格
の
現
場
調

査
を
一
時
停
止
し
た
。
２
０

外国為替市況
中銀サイトより

3月20日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.0274  R$
買　5.0250  R$

円相場
売　0.0453  R$
買　0.0452  R$

聖州の死者９人、全国の死者は１１人に
　

２
０
日
に
発
表
さ
れ
た

４
人
の
死
者
は
、
７
０
歳
、

８
０
歳
、
９
３
歳
の
男
性
と

８
３
歳
の
女
性
だ
。
午
後
４

時
半
現
在
の
報
道
で
は
、
入

院
し
て
い
た
病
院
名
な
ど
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
州
保
健
局
は
、
同
州

の
感
染
確
認
者
は
、
１
９
日

の
２
８
６
人
か
ら
３
４
５
人

に
急
増
し
、
擬
似
症
患
者
も

９
０
２
３
人
と
発
表
し
た
。

感
染
者
の
中
に
は
、
他
州
在

住
者
４
人
と
外
国
人
４
人
が

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

サ
ン
ク
タ
・
マ
ジ
オ
ー
レ

聖
州
も
非
常
事
態
宣
言

公
園
や
ポ
ウ
パ
テ
ン
ポ
が
閉
鎖

リ
オ
州
は
バ
ス
や
航
空
便
規
制

コロナウ
イ ル ス

伯国政府

時
短
・
給
与
削
減
者
に
補
助
金

（２）２０１９年 第５４５２号 ３月 ２１日 （土曜日）

コロナ禍回避

コ
ロ
ナ
シ
ョッ
ク
で
調
査
に
影
響

訪
問
調
査
、
現
場
調
査
を
中
断

ＩＢＧＥ

と
し
て
も
ら
え
る
。

　

ま
た
、
各
種
の
給
付
金
な

ど
の
申
請
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
行
え
る
よ
う
、
サ
イ
ト

の
充
実
、
強
化
も
約
束
。
Ｂ

Ｐ
Ｃ
受
領
に
必
須
だ
っ
た
社

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
一
シ
ス

テ
ム
へ
の
登
録
も
、
１
２
０

日
間
、
免
除
さ
れ
る
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
は
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
す
る
前
か

ら
、各
種
の
給
付
金
や
恩
給
、

年
金
の
受
給
申
請
が
さ
ば
き

き
れ
ず
、
審
査
待
ち
の
列
が

パ
ン
ク
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
政
府
は
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
申
請
を
促
進
し
、
手
続
き

を
簡
素
化
す
る
こ
と
で
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で

発
生
す
る
窓
口
対
応
時
間
の

短
縮
に
対
応
。
そ
れ
と
同

時
に
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
職
員
を
給

付
金
、
恩
給
、
年
金
支
払
い

の
審
査
に
集
中
さ
せ
る
こ
と

で
、
審
査
待
ち
の
人
の
列
を

少
し
で
も
早
く
解
消
さ
せ
る

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　

聖
州
で
は
２
３
日
か
ら
、

州
立
学
校
な
ど
を
は
じ
め
と

し
た
州
の
サ
ー
ビ
ス
が
使
用

中
止
と
な
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
州
内
の
公
園
や
動
物
園

は
４
月
３
０
日
ま
で
閉
鎖
さ

れ
、
聖
市
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公

園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

も
使
用
禁
止
と
な
る
。

　

ま
た
、
ポ
ウ
パ
テ
ン
ポ
や

デ
ト
ラ
ン
も
営
業
所
を
閉

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
受

付
と
な
る
。

　

ま
た
、
ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー

関
係
者
に
、
知
事
令
に
違
反

し
た
店
な
ど
の
写
真
や
ビ
デ

オ
を
撮
影
し
、
検
察
に
通
報

す
る
事
を
認
め
て
い
る
。 

　

ま
た
、
リ
オ
市
は
１
９
日

に
特
別
対
策
室
を
開
設
。
感

染
拡
大
抑
制
の
た
め
、
高
速

バ
ス
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
路
線
４
本

の
運
行
を
２
１
日
か
ら
停
止

し
、
２
路
線
を
新
設
す
る
事

な
ど
を
発
表
し
た
。 

　

た
だ
し
、
民
間
航
空
監
督

庁
は
、
空
港
や
国
境
の
閉
鎖

は
国
が
判
断
す
る
も
の
で
州

の
管
轄
で
は
な
い
と
の
見
解

を
表
明
。
国
家
陸
路
輸
送
庁

も
、
他
国
や
他
州
と
の
間
を

結
ぶ
交
通
機
関
の
規
制
は
同

も
隔
離
を
勧
め
る
こ
と
に
し

た
。
た
だ
、「
感
染
の
有
無

を
調
べ
る
テ
ス
ト
」
に
関
し

て
は
、
ま
だ
「
深
刻
な
症
状

の
人
に
限
る
」と
し
て
い
る
。

　

保
健
省
の
数
字
は
２
０
日

午
後
５
時
半
現
在
も
、
感
染

日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
は
当
面
、
対
面

調
査
や
現
場
調
査
を
中
止

し
、
Ｐ
ｎ
ａ
ｄ
や
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ

の
デ
ー
タ
も
、
携
帯
電
話
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
収
集
す
る
。

　
「
調
査
員
や
国
民
の
命
を

守
る
為
、
家
庭
の
訪
問
調
査

や
店
舗
で
の
価
格
調
査
を
例

外
的
に
中
断
し
た
」
と
語
る

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
調
査
副
局
長
、

シ
マ
ー
ル
・
ア
ゼ
レ
ド
氏
に

は
、「
統
計
の
正
確
性
に
影

響
す
る
か
」
と
の
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
た
が
、「
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
努
力
す

る
。
正
確
な
デ
ー
タ
を
出
す

た
め
に
は
、
一
般
市
民
の
皆

様
の
協
力
も
重
要
。
世
界
中

が
過
去
に
例
が
な
い
伝
染
病

に
直
面
し
て
い
る
事
を
理
解

い
た
だ
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

同
氏
は
ま
た
、
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
の
前
、
最
中
、
そ

し
て
シ
ョ
ッ
ク
の
去
っ
た
後

の
デ
ー
タ
を
正
確
に
と
り
、

比
較
す
る
こ
と
が
重
要
と
し

た
。
ア
ゼ
レ
ド
氏
は
、
世
界

中
の
統
計
機
関
が
、
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
の
せ
い
で
、
デ
ー

タ
収
集
方
法
を
変
更
し
て
い

る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
元
会
長
の
セ
ル

ジ
オ
・
ベ
ッ
セ
ル
マ
ン
氏
は
、

「
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
自
体
が
、
収
集

可
能
な
限
り
の
情
報
を
駆
使

し
て
、
最
大
限
の
努
力
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
当
面
の

デ
ー
タ
に
は
、
過
去
の
傾
向

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
一
貫

性
が
な
い
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
何

ら
か
の
目
安
と
し
て
は
機
能

す
る
」
と
語
っ
た
。

庁
の
管
轄
で
、
他
州
か
ら
の

バ
ス
も
運
行
を
継
続
す
る
と

の
意
向
を
示
し
た
。 

　

海
岸
の
利
用
は
、
聖
州
海

岸
部
や
サ
ル
バ
ド
ー
ル
市
な

ど
で
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。

聖
州
海
岸
部
は
、
聖
市
と
の

間
の
長
距
離
バ
ス
な
ど
の
運

行
制
限
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
閉
鎖
も
決
め
た
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
閉

鎖
は
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
な
ど
各

地
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。 

　

聖
州
な
ど
、
複
数
の
州
で

は
、
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
て

い
る
人
と
の
面
会
や
訪
問
の

一
時
停
止
も
決
め
て
い
る
。

者
は
前
日
の
６
２
１
人
の
ま

ま
、
死
者
は
７
人
に
修
正
さ

れ
た
が
、
各
州
保
健
局
の
集

計
に
よ
る
と
、
感
染
確
認
者

は
８
１
９
人
に
急
増
し
て
い

る
。

ヴ
ァ
ス
聖
市
市
長
も
記
者
会

見
に
同
席
。
聖
州
政
府
は
、

ブ
タ
ン
タ
ン
研
究
所
で
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
検
査

キ
ッ
ト
を
１
日
に
２
千
件
生

産
で
き
る
よ
う
に
準
備
中
と

発
表
。
同
市
長
は
、
聖
市
内

に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者

用
の
集
中
治
療
室（
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）

を
２
千
床
確
保
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
。



　
「
ダ
ム
を
増ふ

や
す
こ
と
な
く
、
水す

い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

量り
ょ
うを
二に

倍ば
い

、
三さ

ん

倍ば
い

に
増ふ

や
す
こ
と
が
可か

能の
う

」「
純

じ
ゅ
ん

国こ
く

産さ
ん

で
ま
っ
た
く
温お

ん

室し
つ

効こ
う

果か

ガ
ス
を
発は

っ

生せ
い

し
な
い
電で

ん

力り
ょ
くが
、
毎ま

い

年と
し

、
金き

ん

額が
く

に
直な

お

し
て
二に

兆
ち
ょ
う

円え
ん

か
ら
三さ

ん

兆ち
ょ
う

円え
ん

分ぶ
ん

も
増ぞ

う

加か

す
る
」
と
指し

摘て
き

す
る
の
は
、
建け

ん

設せ
つ

省し
ょ
う(

現げ
ん

・
国こ

く

土ど

交こ
う

通つ
う

省し
ょ
う)

で
長な

が

ら
く
ダ
ム
・
河か

川せ
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う

を
担た

ん

当と
う

し
て
き
た
竹た

け

村む
ら

公こ
う

太た

郎ろ
う

氏し

。
そ
の
経け

い

歴れ
き

だ
け
で
な
く
、

提て
い

案あ
ん

の
内な

い

容よ
う

も
素し

ろ

人う
と

に
も
判わ

か

り
や
す
い
だ
け
に
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くが
あ

る
。

　

氏し

が
提て

い

案あ
ん

す
る
、
水す

い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

量り
ょ
うを
２
、３
倍ば

い

に
す
る
方ほ

う

策さ
く

は
次つ

ぎ

の
３
つ
で
あ
る
。

１
） 

現げ
ん

在ざ
い

の
ダ
ム
湖こ

の
水す

い

位い

は
半は

ん

分ぶ
ん

ほ
ど
に
抑お

さ

え
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
フ
ル
に
貯た

め
れ
ば
、
発は

つ

電で
ん

能の
う

力り
ょ
くが
上あ

が
る
。

２
） 

現げ
ん

在ざ
い

の
ダ
ム
の
嵩か

さ

上あ

げ
を
す
る
。
１
０
０
ｍ
の
ダ
ム
を

１
０
ｍ
嵩か

さ

上あ

げ
す
る
と
、
発は

つ

電で
ん

能の
う

力り
ょ
くは
ほ
ぼ
倍ば

い

増ぞ
う

す
る
。

３
） 

砂さ

防ぼ
う

ダ
ム
な
ど
、
発は

つ

電で
ん

に
利り

用よ
う

さ
れ
て
い
な
い
非ひ

常じ
ょ
うに
多お

お

く
の
ダ
ム
が
あ
る
。
こ
れ
に
小

し
ょ
う

電で
ん

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

の
施し

設せ
つ

を
設せ

っ

置ち

す

る
。

　

以い

下か

、
項こ

う

目も
く

毎ご
と

に
見み

て
い
こ
う
。

　

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

で
は
ダ
ム
湖こ

の
水み

ず

が
多お

お

い
ほ
ど
、
発は

つ

電で
ん

量り
ょ
うが
増ふ

え
る
。
水す

い

位い

が
上あ

が
る
こ
と
で
落ら

っ

下か

す
る
水み

ず

の
勢い

き
おい
が
増ま

し
、

電で
ん

力り
ょ
くは
大お

お

き
く
な
る
。
ま
た
水す

い

量り
ょ
うが
貯た

ま
っ
て
い
れ
ば
、
雨あ

め

が

少す
く

な
い
時じ

期き

で
も
一い

っ

定て
い

量り
ょ
うの
発は

つ

電で
ん

を
維い

持じ

で
き
る
。

　
し
か
し
、
通つ

う

常じ
ょ
うも
ダ
ム
湖こ

の
水す

い

位い

は
半は

ん

分ぶ
ん

く
ら
い
に
抑お

さ

え
ら

れ
て
い
る
。
大お

お

雨あ
め

の
時と

き

に
、
な
る
べ
く
大た

い

量り
ょ
うの
水み

ず

を
ダ
ム
に
貯た

め
て
、下か

流り
ゅ
うの
氾は

ん

濫ら
ん

を
防ふ

せ

ぐ
た
め
だ
。
昭

し
ょ
う

和わ

３
２（
１
９
５
７
）

年ね
ん

、
す
な
わ
ち
６
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
前ま

え

に
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
法ほ

う

律り
つ

で
そ

う
決き

め
ら
れ
、
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
は
一い

ち

度ど

も
改か

い

正せ
い

さ
れ
て
い
な
い
。

　

今こ
ん

日に
ち

の
進す

す

ん
だ
気き

象し
ょ
う

予よ

報ほ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つで
は
、
台た

い

風ふ
う

の
接せ

っ

近き
ん

す
る

数す
う

日じ
つ

前ま
え

に
は
降こ

う

雨う

量り
ょ
うも
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
予よ

測そ
く

で
き

る
の
で
、
そ
の
時じ

点て
ん

で
予よ

備び

放ほ
う

流り
ゅ
うし
て
水す

い

位い

を
落お

と
し
て
お
け

ば
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
通つ

う

常じ
ょ
う

時と
き

は
水す

い

位い

を
も
っ
と

高た
か

く
し
て
、
発は

つ

電で
ん

量り
ょ
うを
大お

お

き
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん 

　
～
「
和わ

の
国く

に

」の
エ
ネ
ル
ギ
ー

２０１９年
ねん

１２月
がつ

１日
たち

版
ばん

　

第だ
い

二に

の
手し

ゅ

段だ
ん

は
、
既き

存そ
ん

の
ダ
ム
の
嵩か

さ

上あ

げ
だ
。
良よ

い
実じ

つ

例れ
い

が
あ
る
。
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
夕ゆ

う

張ば
り

シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
は
、
高た

か

さ
が

６
７
．
５
ｍ
だ
っ
た
。
そ
の
高た

か

さ
を
１
１
０
．
６
ｍ
と
約や

く

１
．

６
倍ば

い

に
す
る
工こ

う

事じ

が
行お

こ
な
わ
れ
、
貯ち

ょ

水す
い

容よ
う

量り
ょ
うは
８
７
０
０
万ま

ん

立り
っ

方ぽ
う

メ
ー
ト
ル
か
ら
４
億お

く

２
７
０
０
立り

っ

方ぽ
う

メ
ー
ト
ル
へ
と
、
５

倍ば
い

近ち
か

く
に
も
な
っ
た
。

　

ダ
ム
湖こ

は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
コ
ー
ン
の
よ
う
に
、
上う

え

に
行い

く
ほ
ど
面め

ん

積せ
き

が
広ひ

ろ

が
る
の
で
、
少す

こ

し
の
ダ
ム
の
嵩か

さ

上あ

げ
が
、
大お

お

き
な
貯ち

ょ

水す
い

容よ
う

量り
ょ
う

拡か
く

大だ
い

を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

そ
の
コ
ス
ト
は
ど
う
か
。
巨き

ょ

大だ
い

ダ
ム
の
建け

ん

設せ
つ

に
は
数す

う

千せ
ん

億お
く

円え
ん

も
か
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
大だ

い

部ぶ

分ぶ
ん

は
水す

い

没ぼ
つ

す
る
村む

ら

の
補ほ

償
し
ょ
う

や
、
代だ

い

替た
い

道ど
う

路ろ

・
鉄て

つ

道ど
う

の
建け

ん

設せ
つ

費ひ

で
あ
っ
て
、
ダ
ム
本ほ

ん

体た
い

の
土ど

木ぼ
く

工こ
う

事じ

は
せ
い
ぜ
い
５
０
０
億お

く

円え
ん

程て
い

度ど

な
の
だ
。
既き

存そ
ん

の
ダ
ム

な
ら
、
ほ
と
ん
ど
ダ
ム
本ほ

ん

体た
い

の
土ど

木ぼ
く

工こ
う

事じ

の
み
で
嵩か

さ

上あ

げ
で
き

る
か
ら
、
新あ

ら

た
な
ダ
ム
建け

ん

設せ
つ

に
比く

ら

べ
て
大お

お

幅は
ば

に
安や

す

く
上あ

が
る
。

　

竹た
け

村む
ら

氏し

は
建け

ん

設せ
つ

省し
ょ
う

在ざ
い

任に
ん

中ち
ゅ
うに
、３
つ
の
ダ
ム
建け

ん

設せ
つ

に
携た

ず
さわ
っ

た
。
そ
こ
で
経け

い

験け
ん

し
た
一い

ち

番ば
ん

の
苦く

る

し
み
は
、
水す

い

没ぼ
つ

す
る
人ひ

と

々び
と

の

思お
も

い
出で

を
失う

し
な
わ
し
め
る
事こ

と

だ
っ
た
と
い
う
。
若わ

か

か
り
し
頃こ

ろ

、
ダ

ム
建け

ん

設せ
つ

現げ
ん

場ば

の
所し

ょ

長ち
ょ
うに
こ
う
言い

わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
国く

に

は
、
水す

い

没ぼ
つ

す
る
人ひ

と

々び
と

の
家か

屋お
く

や
土と

地ち

に
は
補ほ

償し
ょ
うで
き
る
。

だ
が
、
彼か

れ

ら
の
思お

も

い
出で

に
は
補ほ

償し
ょ
うで
き
な
い
。
俺お

れ

た
ち
ダ
ム

屋や

に
は
、ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
が
辛つ

ら

い
ん
だ
よ
。

[

１
， ｐ
１
２
５]

　

水す
い

没ぼ
つ

す
る
村む

ら

の
人ひ

と

々び
と

は
、
生う

ま
れ
た
家い

え

、
学ま

な

ん
だ
学が

っ

校こ
う

、

遊あ
そ

ん
だ
小お

川が
わ

、
夫ふ

う

婦ふ

で
将

し
ょ
う

来ら
い

を
誓ち

か

っ
た
神じ

ん

社じ
ゃ

、
先せ

ん

祖ぞ

を
祀ま

つ

っ

た
お
寺て

ら

な
ど
す
べ
て
を
失

う
し
な

っ
て
し
ま
う
。
建た

て

物も
の

は
別べ

つ

の
処と

こ
ろ
に

移い

設せ
つ

・
新し

ん

設せ
つ

し
て
も
、
思お

も

い
出で

の
景け

色し
き

は
失う

し
な
わ
れ
て
し
ま
う
。

多お
お

く
の
村そ

ん

民み
ん

た
ち
は
、
国く

に

の
発は

っ

展て
ん

の
た
め
に
は
電で

ん

力り
ょ
くが
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
自み

ず
か
ら
を
納な

っ

得と
く

さ
せ
て
、
思お

も

い
出で

を
失う

し
な
う
苦く

る

し
み
を
乗の

り

越こ

え
て
き
た
。

　

そ
う
い
う
犠ぎ

牲せ
い

を
払は

ら

っ
て
作つ

く

ら
れ
て
き
た
ダ
ム
だ
け
に
有ゆ

う

効こ
う

に
使つ

か

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
申も

う

し
訳わ

け

が
立た

た
な
い
。
竹た

け

村む
ら

氏し

の

主し
ゅ

張ち
ょ
うの
裏う

ら

に
は
、
損そ

ん

得と
く

計け
い

算さ
ん

だ
け
で
な
く
、
そ
う
い
う
思お

も

い
が

潜ひ
そ

ん
で
い
る
。

　

第だ
い

三さ
ん

の
手し

ゅ

段だ
ん

は
、
砂さ

防ぼ
う

ダ
ム
な
ど
我わ

が
国く

に

に
す
で
に
数か

ず

多お
お

く
あ
る
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
うダ
ム
で
発は

つ

電で
ん

に
利り

用よ
う

さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
有ゆ

う

効こ
う

活か
つ

用よ
う

す
る
こ
と
だ
。
砂さ

防ぼ
う

ダ
ム
は
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

豪ご
う

雨う

が
あ
っ
た
時と

き

に

生し
ょ
うず
る
土ど

石せ
き

流り
ゅ
うを
防ふ

せ

ぐ
た
め
の
も
の
だ
。
豪ご

う

雨う

で
山や

ま

の
土ど

砂し
ゃ

が
渓け

い

流り
ゅ
うに
流な

が

れ
込こ

み
、
凄す

さ

ま
じ
い
勢い

き
おい
の
土ど

石せ
き

流り
ゅ
うが
発は

っ

生せ
い

す

る
。
大お

お

き
な
岩い

わ

も
流な

が

し
て
し
ま
い
、
流

り
ゅ
う

域い
き

の
橋は

し

を
壊こ

わ

し
た
り
、

下か

流り
ゅ
うの
住

じ
ゅ
う

宅た
く

地ち

を
破は

壊か
い

し
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
を
防ふ

せ

ぐ
た
め
に
、
渓け

い

流り
ゅ
うに
高た

か

さ
１
０
ｍ
か
ら
３
０
ｍ

程て
い

度ど

の
小ち

い

さ
な
ダ
ム
を
い
く
つ
も
設も

う

け
て
、
土ど

石せ
き

流り
ゅ
うの

勢い
き
お

い

を
段だ

ん

階か
い

的て
き

に
抑よ

く

制せ
い

す
る
。
こ
の
ダ
ム
に
発は

つ

電で
ん

機き

を
取と

り
付つ

け
、

ダ
ム
か
ら
取し

ゅ

水す
い

し
て
回ま

わ

す
。
ダ
ム
の
高た

か

さ
が
１
０
ｍ
の
小ち

い

さ
な

砂さ

防ぼ
う

ダ
ム
で
も
平へ

い

均き
ん

２
０
０
ｋ
Ｗ
程て

い

度ど

の
電で

ん

力り
ょ
くが
簡か

ん

単た
ん

に
得え

ら
れ
る
。
農の

う

家か

の
年ね

ん

間か
ん

電で
ん

力り
ょ
く

消し
ょ
う

費ひ

量り
ょ
うは
１
軒け

ん

あ
た
り
１
ｋ

Ｗ
程て

い

度ど

な
の
で
、
２
０
０
軒け

ん

分ぶ
ん

の
電で

ん

力り
ょ
くが
ま
か
な
え
る
。
こ

れ
を
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

と
い
う
。

　

砂さ

防ぼ
う

ダ
ム
は
一ひ

とつ
の
渓け

い

流り
ゅ
うで
い
く
つ
も
存そ

ん

在ざ
い

し
、
さ
ら
に
一ひ

とつ

の
川か

わ

に
い
く
つ
か
の
渓け

い

流り
ゅ
うが
支し

流り
ゅ
うと
し
て
存そ

ん

在ざ
い

す
る
。
あ
る
川か

わ

に
５
つ
の
渓け

い

流り
ゅ
うが
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
砂さ

防ぼ
う

ダ
ム
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
合ご

う

計け
い

で
５
千せ

ん

軒け
ん

も
の
電で

ん

力り
ょ
くが
得え

ら
れ
る
。
こ
れ

な
ら
あ
る
程て

い

度ど

の
大お

お

き
さ
の
村む

ら

の
全ぜ

ん

戸こ

の
電で

ん

力り
ょ
くを
ま
か
な
え
る

規き

模ぼ

で
あ
る
。

　

環か
ん

境き
ょ
う

省し
ょ
うの
調

ち
ょ
う

査さ

で
は
、
出

し
ゅ
つ

力り
ょ
く３
万ま

ん

ｋ
Ｗ
未み

満ま
ん

の
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

を
新あ

ら

た
に
開か

い

発は
つ

可か

能の
う

な
場ば

所し
ょ

は
２
万ま

ん

カ
所し

ょ

以い

上じ
ょ
うあ

り
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
開か

い

発は
つ

す
る
と
総そ

う

電で
ん

力り
ょ
くは
１
４
０
０
万ま

ん

ｋ
Ｗ
に
上の

ぼ

る
と
試し

算さ
ん

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
１
４
０
０
万ま

ん

戸こ

分ぶ
ん

の
電で

ん

力り
ょ
くで
、
農の

う

村そ
ん

部ぶ

や
地ち

方ほ
う

の
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

都と

市し

の
電で

ん

力り
ょ
く

供
き
ょ
う

給き
ゅ
うに
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
大お

お

き
さ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
小し

ょ
う

規き

模ぼ

の
水す

い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

に
は
、
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

水す
い

路ろ

を
使つ

か

う
手て

が
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
水す

い

車し
ゃ

を
発は

つ

電で
ん

に
利り

用よ
う

す
る
と

イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
分わ

か
り
や
す
い
。
す
で
に
あ
る
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

水す
い

路ろ

か
ら
水み

ず

を
一い

ち

部ぶ

取と

り
出だ

し
、
パ
イ
プ
の
中な

か

を
流な

が

し
て
、
そ
の

下し
た

で
発は

つ

電で
ん

を
す
る
。
そ
の
後ご

、
水み

ず

は
も
と
の
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

水す
い

路ろ

の

下か

流り
ゅ
うに
戻も

ど

す
。

　

パ
イ
プ
や
発は

つ

電で
ん

機き

な
ど
の
投と

う

資し

で
、
２
０
０
ｋ
Ｗ
の
規き

模ぼ

だ
と
３
億お

く

円え
ん

ほ
ど
か
か
る
。
こ
こ
か
ら
生し

ょ
う
じ
る
電で

ん

力り
ょ
くを
電で

ん

力
り
ょ
く

会が
い

社し
ゃ

に
売う

っ
た
と
す
る
と
、
毎ま

い

年と
し

３
千ぜ

ん

万ま
ん

円え
ん

も
の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うが
得え

ら

れ
、
設せ

つ

備び

投と
う

資し

は
２
０
年ね

ん

弱じ
ゃ
くで
回か

い

収し
ゅ
う

完か
ん

了り
ょ
うし
、
そ
の
後ご

は
税ぜ

い

金き
ん

や
保ほ

全ぜ
ん

の
た
め
の
人じ

ん

件け
ん

費ひ

を
除の

ぞ

い
て
も
、
１
千せ

ん

９
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

ほ
ど
の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うに
な
る
。
村む

ら

が
事じ

業ぎ
ょ
う

主し
ゅ

体た
い

と
な
れ
ば
、
相そ

う

当と
う

の

収し
ゅ
う

入に
ゅ
う

増ぞ
う

と
な
る
。
ま
た
人じ

ん

件け
ん

費ひ

や
税ぜ

い

金き
ん

も
、
一い

ち

部ぶ

は
地ち

域い
き

に

戻も
ど

っ
て
く
る
。[

２
， 

１
２
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小
し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

の
先せ

ん

進し
ん

事じ

例れ
い

と
し
て
は
、
栃と

ち

木ぎ

県け
ん

那な

須す

塩し
お

原ば
ら

市し

が
あ
る
。
平へ

い

成せ
い

４
（
１
９
９
２
）
年ね

ん

に
３
４
０
ｋ
Ｗ
の
小

し
ょ
う

電で
ん

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

を
開か

い

始し

し
て
成せ

い

功こ
う

し
、
以い

後ご

、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
拡か

く

張ち
ょ
うし

て
、
合ご

う

計け
い

６
カ
所し

ょ

で
１
５
０
０
ｋ
Ｗ
の
発は

つ

電で
ん

が
行お

こ
な
わ
れ
て
い

る
。
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
成せ

い

功こ
う

例れ
い

と
し
て
、
全ぜ

ん

国こ
く

で
も
有ゆ

う

名め
い

と
な
り
、
見け

ん

学が
く

者し
ゃ

が
多た

数す
う

来ら
い

訪ほ
う

し
て
い
る
。

　

実じ
つ

は
、
戦せ

ん

後ご

の
復ふ

っ

興こ
う

期き

に
は
全ぜ

ん

国こ
く

的て
き

な
電で

ん

力り
ょ
く

不ぶ

足そ
く

の
た
め

に
、
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
活か

つ

躍や
く

し
て
い
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

地ち

方ほ
う

で
は
最さ

い

盛せ
い

期き

に
は
２
０
０
カ
所し

ょ

ほ
ど
で
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
行お

こ
な
わ
れ
て
い
た

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
後ご

の
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
う

期き

に
は
主お

も

に
大だ

い

都と

市し

向む

け
に
大た

い

量り
ょ
うの
発は

つ

電で
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

と
な
り
、
電で

ん

力り
ょ
く

会が
い

社し
ゃ

は
大だ

い

規き

模ぼ

ダ
ム
の
建け

ん

設せ
つ

、
さ
ら
に
は
輸ゆ

入に
ゅ
う

石せ
き

油ゆ

に
よ
る
火か

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

、

そ
し
て
原げ

ん

子し

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

に
取と

り
組く

み
、
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

は
忘わ

す

れ
去さ

ら
れ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
環か

ん

境き
ょ
う

重じ
ゅ
う

視し

の
時じ

代だ
い

と
な
っ
て
、
環か

ん

境き
ょ
うに
優や

さ

し
く
、

さ
ら
に
村む

ら

お
こ
し
に
も
役や

く

立だ

つ
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
脚き

ゃ

光っ
こ
うを
浴あ

び

始は
じ

め
て
い
る
。

　

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
い
く
ら
魅み

力り
ょ
く

的て
き

で
も
、
コ
ス
ト
が
火か

力り
ょ
くや
原げ

ん

子し

力り
ょ
くよ
り
高た

か

か
っ
た
ら
、
そ
の
し
わ
寄よ

せ
は
国こ

く

民み
ん

の
負ふ

担た
ん

に
な

る
。
こ
の
点て

ん

は
ど
う
か
？

　

政せ
い

府ふ

に
よ
っ
て
開ひ

ら

か
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環か

ん

境き
ょ
う

会か
い

議ぎ

の
コ

ス
ト
等と

う

検け
ん

証し
ょ
う

委い

員い
ん

会か
い

に
よ
れ
ば
、
２
０
１
０
年ね

ん

の
モ
デ
ル
プ

ラ
ン
ト
で
、
１
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
原げ

ん

子し

力り
ょ
く８
．
９
円え

ん

、
火か

力り
ょ
くで

最も
っ
とも
安や

す

い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液え

き

化か

天て
ん

然ね
ん

ガ
ス
）
が
１
０
．
７
円え

ん

、
一い

っ

般ぱ
ん

水す
い

力り
ょ
く１
０
．
６
円え

ん

、
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

用よ
う

太た
い

陽よ
う

光こ
う

３
０
．
１
～
４
５
．

８
円え

ん

と
な
っ
て
い
る
。

　

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

に
は
現げ

ん

在ざ
い

で
も
コ
ス
ト
競

き
ょ
う

争そ
う

力り
ょ
くが
あ
る
が
、
さ

ら
に
そ
の
大た

い

半は
ん

は
資し

本ほ
ん

費ひ

、
す
な
わ
ち
建け

ん

設せ
つ

費ひ

で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
竹た

け

村む
ら

氏し

の
提て

い

案あ
ん

に
よ
っ
て
、
ご
く
わ
ず
か
の
設せ

つ

備び

投と
う

資し

追つ
い

加か

に
よ
っ
て
、
発は

つ

電で
ん

能の
う

力り
ょ
くが
１
．
５
倍ば

い

に
な
っ
た
ら
、

コ
ス
ト
は
７
円え

ん

台だ
い

と
ダ
ン
ト
ツ
の
低て

い

コ
ス
ト
と
な
る
。

　

し
か
も
、
水す

い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

は
災さ

い

害が
い

に
強つ

よ

く
、
半は

ん

永え
い

久き
ゅ
う

的て
き

に

使つ
か

え
る
。
阪は

ん

神し
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

に
際さ

い

し
て
も
、
神こ

う

戸べ

の
布ぬ

の

引び
き

五ご

本ほ
ん

松ま
つ

ダ
ム
は
建け

ん

設せ
つ

か
ら
９
５
年ね

ん

経た

っ
て
い
た
が
、
ダ
ム
本ほ

ん

体た
い

は
ビ
ク

と
も
し
な
か
っ
た
。
明め

い

治じ

以い

降こ
う

、各か
く

地ち

で
大お

お

き
な
震し

ん

災さ
い

が
起お

こ
っ

て
い
る
が
、
全ぜ

ん

国こ
く

の
何な

ん

千ぜ
ん

と
い
う
ダ
ム
本ほ

ん

体た
い

が
壊こ

わ

れ
た
例れ

い

は
な

い
。

　

そ
の
理り

由ゆ
う

は
簡か

ん

単た
ん

だ
。
ダ
ム
は
ビ
ル
の
鉄て

っ

筋き
ん

コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
は
違ち

が

っ
て
、
鉄て

っ

筋き
ん

を
使つ

か

っ
て
い
な
い
か
ら
、
錆さ

び

の
せ
い
で
劣れ

っ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

小し
ょ
う

電で
ん

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

こ
そ
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
自し

然ぜ
ん

と
調ち

ょ
う

和わ

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

（３） ２０２０年第５４５２号 	 ３月	２１日	（土曜日）

化か

す
る
心し

ん

配ぱ
い

が
無な

い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊

か
た
ま
りは
、
天て

ん

然ね
ん

の
岩い

わ

と

同お
な

じ
な
の
だ
。
基き

礎そ

は
杭く

い

打う

ち
も
せ
ず
に
、
岩が

ん

盤ば
ん

と
一い

っ

体た
い

化か

さ

せ
て
い
る
。
し
か
も
、断だ

ん

面め
ん

は
高た

か

さ
と
底て

い

辺へ
ん

が
同お

な

じ
三さ

ん

角か
っ

形け
い

で
、

１
０
０
ｍ
の
高た

か

さ
の
ダ
ム
は
最さ

い

下か

部ぶ

の
厚あ

つ

み
は
１
０
０
ｍ
と

な
っ
て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

の
ダ
ム
は
万ま

ん

が
一い

ち
の
天て

ん

災さ
い

で
も
耐た

え
ら
れ
る
よ
う
に
、

十じ
ゅ
う

二に

分ぶ
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

を
見み

込こ

ん
だ
強

き
ょ
う

度ど

を
持も

っ
て
い
る
。
安あ

ん

易い

な

コ
ス
ト
追つ

い

求き
ゅ
うを
せ
ず
に
、
安あ

ん

全ぜ
ん

性せ
い

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
て
き
た
ダ
ム
設せ

っ

計け
い

者し
ゃ

た
ち
の
見け

ん

識し
き

の
お
陰か

げ

で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
半は

ん

永え
い

久き
ゅ
う

的て
き

に
使つ

か

え
る
ダ
ム
は
、
設せ

つ

備び

投と
う

資し

の
償

し
ょ
う

却き
ゃ
くが
終お

わ
っ
た
ら
、
原げ

ん

料り
ょ
う

費ひ

が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ
け
に
、
発は

つ

電で
ん

コ

ス
ト
も
さ
ら
に
大お

お

き
く
下さ

が
る
。
ま
さ
に
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
贈お

く

り
物も

の

な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
発は

つ

電で
ん

方ほ
う

式し
き

を
選せ

ん

択た
く

す
る
に
は
、
コ
ス
ト
だ
け
で

は
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
あ
る
。
我わ

れ

々わ
れ

の
暮く

ら
し
に
合あ

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

在あ

り
方か

た

を
考か

ん
が
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
古こ

来ら
い

か
ら
の
自し

然ぜ
ん

観か
ん

で
は
、
大だ

い

自し

然ぜ
ん

は
物ぶ

っ

質し
つ

、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生せ

い

命め
い

の
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

か
ら
な
っ
て
お
り
、
人に

ん

間げ
ん

は
そ
の

循じ
ゅ
ん

環か
ん

の
一い

ち

部ぶ

を
い
た
だ
く
事こ

と

で
生い

か
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
我わ

れ

々わ
れ

が
使つ

か

わ
せ
て
い
た
だ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

性せ
い

を
持も

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
う
考か

ん
が
え
る
と
、
火か

力り
ょ
くは
石せ

き

油ゆ

・
石せ

き

炭た
ん

・
天て

ん

然ね
ん

ガ
ス
を
掘ほ

り
出だ

す
た
め
に
、い
つ
か
は
資し

源げ
ん

を
使つ

か

い
尽つ

く
す
寿じ

ゅ

命み
ょ
うが
あ
る
。

原げ
ん

子し

力り
ょ
くは
使し

用よ
う

済ず

み
の
核か

く

廃は
い

棄き

物ぶ
つ

が
生う

み
出だ

さ
れ
、
ま
た
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

後ご

に
原げ

ん

子し

炉ろ

の
寿じ

ゅ

命み
ょ
うが
来く

る
と
、
放ほ

う

射し
ゃ

能の
う

汚お

染せ
ん

さ
れ
た

使し

用よ
う

済ず

み
施し

設せ
つ

が
残の

こ

っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
火か

力り
ょ
く、
原げ

ん

子し

力り
ょ
くは
大だ

い

自し

然ぜ
ん

の
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

性せ
い

を
阻そ

害が
い

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源げ

ん

な
の
で

あ
る
。

　
「
再さ

い

生せ
い

可か

能の
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
は
、
太た

い

陽よ
う

光こ
う

、
風ふ

う

力り
ょ
く、

潮ち
ょ
う

力り
ょ
く、
地ち

熱ね
つ

、
バ
イ
オ
マ
ス
（
木も

く

材ざ
い

、
生し

ょ
う
ゴ
ミ
な
ど
の
有ゆ

う

機き

性せ
い

資し

源げ
ん

を
燃も

や
す
）
な
ど
が
あ
る
。「
再さ

い

生せ
い

可か

能の
う

」
と
は
大だ

い

自し

然ぜ
ん

の
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

性せ
い

に
従

し
た
が
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源げ

ん

と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。

　

も
う
一ひ

と
つ
、
大だ

い

自し

然ぜ
ん

の
特と

く

徴ち
ょ
うと
し
て
「
多た

様よ
う

性せ
い

」
が
あ
る
。

自し

然ぜ
ん

は
決け

っ

し
て
一い

ち

様よ
う

で
は
な
い
。
寒か

ん

帯た
い

か
ら
熱ね

っ

帯た
い

、
山さ

ん

地ち

と
平へ

い

野や

、大た
い

陸り
く

と
島し

ま

国ぐ
に

な
ど
、土と

地ち

毎ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
様よ

う

相そ
う

を
持も

つ
。

　

雪ゆ
き

と
氷こ

お
りに
閉と

ざ
さ
れ
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
火か

山ざ
ん

が
多お

お

い
た

め
に
地ち

熱ね
つ

発は
つ

電で
ん

が
多た

用よ
う

さ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
北ほ

っ

海か
い

か
ら

強つ
よ

い
風か

ぜ

が
吹ふ

き
、
浅あ

さ

瀬せ

も
多お

お

い
の
で
海か

い

上じ
ょ
う

風ふ
う

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
適て

き

し

て
い
る
。
太た

い

陽よ
う

光こ
う

発は
つ

電で
ん

は
広こ

う

大だ
い

な
面め

ん

積せ
き

と
安あ

ん

定て
い

し
た
日に

っ

照し
ょ
うが

必ひ
つ

要よ
う

な
だ
け
に
、
砂さ

漠ば
く

地ち

帯た
い

で
使つ

か

う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　
こ
う
考か

ん
が
え
る
と
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

は
周

し
ゅ
う

囲い

を
海う

み

に
囲か

こ

ま
れ
た
山や

ま

国ぐ
に

で
、
海う

み

か
ら
た
っ
ぷ
り
水す

い

分ぶ
ん

を
含ふ

く

ん
だ
風か

ぜ

が
山や

ま

に
ぶ
つ
か
っ

て
、
大た

い

量り
ょ
うの
雨あ

め

を
降ふ

ら
せ
る
。
雨あ

め

は
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな
山や

ま

肌は
だ

を
流な

が

れ
落お

ち
て
、
川か

わ

と
な
っ
て
海う

み

に
注そ

そ

ぐ
。
そ
の
水み

ず

の
力ち

か
ら
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
す
る
水す

い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

は
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
自し

然ぜ
ん

の
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

に
適て

き

し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
は
台た

い

風ふ
う

が
大お

お

雨あ
め

を
も
た
ら
し
、
厖ぼ

う

大だ
い

な
水す

い

量り
ょ
うが
河か

川せ
ん

を
氾は

ん

濫ら
ん

さ
せ
る
。
そ
の
た
め
の
治ち

水す
い

の
機き

能の
う

を
も
っ
た
ダ
ム
で
発は

つ

電で
ん

も
行お

こ
な
う
、
と
い
う
の
が
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
自し

然ぜ
ん

に
適て

き

合ご
う

し
た
在あ

り
方か

た

で
あ
る
。

１
．
ダ
ム
を
増ふ

や
さ
ず
に

　
　
水す

い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

量り
ょ
う

を
2.3
倍ば

い

に
で
き
る

２
．
60
年ね

ん

前ま
え

に
決き

め
ら
れ
て
い
た

　
　

水す
い

位い

の
制せ

い

限げ
ん

　

も
っ
と
も
、
海う

み

に
近ち

か

い
平へ

い

野や

部ぶ

や
島と

う

嶼し
ょ

部ぶ

で
は
、
水す

い

力り
ょ
くよ
り

も
海か

い

流り
ゅ
うの
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
く
潮

ち
ょ
う

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
有ゆ

う

効こ
う

だ
ろ

う[

ａ]

。
ま
た
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
同ど

う

様よ
う

、
火か

山ざ
ん

の
多お

お

い
土と

地ち

柄が
ら

だ
け
に
、
地ち

熱ね
つ

発は
つ

電で
ん

、
あ
る
い
は
温お

ん

泉せ
ん

発は
つ

電で
ん

に
適て

き

し
た
土と

地ち

も
多お

お

い
。

　

太た
い

陽よ
う

光こ
う

発は
つ

電で
ん

は
大お

お

き
な
面め

ん

積せ
き

を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
だ
け
に
緑

り
ょ
く

地ち

を
犠ぎ

牲せ
い

に
す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
、
ま
た
台た

い

風ふ
う

に
も
弱よ

わ

い
。
風ふ

う

力
り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

も
地じ

震し
ん

や
台た

い

風ふ
う

に
弱よ

わ

い
だ
け
に
、我わ

が
国く

に

に
は
適て

き

さ
な
い
。

な
に
よ
り
も
、
太た

い

陽よ
う

光こ
う

発は
つ

電で
ん

の
黒く

ろ

い
パ
ネ
ル
や
風ふ

う

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

の

回か
い

転て
ん

翼よ
く

は
、
我わ

が
国く

に

の
美う

つ
く
し
い
景け

い

観か
ん

を
台だ

い

無な

し
に
し
て
し
ま

う
。

　

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

の
中な

か

で
も
、
大だ

い

規き

模ぼ

ダ
ム
か
ら
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

水す
い

路ろ

を
使つ

か

っ
た
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

ま
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
自し

然ぜ
ん

の
も
う
一ひ

と

つ
の
本ほ

ん

質し
つ

で
あ
る
「
分ぶ

ん

散さ
ん

性せ
い

」
の
視し

点て
ん

か
ら
考か

ん
が
え
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ

る
。

　

大だ
い

都と

市し

に
多お

お

く
の
人じ

ん

口こ
う

が
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
、
そ
の
厖ぼ

う

大だ
い

な
電で

ん

力り
ょ
く

需じ
ゅ

要よ
う

を
ま
か
な
う
た
め
に
、
遠と

お

い
水す

い

源げ
ん

地ち

に
巨き

ょ

大だ
い

な
ダ
ム
を
造つ

く

っ

て
、
長

ち
ょ
う

距き
ょ

離り

の
送そ

う

電で
ん

線せ
ん

で
電で

ん

力り
ょ
くを
送お

く

る
、
と
い
う
の
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

生せ
い

産さ
ん

と
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

消し
ょ
う

費ひ

で
あ
っ
て
、
自し

然ぜ
ん

本ほ
ん

来ら
い

の
在あ

り
方か

た

と
は
異こ

と

な
る
。
雨あ

め

は
全ぜ

ん

国こ
く

各か
く

地ち

に
降お

り
、
そ
れ
が

各か
く

地ち

で
多お

お

く
の
河か

川せ
ん

を
な
す
。
こ
の
「
分ぶ

ん

散さ
ん

性せ
い

」
こ
そ
自し

然ぜ
ん

本ほ
ん

来ら
い

の
在あ

り
方か

た

で
あ
る
。

　

水す
い

力り
ょ
くも
本ほ

ん

来ら
い

は
大だ

い

自し

然ぜ
ん

と
と
も
に
分ぶ

ん

散さ
ん

し
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
で
は
大だ

い

都と

市し

の
巨き

ょ

大だ
い

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需じ

ゅ

要よ
う

に
対た

い

応お
う

で
き
な

い
か
ら
、
大だ

い

規き

模ぼ

ダ
ム
を
造つ

く

っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
谷た

に

間ま

の
村む

ら

や
植

し
ょ
く

生せ
い

が
水す

い

没ぼ
つ

す
る
の
も
、
こ
の
人じ

ん

為い

的て
き

な
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うの
故ゆ

え

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
巨き

ょ

大だ
い

な
発は

つ

電で
ん

ダ
ム
と
は
、
自し

然ぜ
ん

の
分ぶ

ん

散さ
ん

性せ
い

に
逆さ

か

ら
っ
た
方ほ

う

式し
き

で
あ
る
、
と
言い

っ
て
良よ

い
だ
ろ

う
。

農の
う

村そ
ん

へ
の
人じ

ん

口こ
う

分ぶ
ん

散さ
ん

を
助た

す

け
る
こ
と
に
な
る
。
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

の
持も

つ
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

性せ
い

、
多た

様よ
う

性せ
い

、
分ぶ

ん

散さ
ん

性せ
い

こ
そ
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
自し

然ぜ
ん

に
適て

き

合ご
う

し
た
「
和わ

の
国く

に

」
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言い

え
よ
う
。

                                        （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

７
３
０) 

夢ゆ
め

と
希き

望ぼ
う

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
立り

っ

国こ
く

　

新し
ん

エ
ネ
ル
ギ
ー
開か

い

発は
つ

の
夢ゆ

め

と
希き

望ぼ
う

を
抱い

だ

い
て
、
様さ

ま

々ざ
ま

な

人ひ
と

々び
と

が
努ど

力り
ょ
くを
続つ

づ

け
て
い
る
。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
．
ｊ
ｏ
ｇ
－
ｎ
ｅ
ｔ
．
ｊ
ｐ
／

２
０
１
２
０
１
／
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
＿
１
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
． 

竹た
け

村む
ら

公こ
う

太た

郎ろ
う

『
水す

い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
日に

本ほ
ん

を
救す

く

う
─
今い

ま

あ
る

ダ
ム
で
年ね

ん

間か
ん

２
兆

ち
ょ
う

円え
ん

超ち
ょ
うの
電で

ん

力り
ょ
くを
増ふ

や
せ
る
』
東と

う

洋よ
う

経け
い

済ざ
い

新し
ん

報ぽ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
４
９
２
７
６
２
２
８
０
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
０
１
－
２
２
／

２
．
中な

か

島じ
ま

大ま
さ
る『
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
地ち

域い
き

を
救す

く

う
─
日に

本ほ
ん

を
明あ

か

る

く
す
る
広こ

う

大だ
い

な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
東と

う

洋よ
う

経け
い

済ざ
い

新し
ん

報ぽ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ

ｐ
／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
Ｂ

０
７
８
Ｋ
８
３
Ｍ
１
Ｘ
／

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ

０
１
－
２
２
／

３
．「
各か

く

電で
ん

源げ
ん

の
発は

つ

電で
ん

コ
ス
ト

比ひ

較か
く

と
一い

ち

覧ら
ん

」『
電で

ん

力り
ょ
く

計け
い

画か
く

．

ｃ
ｏ
ｍ
』

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｓ
ｔ
ａ
ｎ

ｄ
ａ
ｒ
ｄ
－
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ
．
ｎ
ｅ
ｔ
／
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｙ
／
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

ｓ
／
ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

３
．
高た

か

さ
1.6
倍ば

い

の
嵩か

さ

上あ

げ
で
、

　
　

貯ち
ょ

水す
い

容よ
う

量り
ょ
う

５
倍ば

い

近ち
か

く

４
．
中ち

ゅ
う

小し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

で
農の

う

村そ
ん

や

　
中ち

ゅ
う

小し
ょ
う

都と

市し

の
電で

ん

力り
ょ
く

を
ま
か
な
え
る

５
．
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

水す
い

路ろ

を
使つ

か

う
小し

ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

７
．
大だ

い

自し

然ぜ
ん

の「
循じ

ゅ
ん

環か
ん

性せ
い

」「
多た

様よ
う

性せ
い

」

　
　
に
適て

き

合ご
う

し
た
発は

つ

電で
ん

方ほ
う

式し
き

６
．
半は

ん

永え
い

久き
ゅ
う

的て
き

に
使つ

か

え
、

　
　

災さ
い

害が
い

に
も
強つ

よ

い
ダ
ム
は

　
　

先せ
ん

人じ
ん

か
ら
の
贈お

く

り
物も

の

　

た
だ
、
人じ

ん

口こ
う

分ぶ
ん

散さ
ん

に
は
長な

が

い
時じ

間か
ん

が
か
か
る
し
、
す

で
に
出で

来き

上あ

が
っ
た
ダ
ム
を
活か

つ

用よ
う

し
な
い
手て

は
な
い
の

で
、
竹た

け

村む
ら

氏し

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
「
普ふ

段だ
ん

の
水す

い

位い

を
上あ

げ
る
」

「
現げ

ん

在ざ
い

の
ダ
ム
を
嵩か

さ

上あ

げ
す
る
」
と
い
う
対た

い

策さ
く

で
発は

つ

電で
ん

能の
う

力り
ょ
くを
上あ

げ
て
、
自し

然ぜ
ん

へ
の
負ふ

担た
ん

の
多お

お

い
火か

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

を

減へ

ら
す
、
と
い
う
の
が
、
短た

ん

期き

的て
き

に
は
有ゆ

う

効こ
う

な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
な
る
。

　

し
か
し
、
中

ち
ゅ
う

長ち
ょ
う

期き

的て
き

に
は
、
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

水す
い

路ろ

を
生い

か

し
た
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

は
、
自し

然ぜ
ん

の
分ぶ

ん

散さ
ん

性せ
い

に
即そ

く

し
た
分ぶ

ん

散さ
ん

型が
た

の
発は

つ

電で
ん

方ほ
う

式し
き

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
自し

然ぜ
ん

へ
の
負ふ

荷か

も
少す

く

な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
うが
実じ

つ

現げ
ん

し
て
、

送そ
う

電で
ん

の
た
め
の
設せ

つ

備び

投と
う

資し

も
自し

然ぜ
ん

破は

壊か
い

も
少す

く

な
い
。

　
こ
の
小

し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

で
は
、
農の

う

村そ
ん

や
地ち

方ほ
う

の
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

都と

市し

程て
い

度ど

の
電で

ん

力り
ょ
く

需じ
ゅ

要よ
う

し
か
ま
か
な
え
な
い
が
、
本ほ

ん

来ら
い

、

そ
れ
を
超こ

え
た
大だ

い

都と

市し

そ
の
も
の
が
、
自し

然ぜ
ん

の
分ぶ

ん

散さ
ん

性せ
い

に
反は

ん

し
た
生い

き
方か

た

な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
大だ

い

都と

市し

に
合あ

わ
せ
て
巨き

ょ

大だ
い

ダ
ム
を
造つ

く

る
よ
り
も
、
長

ち
ょ
う

期き

的て
き

に
は
都と

市し

へ
の
人じ

ん

口こ
う

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うを
緩か

ん

和わ

し
て
、
人じ

ん

口こ
う

分ぶ
ん

散さ
ん

を

図は
か

る
方ほ

う

が
、
自し

然ぜ
ん

に
適て

き

合ご
う

し
た
生い

き
方か

た

と
な
る
。

　

小
し
ょ
う

水す
い

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

は
農の

う

村そ
ん

に
自じ

立り
つ

的て
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

与あ
た

え
、
か
つ
、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
も
た
ら
す
こ
と
で
、
都と

市し

か
ら

８
．
大だ

い

自し

然ぜ
ん

の
「
分ぶ

ん

散さ
ん

性せ
い

」

　
　
に
適て

き

合ご
う

し
た
小し

ょ
う

電で
ん

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん



　

と
う
と
う
サ
ン
パ
ウ
ロ
も
、

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
死し

者し
ゃ

が
出で

た
。
不ふ

要よ
う

不ふ

急き
ゅ
うな
用よ

う

事じ

以い

外が
い

は
、
特と

く

に
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

は
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

と
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

平へ
い

穏お
ん

無ぶ

事じ

な
時と

き

は
、「
き
ょ
う

よ
う
」「
き
ょ
う
い
く
」
の
す

す
め

　

私わ
た
し
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

で

所し
ょ

属ぞ
く

す
る
文ぶ

ん

芸げ
い

ク
ラ
ブ
の
機き

関か
ん

誌し

に
拙せ

つ

文ぶ
ん

を
投と

う

稿こ
う

し
て
い

る
。
そ
こ
に
先せ

ん

日じ
つ

、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
は「
き
ょ
う
よ
う
」と「
き
ょ

う
い
く
」
が
必ひ

っ

須す

で
あ
る
―

と
い
う
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
書か

い
た
。

　
こ
の「
き
ょ
う
よ
う
」「
き
ょ

う
い
く
」
は
「
教

き
ょ
う

養よ
う

」「
教

き
ょ
う

育い
く

」を
意い

味み

す
る
の
で
は
な
く
、

「
き
ょ
う
よ
う
＝
今き

ょ
う日
は
○

○
に
よ
う
じ
が
あ
る
」、「
き
ょ

う
い
く
＝
今き

ょ
う日
も
出で

か
け
て

い
く
と
こ
ろ
が
る
」
と
い
う

意い

味み

で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
永な

が

井い

荷か

風ふ
う

の
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。
永な

が

井い

荷か

風ふ
う

と
い

え
ば
、
大だ

い

富ふ

豪ご
う

の
御お

ん

曹ぞ
う

司し

で

慶け
い

応お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く

大だ
い

学が
く

の
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

で

も
あ
っ
た
が
、
東と

う

京き
ょ
う

下し
た

町ま
ち

を
こ
よ
な
く
愛あ

い

し
た
文ぶ

ん

豪ご
う

だ
。

『
断だ

ん

腸ち
ょ
う

亭て
い

日に
ち

乗じ
ょ
う』、『
大た

い

正
し
ょ
う

幻げ
ん

影え
い

』
は
、
つ
と
に
有ゆ

う

名め
い

で
、

当と
う

時じ

の
東と

う

京き
ょ
うの
風ふ

う

物ぶ
つ

を
知し

る

上う
え

で
貴き

重ち
ょ
うな
文ぶ

ん

献け
ん

資し

料り
ょ
うと
い

わ
れ
る
。

　

毎ま
い

日に
ち

と
い
う
ほ
ど
下し

た

町ま
ち

に

出で

か
け
て
い
た
荷か

風ふ
う

は
、
カ

バ
ン
に
、
当と

う

時じ

の
お
金か

ね

で

２
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

、
今き

ょ
う日
の
数す

う

億お
く

円え
ん

に
当あ

た
る
手て

形が
た

や
通つ

う

帳ち
ょ
うを
持も

ち
歩あ

る

い
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
も
有ゆ

う

名め
い

で
あ
る
。
今い

ま

で
い

う
と
こ
ろ
の
「
お
ひ
と
り
様さ

ま

」

生せ
い

活か
つ

を
満ま

ん

喫き
つ

し
て
い
た
か
の

よ
う
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
荷か

風ふ
う

が
７
０

歳さ
い

に
な
っ
た
昭

し
ょ
う

和わ

２
３
年ね

ん

元が
ん

日じ
つ

の
日に

っ

記き

に
は
、『
晴は

れ

。
来ら

い

訪ほ
う

者し
ゃ

な
し
。
終

し
ゅ
う

日じ
つ

家い
え

に
あ
り

…
』。
朱し

ゅ

書が

き
で

「〈
七し

ち

十じ
ゅ
うに
な
り
し　

あ
し
た

の
さ
び
し
さ
を　

誰だ
れ

に
や
告つ

げ
む　

松ま
つ

風か
ぜ

の
こ
ゑ
〉」

と
自じ

作さ
く

の
歌う

た

を
詠よ

ん
で
る
。

　

結け
っ

局き
ょ
く、
晩ば

ん

年ね
ん

は
重

じ
ゅ
う

病び
ょ
うに
悩な

や

ま
さ
れ
な
が
ら
も
独ど

っ

居き
ょ

を
続つ

づ

け
、
８
０
歳さ

い

で
の
孤こ

独ど
く

死し

で

あ
っ
た
。

　

超
ち
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

化か

社し
ゃ

会か
い

に
な
っ
た

社し
ゃ

会か
い

は
日に

本ほ
ん

だ
け
で
は
な
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
は
、

は
る
か
に
豊ゆ

た

か
で
健け

ん

康こ
う

な
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

が
多お

お

く
、
家か

族ぞ
く

に
囲か

こ

ま

れ
、
た
い
へ
ん
幸し

あ
わ
せ
な
方か

た

が

多お
お

い
と
思お

も

う
。

　

前ぜ
ん

文ぶ
ん

を
読よ

ん
だ
方か

た

々が
た

か
ら

も
、「
全ま

っ
た

く
そ
の
通と

お

り
、
私

わ
た
し

も
そ
う
し
て
い
ま
す
と
い
う

感か
ん

想そ
う

が
寄よ

せ
ら
れ
た
。
日ひ

び々

の
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な
過す

ご
し
方か

た

に
は

打う

っ
て
つ
け
の
言こ

と

葉ば

で
あ
り
、

す
ぐ
に
実じ

っ

行こ
う

に
移う

つ

し
て
楽た

の

し

め
る
と
こ
ろ
が
良よ

い
の
で
、

他ほ
か

で
も
広ひ

ろ

く
勧す

す

め
て
い
る
。

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
三さ

ん

大だ
い

疾し
っ

患か
ん

は
「
肺は

い

炎え
ん

、
骨こ

っ

折せ
つ

、
痴ち

呆ほ
う

」

　

と
こ
ろ
が
、
誰だ

れ

も
が
い
つ

も
同お

な

じ
よ
う
に
健け

ん

康こ
う

で
は
な

い
。
世よ

の
中な

か

が
安あ

ん

定て
い

し
て
平へ

い

和わ

な
状

じ
ょ
う

態た
い

が
一い

っ

変ぺ
ん

し
て
不ふ

安あ
ん

定て
い

に
な
る
事こ

と

。
昨き

の
う日
と
同お

な

じ

日ひ

は
無な

い
事こ

と

。
人に

ん

間げ
ん

社し
ゃ

会か
い

は

こ
れ
ほ
ど
脆も

ろ

い
も
の
か
を
、

今こ
ん

回か
い

の
コ
ロ
ナ
騒そ

う

動ど
う

で
実じ

っ

感か
ん

し
た
。

　
「
こ
の
騒そ

う

動ど
う

、
い
つ
ま
で
続つ

づ

く
の
だ
ろ
う
か
…
」
と
、
不ふ

安あ
ん

に
な
る
。
何な

ん

度ど

も
繰く

り
返か

え

さ
れ
る
テ
レ
ビ
報ほ

う

道ど
う

の
同お

な

じ

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
、
た
だ
じ
っ
と
座す

わ

っ

て
み
て
い
る
だ
け
で
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
良よ

い
は
ず
は
無な

い
。

こ
れ
で
は
、
数す

う

週し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
は

心し
ん

身し
ん

と
も
に
寝ね

た
き
り
に
な

る
か
も
…
。
そ
っ
ち
の
方ほ

う

が

も
っ
と
怖こ

わ

い
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
蟄ち

っ

居き
ょ

状じ
ょ
う

態た
い

を
改か

い

善ぜ
ん

す
る
方ほ

う

法ほ
う

は
無な

い
か

と
考か

ん
が
え
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
三さ

ん

大だ
い

疾し
っ

患か
ん

「
肺は

い

炎え
ん

、
骨こ

っ

折せ
つ

、
痴ち

呆ほ
う

」

に
関か

ん

す
る
多お

お

く
の
文ぶ

ん

献け
ん

を
再さ

い

読ど
く

し
た
。
そ
の
中な

か

か
ら
、
老ろ

う

人じ
ん

特と
く

有ゆ
う

の
病や

ま
い
を
拾ひ

ろ

い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
病や

ま
い
に
罹か

か

ら
な
い
よ
う

に
、
自じ

分ぶ
ん

に
合あ

う
方ほ

う

法ほ
う

で
改か

い

善ぜ
ん

す
る
こ
と
を
考こ

う

察さ
つ

し
た
。

　

今い
ま

、
思お

も

い
が
け
な
く
も
、

ゆ
っ
く
り
家い

え

で
過す

ご
す
時じ

間か
ん

が
で
き
た
。
だ
か
ら
、
コ

ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

の
こ
と
に
つ
い
て

も
、
正た

だ

し
い
知ち

識し
き

に
基も

と

づ
い

て
、「
正た

だ

し
く
怖こ

わ

が
る
」
こ
と

を
知し

り
た
い
と
思お

も
っ
た
の
で
あ

る
。

「
肺は

い

炎え
ん

と
ウ
ツ
は
老ろ

う

人じ
ん

の
友と

も

」

　
「『
肺は

い

炎え
ん

は
老ろ

う

人じ
ん

の
友と

も

』
と

は
、
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

の
ウ
イ
リ

ア
ム
・
オ
ス
ラ
ー
、
内な

い

科か

医い

の
始し

祖そ

。
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

キ
ン
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
「
ビ
ッ
グ
・

フ
ォ
ー
」
と
呼よ

ば
れ
た
医い

師し

た
ち
の
一ひ

と

人り

」
の
言こ

と

葉ば

で
あ

る
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
「
肺は

い

炎え
ん

」

と
は
何な

に

か
。

　

肺は
い

炎え
ん

の
原げ

ん

因い
ん

は
細さ

い

菌き
ん

感か
ん

染せ
ん

で
あ
る
。
感か

ん

染せ
ん

と
は
他た

者し
ゃ

（
動ど

う

物ぶ
つ

、
人ひ

と

）
か
ら
病

び
ょ
う

原げ
ん

体た
い

を
受う

け
る
こ
と
で
あ
り
、
新し

ん

コ
ロ
ナ
も
同お

な

じ
。
他た

者し
ゃ

が
原げ

ん

因い
ん

と
な
る
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うで
あ
る
が
、

老ろ
う

人じ
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

の
特と

く

徴ち
ょ
うは
、
自じ

分ぶ
ん

が
感か

ん

染せ
ん

源げ
ん

と
な
る
場ば

合あ
い

が

多お
お

い
。

　

唾だ

液え
き

や
飲い

ん

食し
ょ
く

物ぶ
つ

、
食

し
ょ
く

道ど
う

ま
で
逆

ぎ
ゃ
く

流り
ゅ
うし
た
胃い

液え
き

を
器き

官か
ん

に
誤

あ
や
ま

っ
て
飲の

み
込こ

む
こ
と

（
誤ご

嚥え
ん

）
に
よ
っ
て
、
そ
の

中な
か

の
細さ

い

菌き
ん

に
よ
っ
て
肺は

い

炎え
ん

を

起お

こ
す
こ
と
が
多お

お

い
。
こ
れ

が
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

で
あ
る
。

　

こ
の
誤ご

嚥え
ん

が
生し

ょ
う
じ
な
い
よ

う
に
、
人に

ん

間げ
ん

の
身し

ん

体た
い

は
精せ

い

巧こ
う

な
防ぼ

う

御ぎ
ょ

器き

官か
ん

が
働は

た
らい
て
い
る
。

ま
ず
口く

ち

の
中な

か

の
も
の
が
、
喉の

ど

の
奥お

く

で
食

し
ょ
く

道ど
う

と
気き

管か
ん

に
分わ

か

れ
る
手て

前ま
え

に
達た

っ

す
る
と
、
自じ

動ど
う

的て
き

に
そ
れ
を
ゴ
ク
ン
と
飲の

み
込こ

ん
で
、
物も

の

は
食

し
ょ
く

道ど
う

だ
け

に
送お

く

ら
れ
る
。
こ
れ
が
嚥え

ん

下げ

反は
ん

射し
ゃ

で
あ
る
。

　

万ま
ん

が
一い

ち
、
物も

の

が
気き

管か
ん

に
詰つ

ま
っ
て
も
、
激は

げ

し
い
咳せ

き

が
始は

じ

ま
っ
て
そ
れ
を
除じ

ょ

去き
ょ

し
て
く

れ
る
。
こ
の
二に

重じ
ゅ
うの
防ぼ

う

衛え
い

反は
ん

応の
う

に
よ
っ
て
守ま

も

ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
脳の

う

血け
っ

管か
ん

疾し
っ

患か
ん

な
ど
の

人ひ
と

は
、
こ
れ
ら
の
反は

ん

射し
ゃ

が
遅お

そ

い
と
危き

険け
ん

に
な
り
、
日に

ち

常じ
ょ
うの

生せ
い

活か
つ

に
い
ろ
い
ろ
な
不ふ

自じ

由ゆ
う

が
出で

て
く
る
。

　

そ
れ
で
は
そ
の
予よ

防ぼ
う

は
？

と
い
う
と
、
最も

っ
と
も
推す

い

奨し
ょ
うさ
れ

て
い
る
の
が
、「
口こ

う

腔く
う

ケ
ア
」

だ
。
口く

ち

の
中な

か

の
細さ

い

菌き
ん

を
で
き

る
だ
け
減へ

ら
す
こ
と
。
歯は

ブ

ラ
シ
で
、
歯は

だ
け
で
な
く
、

歯は

茎ぐ
き

、
舌し

た

、
口く

ち

の
中な

か

全ぜ
ん

体た
い

の

感か
ん

覚か
く

神し
ん

経け
い

を
刺し

激げ
き

す
る
よ
う

に
す
る
。

　

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
な
ど
で
は
、

肺は
い

炎え
ん

予よ

防ぼ
う

に
こ
の
取と

り
組く

み

が
盛さ

か

ん
に
行お

こ
な
わ
れ
て
い
る
と

い
う
。

骨こ
っ

折せ
つ

の
怖こ

わ

さ

　

軽か
る

い
運う

ん

動ど
う

な
ど
、
身し

ん

体た
い

を

動う
ご

か
さ
な
い
と
何な

に

が
起お

き
る

か
。
医い

学が
く

用よ
う

語ご

で
い
う
と
こ

ろ
の
「
廃は

い

用よ
う

」
と
い
う
問も

ん

題だ
い

が
起お

き
る
。

　

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
う
と
、
手て

足あ
し

の
骨ほ

ね

を

折お

っ
た
と
き
に
、
そ
の
部ぶ

位い

を
ギ
ブ
ス
で
固こ

定て
い

す
る
。
骨ほ

ね

が
繋つ

な

が
っ
て
ギ
ブ
ス
を
外は

ず

す

と
、
そ
の
部ぶ

位い

（
手て

や
足あ

し

）

が
極

き
ょ
く

端た
ん

に
細ほ

そ

く
な
っ
て
い
る
の

に
気き

づ
く
。
こ
れ
が
廃は

い

用よ
う

性せ
い

筋き
ん

萎い

縮し
ゅ
く、
筋き

ん

肉に
く

が
減へ

る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
手て

足あ
し

の
場ば

合あ
い

で
あ

る
が
、
そ
れ
で
は
全ぜ

ん

身し
ん

を
使つ

か

わ
な
い
と
ど
う
い
う
こ
と
が

起お

き
る
の
か
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
実じ

っ

験け
ん

報ほ
う

告こ
く

に
よ
る
と
、
２
０
歳さ

い

の
健け

ん

康こ
う

な
大だ

い

学が
く

生せ
い

５
人に

ん

を
２
０
日か

間か
ん

「
寝ね

た
き
り
」
に
し
た
。
ベ
ッ

ド
で
横よ

こ

に
な
る
だ
け
の
実じ

っ

験け
ん

で
あ
る
。
そ
の
結け

っ

果か

、
心し

ん

臓ぞ
う

が
１
１
％
縮し

ゅ
く

小し
ょ
うし
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、
安あ

ん

静せ
い

に
し
て

い
る
た
め
、
心し

ん

臓ぞ
う

の
筋き

ん

肉に
く

も

最さ
い

低て
い

限げ
ん

の
動う

ご

き
し
か
し
な
い
。

だ
か
ら
心し

ん

筋き
ん

は
収

し
ゅ
う

縮し
ゅ
くし
、
心し

ん

臓ぞ
う

が
一い

っ

回か
い

の
拍は

く

動ど
う

で
送お

く

り
出だ

パソコンを楽
たの

しむ高
こう

齢
れい

者
しゃ

（フリー素
そ

材
ざい

のぱくたそ）

お
爺じ

い

さ
ん
に
布ふ

団と
ん

を
か
ぶ
せ
る
介か

い

護ご

士し

の
女じ

ょ

性せ
い

（
フ
リ
ー
素そ

材ざ
い

の
ぱ
く
た
そ
）

カラオケを娘
むすめ

と楽
たの

しむ高
こう

齢
れい

女
じょ

性
せい

（フリー写
しゃ

真
しん

素
そ

材
ざい

【写
しゃ

真
しん

AC】）

る
。
関か

ん

節せ
つ

は
固か

た

ま
り
動う

ご

か
す

こ
と
が
不ふ

自じ

由ゆ
う

に
な
る
。
こ

れ
を
「
拘こ

う

縮し
ゅ
く」
と
い
う
。

　

例た
と

え
ば
２
カ
月げ

つ

も
続つ

づ

く

と
、
こ
の
拘こ

う

縮し
ゅ
くは
治な

お

せ
な
く

な
る
。
骨こ

つ

量り
ょ
うは
２
割わ

り

以い

上じ
ょ
うも

減げ
ん

少し
ょ
うし
て
骨こ

つ

粗そ

し
ょ
う
症し

ょ
う
に

な
る
。
だ
ら
だ
ら
と
過す

ご
し
、

す
ぐ
横よ

こ

に
な
っ
て
テ
レ
ビ
を

見み

る
、
立た

っ
て
い
て
も
す
ぐ
に

何な
に

か
に
も
た
れ
よ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
衰お

と
ろ
え
を
自じ

覚か
く

す

る
と
、
や
る
気き

を
失

う
し
な

っ
て
く

る
。
こ
れ
が
廃は

い

用よ
う

に
よ
る
、

運う
ん

動ど
う

機き

能の
う

の
低て

い

下か

で
、「
老ろ

う

化か

と
廃は

い

用よ
う

の
悪あ

く

循じ
ゅ
ん

環か
ん

」
引ひ

き

起お

こ
し
、
寝ね

た
き
り
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

危き

機き

で
も
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

は
自じ

宅た
く

に
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
が
推す

い

奨し
ょ
うさ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
ま
っ
た
く
体か

ら
だ

を
動う

ご

か
さ
な
い
と
、
筋き

ん

力り
ょ
くが
低て

い

下か

し
て
し
ま
う
の
で
要よ

う

注ち
ゅ
う

意い

だ
。
他ほ

か

の
人ひ

と

と
の
距き

ょ

離り

を
２
、

疫え
き

病び
ょ
う

終し
ゅ
う

息そ
く

ま
で
の
過す

ご
し
方か

た

、
心こ

こ
ろ

構が
ま

え

老ろ

う

人じ

ん

特と

く

有ゆ

う

の
病や

ま
い

の
対た

い

処し

ょ

法ほ

う

と
は

聖せ
い

市し

ビ
ラ
・
カ
ロ
ン
在ざ

い

住じ
ゅ
う

　
毛も

う

利り

　
律り

つ

子こ

３
メ
ー
ト
ル
お
き
な
が
ら
、

毎ま
い

日に
ち

散さ
ん

歩ぽ

に
出で

て
２
０
分ぷ

ん

、

３
０
分ぷ

ん

ほ
ど
全ぜ

ん

身し
ん

を
動う

ご

か
す

こ
と
は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
。

　

も
し
く
は
、
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

令れ
い

な
ど
が
出で

て
外が

い

出し
ゅ
つを
控ひ

か

え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場ば

合あ
い

は
、

家い
え

の
中な

か

で
身か

ら

体だ

を
動う

ご

か
す
、

自じ

分ぶ
ん

な
り
の
方ほ

う

法ほ
う

を
見み

い
だ

す
し
か
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
階か

い

段だ
ん

が
あ
る

場ば

合あ
い

は
「
ゆ
っ
く
り
○
○
往お

う

復ふ
く

、
二に

段だ
ん

上の
ぼ

り
」「
つ
ま
先さ

き

立だ

ち
歩あ

る

き
。
後う

し

ろ
歩あ

る

き
○
○

回か
い

」、
姿し

勢せ
い

を
正た

だ

し
て
の
呼こ

吸き
ゅ
う

法ほ
う

、
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ク
シ
ン

グ
、
な
ど
な
ど
。
家か

族ぞ
く

の
迷め

い

惑わ
く

に
な
ら
な
い
よ
う
に
工く

夫ふ
う

し
、
毎ま

い

回か
い

の
成せ

い

果か

の
点て

ん

数す
う

を

付つ

け
て
記き

録ろ
く

す
る
。

　

今い
ま

ま
で
棚た

な

上あ

げ
に
し
て
き

た
終

し
ゅ
う

活か
つ

の
整せ

い

理り

整せ
い

頓と
ん

な
ど

に
、
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に
取と

り
組く

む
の

も
よ
し
。
家い

え

中じ
ゅ
うの
掃そ

う

除じ

な
ど

は
、
大た

い

変へ
ん

な
運う

ん

動ど
う

に
繋つ

な

が

り
、
掃そ

う

除じ

の
後あ

と

の
き
れ
い
さ
っ

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

友と
も

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

も
身み

近ぢ
か

に

な
っ
た
。
と
い
う
の
は
「
ウ
ツ

は
万ま

ん

病び
ょ
うの
も
と
」
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。

（
１
）
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
ウ
ツ
は
、
気き

分ぶ
ん

・
感か

ん

情じ
ょ
うに
出で

る
よ
り
、
身し

ん

体た
い

症し
ょ
う

状じ
ょ
う（
体か

ら
だの
不ふ

調ち
ょ
うや
痛い

た

み
）

な
ど
に
表あ

ら
わ
れ
る
。
検け

ん

査さ

の
結け

っ

果か

は
全す

べ

て
正せ

い

常じ
ょ
うで
も
、
実じ

つ

は

「
ウ
ツ
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。

（
２
）
言こ

と

葉ば

や
行こ

う

動ど
う

の
反は

ん

応の
う

が
鈍に

ぶ

く
な
り
、
無む

気き

力り
ょ
くな
状

じ
ょ
う

態た
い

を
示し

め

す
こ
と
が
多お

お

く
な
る
。

（
３
）
心し

ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

や
脳の

う

血け
っ

管か
ん

疾し
っ

患か
ん

は
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
多お

お

く
、
そ

の
よ
う
な
大た

い

病び
ょ
うの
後あ

と

に
鬱う

つ

状
じ
ょ
う

態た
い

が
起お

こ
り
、
予よ

後ご

を
も
悪あ

っ

化か

さ
せ
る
心し

ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

、
骨こ

つ

粗そ

し
ょ
う
症し

ょ
う
な
ど
も
、
全ぜ

ん

身し
ん

の

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
崩く

ず

れ
、

免め
ん

疫え
き

の
調

ち
ょ
う

整せ
い

機き

能の
う

に
悪あ

く

影え
い

響
き
ょ
う

が
生し

ょ
う

じ
る
。
そ
れ
に
伴と

も
な
い
、

運う
ん

動ど
う

不ぶ

足そ
く

や
精せ

い

神し
ん

面め
ん

で
の
刺し

激げ
き

不ぶ

足そ
く

が
、
す
ぐ
に
横よ

こ

に
な

る
と
い
っ
た
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

に
繋つ

な

が
り
、「
寝ね

た
き
り
」
要よ

う

介か
い

護ご

の
引ひ

き
金が

ね

に
な
る
。

　

ウ
ツ
の
予よ

防ぼ
う

・
改か

い

善ぜ
ん

は
知ち

的て
き

好こ
う

奇き

心し
ん

が
最も

っ
と
も
良よ

い
と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　

知ち

的て
き

活か
つ

動ど
う

と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
自じ

分ぶ
ん

が

読よ

ま
な
か
っ
た
分ぶ

ん

野や

の

本ほ
ん

、
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
歴れ

き

史し

書し
ょ

、
古こ

典て
ん

文ぶ
ん

学が
く

、
美び

術じ
ゅ
つ

書し
ょ

、

哲て
つ

学が
く

な
ど
の
読ど

く

書し
ょ

に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
、

絵え

を
描か

く
、
楽が

っ

器き

演え
ん

奏そ
う

の
独ど

く

学が
く

を
始は

じ

め
る
、
な
ど
な
ど
だ
。

　

ｉ
パ
ッ
ド
や
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

の

ア
プ
リ
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
動ど

う

画が

な
ど
を
楽た

の

し
む
こ
と
も
良よ

い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
聞き

き
流な

が

す
だ
け

で
な
く
、
疑ぎ

問も
ん

に
思お

も

っ
た
点て

ん

な
ど
は
、
一い

ち

時じ

停て
い

止し

に
し
て

書か

き
留と

め
る
こ
と
も
良よ

い
と

言い

わ
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
テ
レ
ビ
や
動ど

う

画が

な
ど
、
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
流な

が

れ
て
く

る
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
受う

け
る
だ
け
で
は
、

前ぜ
ん

頭と
う

葉よ
う

を
刺し

激げ
き

せ
ず
、
ま
た

同お
な

じ
姿し

勢せ
い

を
ず
っ
と
続つ

づ

け
る

こ
と
で
、
周ま

わ

り
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

判は
ん

断だ
ん

な
ど
も
鈍に

ぶ
っ
て
く
る
こ
と
に
な

る
。

　

落ら
く

語ご

や
お
笑わ

ら

い
番ば

ん

組ぐ
み

を
た

く
さ
ん
見み

て
、
大お

お

声ご
え

で
笑わ

ら

う
。

誰だ
れ

に
も
邪じ

ゃ

魔ま

さ
れ
ず
、
笑わ

ら

い

転こ
ろ

げ
る
の
も
気き

分ぶ
ん

転て
ん

換か
ん

と
な

り
、
健け

ん

康こ
う

に
も
と
て
も
良よ

い

ら
し
い
。
家か

族ぞ
く

も
そ
れ
に
付つ

き
合あ

う
と
、
な
お
良よ

い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
上あ

げ
て
み
る
と
、

狭せ
ま

い
我わ

が
家や

で
も
で
き
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
お
付つ

き
合あ

い
も
大た

い

切せ
つ

で
あ
る
が
、

一い
っ

家か

団だ
ん

欒ら
ん

を
見み

直な
お

し
、
あ
る

い
は
独ひ

と

り
住す

ま
い
の
遠え

ん

慮り
ょ

な

い
時じ

間か
ん

の
楽た

の

し
み
方か

た

を
満ま

ん

喫き
つ

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
知ち

的て
き

活か
つ

動ど
う

の
頻ひ

ん

度ど

の
高た

か

さ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

特と
く

有ゆ
う

の
病

び
ょ
う

気き

の
発は

っ

症
し
ょ
う

率り
つ

を
低て

い

下か

さ
せ
、
精せ

い

神し
ん

的て
き

活か
つ

動ど
う

を
取と

り
入い

れ
る
こ
と
が
、

脳の
う

の
認に

ん

知ち

機き

能の
う

、
予よ

備び

機き

能の
う

の
維い

持じ

・
増ぞ

う

加か

に
役や

く

立だ

っ
て
い

る
こ
と
が
認み

と

め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
自じ

分ぶ
ん

の
身み

は
自じ

分ぶ
ん

で
守ま

も

る
」
―
こ
の
鉄て

っ

則そ
く

を
貫つ

ら
ぬ
く
強つ

よ

い
決け

っ

心し
ん

を
以も

っ
て
、
健け

ん

康こ
う

管か
ん

理り

の
プ
ラ
ン
作づ

く

り
を
楽た

の

し
む

の
も
良よ

い
精せ

い

神し
ん

衛え
い

生せ
い

と
な
ろ

う
。

　
お
茶ち

ゃ

の
効こ

う

用よ
う

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
お
茶ち

ゃ

好ず

き
が

多お
お

い
。
コ
ー
ヒ
ー
、
紅こ

う

茶ち
ゃ

も

美お

味い

し
い
が
、
時と

き

々ど
き

、
ゆ
っ

く
り
入い

れ
た
お
茶ち

ゃ

を
飲の

む
の

は
、
と
て
も
気き

持も

ち
が
落お

ち
着つ

く
の
で
あ
る
。
家か

族ぞ
く

が

集あ
つ

ま
っ
て
お
茶ち

ゃ

を
飲の

む
。
他た

人に
ん

の
家い

え

を
訪た

ず

ね
て
お
茶ち

ゃ

を

御ご

馳ち

走そ
う

に
な
る
。
何な

に

か
に
つ

け
て
機き

会か
い

を
作つ

く

っ
て
は
「
お

茶ち
ゃ

し
よ
う
…
」
は
、
上

じ
ょ
う

手ず

な
交こ

う

際さ
い

の
潤

じ
ゅ
ん

滑か
つ

油ゆ

と
な
り
、

そ
の
よ
う
に
楽た

の

し
ん
で
い
る

人ひ
と

に
不ふ

健け
ん

康こ
う

な
人ひ

と

は
い
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

今い
ま

の
よ
う
に
家い

え

に
い
る
時じ

間か
ん

が
多お

お

く
な
る
と
、
家か

族ぞ
く

で
、

特と
く

別べ
つ

美お

味い

し
い
お
茶ち

ゃ

を
選え

ら

ん

で
飲の

む
。
昔

む
か
し

話ば
な
しに
花は

な

が
咲さ

き
、

こ
れ
か
ら
の
生せ

い

活か
つ

の
こ
と
も

前ま
え

向む

き
に
話は

な

し
合あ

う
。
遠え

ん

慮り
ょ

な
く
、
政せ

い

治じ

家か

の
悪わ

る

口く
ち

や
日に

ち

常じ
ょ
う

茶さ

飯は
ん

事じ

の
井い

戸ど

端ば
た

会か
い

議ぎ

を
楽た

の

し
み
、
そ
の
都つ

度ど

、
飲の

み
物も

の

を
変か

え
る
の
も
良よ

い
か

も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
時じ

間か
ん

の
過す

ご

し
方か

た

は
、「
老お

い
を
遅お

く

ら
せ

る
」。

　

老お

い
と
い
う
こ
と
は
、
外そ

と

向む

き
に
は
「
五ご

体た
い

満ま
ん

足ぞ
く

」
で

健け
ん

康こ
う

そ
の
も
の
に
見み

え
な
が

ら
、
一ひ

と

人り

に
な
る
と
無む

気き

力
り
ょ
く

に
な
り
怒お

こ

り
っ
ぽ
く
な
る
。

何な
に

も
す
る
こ
と
が
無な

い
、
と

い
う
人ひ

と

も
多お

お

い
。

　

半は
ん

面め
ん

、病
び
ょ
う

気き

や
障

し
ょ
う

害が
い

が
あ
っ

て
も
、
実じ

つ

に
イ
キ
イ
キ
と
し

て
活か

つ

力り
ょ
くに
満み

ち
、
常つ

ね

に
前ま

え

向む

き
に
自じ

己こ

実じ
つ

現げ
ん

を
果は

た
し
て

い
る
人ひ

と

も
い
る
。

　

こ
の
「
老お

い
」
の
正

し
ょ
う

体た
い

は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

健け
ん

康こ
う

に
つ
い
て
書か

か
れ
た

多お
お

く
の
本ほ

ん

を
要よ

う

約や
く

す
る
と
、

「
老お

い
」
と
は
、「
自じ

分ぶ
ん

が
抱い

だ

く
自じ

身し
ん

の
イ
メ
ー
ジ
を
常つ

ね

に

修し
ゅ
う

正せ
い

す
る
こ
と
が
求も

と

め
ら
れ

る
過か

程て
い

」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
、
昨き

の
う日
ま
で
の
自じ

分ぶ
ん

と
は

違ち
が

う
、
老お

い
ゆ
く
自じ

分ぶ
ん

が
こ

こ
に
い
る
。「
で
き
た
は
ず
の

こ
と
」
と
、
実じ

っ

際さ
い

「
で
き
る
」

こ
と
と
は
違ち

が

う
。
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
ど
の
よ
う
に
修

し
ゅ
う

正せ
い

す
る

か
。

　

若わ
か

い
時と

き

の
よ
う
に
な
ん
で

も
こ
な
せ
な
い
が
、
熟

じ
ゅ
く

練れ
ん

し

た
味あ

じ

わ
い
が
出だ

せ
る
。
少す

こ

し

は
人じ

ん

生せ
い

が
分わ

か
っ
て
き
た
よ

う
だ
と
、
自じ

信し
ん

を
持も

っ
て
次じ

世せ

代だ
い

に
語か

た

ろ
う
、
教お

し

え
よ
う
、

書か

き
残の

こ

そ
う
、
と
い
う
こ
と

に
取と

り
組く

め
る
。

　

そ
の
取と

り
組く

み
の
間あ

い
だ
に
考

か
ん
が

え
る
こ
と
は
、
生う

ま
れ
て
き

た
こ
と
、
今い

ま

ま
で
生い

き
て
き

た
意い

味み

、
人じ

ん

生せ
い

の
最さ

い

期ご

の

日ひ

び々

に
何な

に

が
で
き
る
か
、
人に

ん

間げ
ん

の
根こ

ん

源げ
ん

的て
き

な
意い

味み

を
考か

ん
が
え

る
時と

き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

若わ
か

か
り
し
頃こ

ろ

の
自じ

分ぶ
ん

と
比く

ら

べ
て
、
不ふ

自じ

由ゆ
う

に
な
っ
た
自じ

分ぶ
ん

を
「
年と

し

の
セ
イ
だ
」「
で
き

な
く
て
当あ

た
り
前ま

え

、
老ろ

う

人じ
ん

な

ん
だ
か
ら
」
と
不ふ

愉ゆ

快か
い

に
な

る
の
で
は
な
く
、
年と

し

を
取と

っ

た
ら
、
常つ

ね

に
自じ

分ぶ
ん

か
ら
進す

す

ん

で
「
ご
機き

嫌げ
ん

」
な
自じ

分ぶ
ん

を
作つ

く

る
よ
う
に
心こ

こ
ろが
け
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
人に

ん

間げ
ん

に
は
、

悲か
な

し
み
も
苦く

る

し
み
も
抱か

か

え
る

こ
と
は
、
生い

き
て
い
く
う
え

で
必ひ

つ

要よ
う

な
こ
と
で
あ
る
。

名め
い

言げ
ん

か
ら
「
老お

い
」
を
学ま

な

ぶ

　

往お
う

年ね
ん

の
女じ

ょ

優ゆ
う

八や

千ち

草ぐ
さ

薫
か
お
る

さ
ん
は
、「
健け

ん

康こ
う

な
長な

が

生い

き

人じ
ん

生せ
い

の
秘ひ

訣け
つ

」
と
い
う
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答こ

た

え
て
、「
い
つ

も
楽た

の

し
く
を
心こ

こ
ろ
が
け
て
い
る
」

と
に
こ
や
か
に
述の

べ
て
い
た
。

　

貝か
い

原ば
ら

益え
っ

軒け
ん

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に

言い

う
。「
老ろ

う

後ご

の
一い

ち

日に
ち

楽た
の

し
ま

ず
し
て
、
虚む

な

し
く
過す

ご
す
は

惜お

し
む
べ
し
。
老ろ

う

後ご

の
一い

ち

日に
ち

、

千せ
ん

金き
ん

に
値あ

た
い
す
べ
し
」

　

フ
ラ
ン
ス
系け

い

ア
メ
リ
カ
人じ

ん

の
微び

生せ
い

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

で
医い

学が
く

思し

想そ
う

家か

の
ル
ネ
・
デ
ュ
ポ
ス
は
、

「
人に

ん

間げ
ん

が
求も

と

め
る
健け

ん

康こ
う

と
は

単た
ん

に
身し

ん

体た
い

的て
き

な
活か

つ

力り
ょ
くと
健け

ん

康こ
う

観か
ん

に
満み

ち
た
状

じ
ょ
う

態た
い

と
は
限か

ぎ

ら

な
い
し
、
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

を
全ま

っ
と
う
す
る

と
い
う
こ
と
で
も
な
く
、
そ

れ
は
人じ

ん

生せ
い

の
理り

想そ
う

や
目も

く

的て
き

を

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
る
た
め
に
最も

っ
と
も
適て

き

し

た
心し

ん

身し
ん

の
状

じ
ょ
う

態た
い

で
あ
る
」

　

日ひ

頃ご
ろ

、
喧け

ん

騒そ
う

の
中な

か

で
、
な

か
な
か
名め

い

言げ
ん

・
名め

い

句く

や
古こ

典て
ん

を
紐ひ

も

解と

く
こ
と
は
難む

ず
か

し
い
。

だ
が
こ
の
際さ

い

に
、
こ
の
よ
う

な
楽た

の

し
み
を
見み

つ
け
る
こ
と

も
良よ

い
の
で
は
な
い
か
と
、
つ

ら
つ
ら
考か

ん
が
え
て
み
た
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
エ
ク
レ
ア
で
も
？
（
フ
リ
ー
素そ

材ざ
い

の
ぱ
く
た
そ
）

す
血け

つ

液え
き

の
量り

ょ
う
は

２
４
％
低て

い

下か

。

呼こ

気き

（
吐は

い
た

空く
う

気き

）
と
吸

き
ゅ
う

気き

（
吸す

う
空く

う

気き

）

の
最さ

い

大だ
い

酸さ
ん

素そ

摂せ
っ

取し
ゅ

量り
ょ
うは
２
７
％

に
減へ

る
、
と
い

う
結け

っ

果か

に
な
っ

た
。
こ
の
た
っ

た
２
０
日か

間か
ん

の

影え
い

響き
ょ
うか
ら
、
健け

ん

全ぜ
ん

な
状

じ
ょ
う

態た
い

に
取と

り
戻も

ど

す
の
に
５

週し
ゅ
う

間か
ん

か
か
っ

た
と
い
う
報ほ

う

告こ
く

だ
。

　

こ
れ
は
若わ

か

い

健け
ん

康こ
う

な
男だ

ん

性せ
い

の

場ば

合あ
い

で
あ
り
、

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
影え

い

響き
ょ
うは
も
っ
と
深し

ん

刻こ
く

に
な
る
。

　

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

が
筋き

ん

肉に
く

を
全ま

っ
た
く
動う

ご

か

さ
な
い
と
、
ひ

と
月つ

き

で
半は

ん

減げ
ん

す

ぱ
り
、
清せ

い

潔け
つ

に
な
っ
た
状

じ
ょ
う

態た
い

は
、
精せ

い

神し
ん

的て
き

に
非ひ

常じ
ょ
うに
効こ

う

果か

的て
き

だ
そ
う

だ
。

　

健け
ん

康こ
う

管か
ん

理り

は
全す

べ

て
自じ

己こ

責せ
き

任に
ん

で
あ
る

か
ら
、
家か

族ぞ
く

に
心し

ん

配ぱ
い

を
か

け
な
い
よ
う

に
く
れ
ぐ
れ

も
無む

理り

を
せ

ず
、
転て

ん

倒と
う

し

な
い
よ
う
に

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

注ち
ゅ
う

意い

す
る
こ
と
は
、

言い

う
ま
で
も

な
い
。

　
老ろ

う

人じ
ん

性せ
い

ウ

ツ
と
は

　
「
肺は

い

炎え
ん

は
老ろ

う

人じ
ん

の
友と

も

」
だ

け
で
な
く
、

今き
ょ
う日
で
は
「
ウ

ツ
は
老ろ

う

人じ
ん

の

（４）２０２０年 第５４５２号	 ３月	２１日	（土曜日）
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Vítimas do ataque 
a gás sarin de 1995 
em metrô de Tóquio são 
relembradas

Tocha olímpica chega ao Japão 
procedente da Grécia

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Relembradas (20/03/2020)

Tokyo 2020 (20/03/2020)

Nesta sexta-feira, 20 de 
março, completam-se 25 
anos desde o ataque mortal 
a gás sarin realizado no sis-
tema de metrô de Tóquio 
pela seita Aum Shinrikyo.
Membros da seita lança-
ram o agente neurotóxico 
dentro de trens lotados na 
hora do “rush” da manhã 
de três linhas, na parte cen-
tral de Tóquio, no dia 20 
de março de 1995. Catorze 
pessoas morreram e cerca 
de 6.300 outras sofreram 
danos.
Na estação do metrô de 

A tocha olímpica dos Jo-
gos Olímpicos de Tóquio 
de 2020 chegou ao Japão 
procedente da Grécia.
Um avião de transporte es-
pecial carregando a tocha 
aterrissou na base de Mat-

Kasumigaseki, uma das es-
tações alvejadas, funcioná-
rios dedicaram um minuto 
de silêncio em homenagem 
às vítimas às 8h00, pratica-
mente a hora exata em que 
os ataques foram conduzi-
dos 25 anos atrás.
Sobreviventes e familia-
res das pessoas falecidas 
depositaram flores em um 
altar instalado dentro da 
estação.
Treze membros da Aum 
Shinrikyo foram conside-
rados culpados e conde-
nados à morte por crimes 

sushima da Força Aérea 
de Autodefesa do Japão, 
na província de Miyagi, 
região nordeste do país, 
um pouco depois das 9h30 
desta sexta-feira.
A tocha olímpica foi acesa 

cometidos pela seita, in-
cluindo o seu líder Shoko 
Asahara, cujo nome real é 
Chizuo Matsumoto. Todos 
eles foram executados em 
2018.
Shizue Takahashi, cujo 
marido era assistente do 
chefe da estação de Kasu-
migaseki, e que faleceu no 
ataque, disse que passou 
estes 25 anos imaginando 
que seu marido estava ao 
seu lado.
Ela também exortou os jo-
vens a não se envolverem 
com os sucessores da seita. 

nas antigas ruínas da cida-
de de Olímpia, na Grécia, 
no dia 12 de março passa-
do.
Uma cerimônia para rece-
ber a tocha foi realizada 
mais tarde na base de Mat-

Acrescentou que os grupos 
estão operando sob distin-
tos nomes, mas sua nature-
za não mudou.
Autoridades da segurança 
do Japão estão monitoran-
do de perto os grupos da 
seita.
A Agência de Inteligência 
da Segurança Pública diz 
que os grupos sucessores 
da Aum Shinrikyo contam 
com cerca de 1.650 segui-
dores, com um aumento 
de aproximadamente 150 
em comparação a dez anos 
atrás.

sushima. A corrida de reve-
zamento da tocha olímpica 
terá início na instalação 
de treinamento de futebol, 
J-Village, na província de 
Fukushima, também na re-
gião nordeste, no dia 26 de 
março.

Painel de especialistas do governo 
japonês propõe cancelamento ou 
adiamento de eventos

Número de casos de infecções por 
coronavírus no Japão

Jica irá repatriar todos os seus 
trabalhadores voluntários no exterior

Novo coronavírus (20/03/2020)

Novo coronavírus (13/03/2020)

Jica (18/03/2020)

Um painel de especia-
listas do governo japonês 
propôs cancelamento ou 
adiamento de eventos em 
base voluntária em todo o 
país para ajudar a conter a 
disseminação do novo co-
ronavírus.
O painel, chefiado por 
Takaji Wakita, diretor-ge-
ral do Instituto Nacional 
de Doenças Infecciosas, 
compilou as propostas na 
quinta-feira.

Segundo dados atualiza-
dos às 10h30 desta sexta-
feira, o número de infec-
ções por coronavírus no 
Japão aumentou para 962, 
com mais dois novos casos 
confirmados. Os dados fo-

A  Agência de Coope-
ração Internacional do 
Japão, Jica, decidiu re-
patriar temporariamente 
todos os voluntários que 
trabalham em países em 
desenvolvimento devido 
ao surto do coronavírus.
Sob um programa de vo-
luntariado internacional, 
a Jica envia cidadãos ja-
poneses especializados 
em uma grande gama de 
áreas do conhecimen-
to, inclusive educação e 

Os especialistas disseram 
que o Japão tem mantido 
a propagação do vírus sob 
controle até um certo pon-
to. Contudo, eles alertaram 
que se as áreas que tem re-
gistrado um aumento sus-
tentável de pacientes, cujas 
rotas de infecção não são 
claras, se expandirem em 
toda a nação, poderá ha-
ver uma epidemia massiva 
com um aumento explosi-
vo de infecções. O painel 

ram compilados pelos go-
vernos locais e pelo Minis-
tério da Saúde.
O número inclui 14 casos 
confirmados entre pessoas 
que retornaram em voos 
fretados da província de 

agricultura, a nações em 
desenvolvimento. Cerca 
de 1.800 pessoas atual-
mente fazem trabalho 
voluntário em 66 países, 
principalmente na Ásia e 
na África.
A agência decidiu que 
fará com que eles retor-
nem temporariamente 
ao Japão. Ela já havia 
evacuado trabalhadores 
voluntários que se encon-
travam na China e em ou-
tros países.

Japão vai permitir que
trainees técnicos 
estrangeiros estendam 
permanência no país

Governo japonês vai 
abastecer de máscaras 
instituições de assistência
a idosos e deficientes

Viagem de casal imperial do Japão 
ao Reino Unido é adiada

Novo coronavírus(19/03/2020)

Novo coronavírus(19/03/2020)

Novo coronavírus(19/03/2020)

A Agência do Serviço 
de Imigração do Japão 
vai permitir que traine-
es técnicos estrangeiros 
estendam sua permanên-
cia no país, caso eles não 
possam prestar exames 
de habilidades por causa 
do surto de coronavírus.
Trainees técnicos estran-
geiros podem perma-
necer no Japão por até 
cinco anos. Eles devem 
prestar exames para re-
novar seus vistos.

O governo do Japão vai 
fornecer 21,5 milhões de 
máscaras para estabele-
cimentos de assistência 
e outras instituições do 
país que enfrentam es-
cassez em consequência 
da disseminação do novo 
coronavírus.
O ministro da Saúde, 
Trabalho e Bem-Estar 
Social fez o anúncio nes-
ta quinta-feira.
Katsunobu Kato infor-
mou que a sua pasta está 
para receber 10 milhões 
de máscaras na próxima 

A viagem do imperador 
Naruhito e da imperatriz 
Masako, do Japão, ao 
Reino Unido foi adiada 
por causa da pandemia 
do novo coronavírus.
O casal imperial estava 
previsto para visitar o 

A agência decidiu per-
mitir que trainees conti-
nuem trabalhando para 
o mesmo empregador 
por até quatro meses. A 
medida entrou em vigor 
nesta quinta-feira.
O governo japonês já 
permite que trainees 
continuem no país, caso 
o período de permanên-
cia deles tenha expirado 
e eles não sejam capazes 
de regressar a seus paí-
ses devido ao surto.

semana e 11,5 milhões 
na semana seguinte. Ex-
plicou que o ministério 
coletará informações 
que permitam dar priori-
dade a estabelecimentos 
pelo nível de necessida-
de enfrentado para entre-
ga direta às instituições.
A aquisição pelo gover-
no japonês de máscaras 
reutilizáveis, de tecido, é 
parte do segundo pacote 
de emergência para fazer 
frente às consequências 
da crise.

país como hóspedes de 
Estado por cerca de uma 
semana no começo de 
maio. A viagem seria a 
primeira ao exterior des-
de que o imperador as-
cendeu ao trono no ano 
passado.

enfatizou a necessidade de 
tomar medidas adaptadas à 
situação de cada área.
Também disse que as au-
toridades das áreas onde 
as infecções estão aumen-
tando deveriam avaliar a 
necessidade de declarar 
estado de emergência e 
requerer cancelamento e 
adiamento dos eventos em 
base voluntária.
O painel disse que as auto-
ridades das áreas onde as 

Hubei, na China.
Além desses 962 casos, 
712 pessoas que esta-
vam no navio de cruzeiro 
Diamond Princess foram 
infectadas, perfazendo, 
assim, um total de 1.674 

Segundo autoridades da 
Jica, nenhum dos volun-
tários a serem repatriados 
foi infectado pelo novo 
coronavírus. Alguns de-
les estão voltando de pa-
íses nos quais nenhum 
caso foi confirmado até o 
momento.
Eles afirmam, no entan-
to, que decidiram tomar 
tal medida preventiva em 
caso de uma emergência, 
já que muitas dessas regi-
ões não possuem um sis-

infecções estão começan-
do a ser controladas podem 
pensar em permitir gradu-
almente as atividades com 
baixo risco de infecção.
Acrescentou que as autori-
dades das áreas sem casos 
confirmados podem per-
mitir que eventos com bai-
xo risco de infecção, tais 
como atividades escolares, 
apreciação de esportes ao 
ar livre e eventos em ins-
talações culturais, sejam 
reiniciados.

casos.
Quarenta pessoas fale-
ceram e um total de 766 
pessoas, incluindo 551 do 
navio de cruzeiro, teve alta 
do hospital até quinta-fei-
ra.

tema médico adequado e 
alguns países começaram 
a restringir a movimenta-
ção da população.
A agência se encontra em 
contato com cada um dos 
voluntários e fará com 
que eles retornem ao Ja-
pão assim que os prepa-
rativos para a viagem fo-
rem feitos. Ao chegarem 
ao país, ela pedirá que 
cada um deles fique em 
quarentena em suas casas 
por duas semanas.



爆
発
的
患
者
急
増
を
懸
念

ス
で
予
定
さ
れ
て
い
た
米
国

と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
特
別
首
脳

会
議
も
、
感
染
拡
大
を
受
け

先
送
り
さ
れ
て
い
た
。

欧
州
か
ら
の
入
国
者

全
員
検
査
、
韓
国

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
政

府
は
２
０
日
、
欧
州
か
ら
の

入
国
者
全
員
に
対
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を

実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
欧

州
全
域
で
感
染
者
や
死
者
が

急
増
し
て
い
る
こ
と
を
受
け

た
措
置
。
２
２
日
か
ら
始
め

「
非
常
に
危
惧
」
高
齢
者
２
割

米
世
論
調
査

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
米
国
で
の
世
論
調
査

で
、
自
分
や
家
族
の
感
染

を
「
非
常
に
危
惧
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
の
は
３
０

歳
未
満
が
４
３
％
だ
っ
た
の

に
対
し
、
６
０
歳
以
上
で

ス
タ
ッ
フ
の
９
５
％
を
解
雇

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

高
い
芸
術
性
で
世
界
的
な
人

気
を
誇
る
カ
ナ
ダ
の
サ
ー
カ

ス
劇
団
「
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・

ソ
レ
イ
ユ
」
は
１
９
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
各
地
の
公
演
が
相
次
い

で
中
止
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
ダ
ン
サ
ー
を
含
め
ス

タ
ッ
フ
の
９
５
％
に
当
た
る

約
４
７
０
０
人
を
解
雇
す
る

と
発
表
し
た
。

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
防
止
策
を
検
討
す
る
政
府
の
専
門
家
会
議

（
座
長
・
脇
田
隆
字
国
立
感
染
症
研
究
所
長
）
は
１
９
日
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
一
方
で
、
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
学
校
で

の
活
動
を
行
っ
て
よ
い
と
す
る
新
た
な
見
解
を
ま
と
め
た
。
国
内
の
現
状
に
関
し
て
は
、

ど
こ
で
感
染
し
た
か
分
か
ら
な
い
感
染
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
「（
欧
州
で
起
き
て
い

る
よ
う
な
）
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
（
爆
発
的
患
者
急
増
）
を
起
こ
し
か
ね
な
い
」
と
懸

念
を
示
し
、
対
策
強
化
を
求
め
た
。

な
入
院
治
療
を
受
け
ら
れ
る

態
勢
づ
く
り
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

　

２
月
に
感
染
が
広
が
っ
た

北
海
道
に
つ
い
て
は
、
知
事

に
よ
る
独
自
の
緊
急
事
態
宣

言
以
降
は
一
定
程
度
、
増
加

を
抑
え
ら
れ
て
い
る
と
の
見

解
を
示
し
た
。

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
策
の
臨
時
休

校
な
ど
で
、
異
例
の
春
休
み

を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
。
４

月
の
新
学
期
は
、
通
常
で
さ
え

進
学
や
進
級
で
環
境
が
大
き

く
変
わ
る
時
期
だ
が
、
う
ま

く
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
せ
る
だ
ろ

う
か
。
親
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
専
門
家
に
聞
い
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も

と
同
じ
日
常
が
続
く
中
で
こ
そ

心
が
安
定
す
る
。
今
の
状
況

が
ス
ト
レ
ス
な
の
は
間
違
い
な

い
」。
そ
う
話
す
の
は
、
子
育

一
斉
休
校
の
一
部
解
除
検
討
へ

と
秋
に
開
か
れ
て
お
り
、
延

期
は
異
例
だ
。
今
回
は
事
務

レ
ベ
ル
に
よ
る
準
備
会
合
を

含
め
４
月
６
〜
９
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
数
千
人

規
模
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た

加
盟
国
は
な
い
が
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
外
出
を
原
則
禁
止
す

る
「
活
動
制
限
令
」
が
施
行

さ
れ
、
加
盟
各
国
が
国
内
外

の
往
来
規
制
を
強
化
す
る
な

ど
対
策
に
追
わ
れ
て
お
り
、

予
定
通
り
の
開
催
は
困
難
と

の
見
方
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

３
月
中
旬
に
米
ラ
ス
ベ
ガ

　
【
ハ
ノ
イ
共
同
】
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
の
議
長
国
ベ
ト
ナ
ム
の

グ
エ
ン
・
ス
ア
ン
・
フ
ッ
ク

首
相
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大

を
受
け
、
中
部
ダ
ナ
ン
で
４

月
に
予
定
し
て
い
た
定
例
首

脳
会
議
を
６
月
末
に
延
期
す

る
と
他
の
加
盟
国
首
脳
に
伝

え
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が

１
９
日
、
発
表
し
た
。

　

加
盟
１
０
カ
国
の
首
脳
が

集
ま
る
会
議
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
最
高
意
思
決
定
機
関
。
近

年
は
年
２
回
、
お
お
む
ね
春 ６

月
末
に
、
感
染
拡
大
で

米
車
、
航
空
産
業
に
大
打
撃

日
常
を
整
え
る
手
助
け
を

施
設
の
利
用
を
行
っ
て
よ
い

と
し
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
に
地
域
の
感
染

状
況
を
判
断
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
厚
生
労
働
省
と
都
道

府
県
が
相
談
し
て
決
め
て
い

く
形
を
想
定
し
て
い
る
。

　

不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま

る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
、
集

団
感
染
を
起
こ
し
て
感
染
者

を
各
地
に
広
げ
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
「
引
き
続
き
慎
重
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
」
と
提

言
し
た
。

　

感
染
の
さ
ら
な
る
拡
大
に

備
え
て
、
症
状
が
な
い
患
者

や
軽
症
者
は
自
宅
療
養
し
て

も
ら
い
、
重
症
患
者
が
十
分

専
門
家
会
議
が
新
見
解

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
日
本

を
含
む
全
世
界
の
渡
航
警
戒

レ
ベ
ル
を
最
高
位
に
引
き
上

げ
、
米
国
民
に
全
て
の
渡
航

中
止
を
勧
告
。
人
の
移
動
に

加
え
、
工
場
生
産
の
停
滞
で

物
流
に
も
障
害
が
出
れ
ば
、

米
経
済
へ
の
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
。

　

Ｇ
Ｍ
と
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー

タ
ー
、
フ
ィ
ア
ッ
ト
・
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
・
オ
ー
ト
モ
ー
ビ

ル
ズ
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
は
全
米
自

動
車
労
働
組
合
（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）

の
要
請
を
受
け
３
０
日
ま
で

の
工
場
停
止
を
決
め
た
。

　

欧
州
で
相
次
い
で
停
止
を

決
め
た
日
本
勢
も
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
４
月
３
日
ま
で
、

日
産
自
動
車
も
４
月
６
日
ま

で
、
ホ
ン
ダ
は
３
月
３
０
日

ま
で
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
（
ス

バ
ル
）は
３
月
２
９
日
ま
で
、

米
国
で
の
工
場
稼
働
を
そ
れ

ぞ
れ
停
止
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
販
売
店

が
営
業
を
見
合
わ
せ
て
お

り
、
生
産
調
整
が
必
要
と

な
っ
た
。
米
国
は
中
国
に
次

ぐ
巨
大
な
新
車
市
場
で
あ

り
、
米
中
両
国
で
の
販
売
、

生
産
の
低
迷
は
日
系
各
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手

だ
。

　

次
世
代
機
「
７
３
７
Ｍ
Ａ

Ｘ
」
が
２
度
の
墜
落
事
故
を

起
こ
し
、
生
産
停
止
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
ボ
ー
イ
ン

グ
。
航
空
業
界
は
世
界
的
な

大規模イベント「慎重に」
　

見
解
を
受
け
て
、
政
府
は

小
中
高
な
ど
に
要
請
し
て
い

る
一
斉
休
校
に
つ
い
て
、
一

部
解
除
す
る
方
向
で
検
討
に

入
っ
た
。

　

見
解
は
現
状
に
つ
い
て
、

都
市
部
を
中
心
に
感
染
者
数

が
徐
々
に
増
加
し
、
ど
こ
で

感
染
し
た
の
か
が
分
か
ら
な

い
人
が
増
え
て
い
る
地
域
が

あ
る
と
分
析
。
爆
発
的
な
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
①
感

染
が
拡
大
し
や
す
い
人
混
み

②
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
③

近
い
距
離
で
会
話
す
る
環
境

―
の
三
つ
の
条
件
が
そ
ろ
っ

た
場
所
を
徹
底
し
て
避
け
る

よ
う
訴
え
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー

（
感
染
者
の
集
団
）
を
早
く

見
つ
け
て
対
策
に
当
た
る

人
員
や
予
算
の
拡
充
も
求
め

た
。

　

対
策
は
地
域
の
感
染
状
況

に
応
じ
て
考
え
る
べ
き
だ
と

し
て
お
り
、
感
染
が
拡
大
し

て
い
る
地
域
で
は
「
独
自
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ラ
ー
ト
の

発
出
、
一
律
自
粛
の
必
要
性

に
つ
い
て
適
切
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。
休

校
も
一
つ
の
選
択
肢
に
な

る
。

　

一
方
で
、
感
染
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
十

分
な
対
策
を
取
っ
た
上
で
学

校
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

移
動
制
限
、
物
流
に
も
障
害

不
安
前
提
の
ケ
ア
も
大
切

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
を
延
期

（６）２０２０年 第５４５２号 ３月 ２１日 （土曜日）

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
米
国
の
自

動
車
、
航
空
機
の
産
業
は
大

打
撃
を
受
け
て
い
る
。
ゼ
ネ

ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）

な
ど
大
手
３
社
に
加
え
、
日

系
メ
ー
カ
ー
も
軒
並
み
工
場

の
稼
働
停
止
を
決
め
た
。
米

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
経
営

危
機
が
続
く
ボ
ー
イ
ン
グ
は

工
場
従
業
員
の
一
時
解
雇
を

検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

る
。

　

検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
入

国
者
は
、
状
態
に
よ
っ
て
病

院
か
軽
症
者
を
収
容
す
る

「
生
活
治
療
セ
ン
タ
ー
」
に

搬
送
す
る
。
結
果
が
陰
性
で

も
、
韓
国
人
や
長
期
滞
在
予

定
の
外
国
人
は
１
４
日
間
、

居
住
地
で
自
主
隔
離
さ
せ
、

短
期
滞
在
の
場
合
は
「
徹
底

的
に
管
理
す
る
」
と
し
て
い

る
。

　

韓
国
政
府
当
局
者
は
２
０

日
の
定
例
記
者
会
見
で
「
米

国
や
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
も
鋭

意
注
視
し
て
い
る
」
と
説
明

し
、
必
要
な
場
合
は
全
員
検

査
の
対
象
国
を
拡
大
す
る
可

能
性
も
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

一
方
、世
論
調
査
会
社「
韓

国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
」
の
２
０
日

の
発
表
で
は
、
文
在
寅
大
統

領
の
支
持
率
は
４
９
％
、
不

支
持
率
は
４
２
％
と
な
っ

た
。
支
持
す
る
と
回
答
し
た

人
の
半
数
以
上
が
支
持
す
る

理
由
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
挙
げ

た
。

は
２
１
％
し
か
な
い
こ
と
が

１
９
日
分
か
っ
た
。
Ａ
Ｐ
通

信
と
シ
カ
ゴ
大
の
世
論
調
査

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
）
が

１
２
〜
１
６
日
、
米
国
の
成

人
約
千
人
を
対
象
に
調
査
し

た
。

　

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
感

染
に
よ
る
死
者
の
約
８
０
％

は
６
５
歳
以
上
で
、
子
ど
も

の
死
者
は
い
な
い
。
Ａ
Ｐ
に

よ
る
と
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
の
ピ
ア
ソ

ン
上
級
副
セ
ン
タ
ー
長
は
、

若
年
層
は
雇
用
や
医
療
費
に

不
安
を
感
じ
や
す
い
の
が
一

因
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
自
分

や
家
族
の
感
染
を
「
危
惧

し
て
い
る
」
の
は
全
体
の

６
６
％
。
米
国
で
流
行
が
始

ま
る
前
の
２
月
の
４
５
％
か

ら
急
増
し
た
。「
非
常
に
危

惧
し
て
い
る
」
と
の
回
答

は
野
党
民
主
党
支
持
者
の

３
６
％
、
与
党
共
和
党
支
持

者
の
２
１
％
だ
っ
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
氏
は
「
一
定
数

の
人
々
は
こ
れ
ま
で
通
り
の

生
活
を
ま
だ
続
け
て
い
る

が
、
直
ち
に
生
活
を
改
め
る

必
要
が
あ
る
」と
警
告
し
た
。

移
動
の
制
限
で
需
要
が
急
減

し
て
お
り
、
各
航
空
会
社
か

ら
航
空
機
の
発
注
キ
ャ
ン
セ

ル
や
納
入
延
期
要
請
が
相
次

い
で
い
る
。
資
金
繰
り
が
逼

迫
し
て
お
り
、
取
引
先
の
部

品
メ
ー
カ
ー
向
け
も
含
め
、

６
兆
円
規
模
の
支
援
を
米
政

府
や
金
融
機
関
に
要
請
し

た
。

て
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の

顧
問
で
大
阪
教
育
大
准
教
授

（
保
育
学
）
の
小
崎
恭
弘
さ

ん
だ
。

　

大
人
た
ち
の
不
安
や
緊
張

感
を
敏
感
に
察
し
て
い
る
子

や
、
朝
寝
坊
や
夜
更
か
し
を

し
が
ち
な
子
も
い
る
だ
ろ
う
。

崩
れ
た
日
常
を
整
え
て
あ
げ

る
に
は
、
家
庭
で
毎
日
の
ル
ー

テ
ィ
ン
を
決
め
、
生
活
の
リ
ズ

ム
を
つ
く
る
の
が
こ
つ
だ
と
い

う
。

　

親
に
は
、
遊
び
と
勉
強
を

切
り
離
さ
ず
に
考
え
て
「『
生

き
て
い
く
力
を
付
け
る
』
期
間

だ
と
捉
え
て
」
と
助
言
す
る
。

お
勧
め
は
「
秘
密
基
地
作
り
」

だ
と
い
う
。
庭
に
ア
ウ
ト
ド
ア

用
の
テ
ン
ト
を
張
っ
て
も
い
い

し
、
テ
ー
ブ
ル
に
床
ま
で
届
く

シ
ー
ツ
を
か
け
る
だ
け
で
も
い

い
。

　
「
自
分
だ
け
の
空
間
で
子
ど

も
は
落
ち
着
く
。
明
か
り
や

本
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
、
中

で
勉
強
し
た
り
、『
こ
こ
で
寝

る
』
と
言
い
出
し
た
り
」。
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
も
増
や
す
と
安
心

す
る
と
い
う
。

　

精
神
科
医
の
市
田
典
子
さ

ん
は
、
不
登
校
気
味
な
子
や
、

も
と
も
と
精
神
的
に
不
安
定

な
子
を
よ
り
丁
寧
に
見
守
っ

て
、
と
語
る
。「
４
月
は
新
学

級
や
新
し
い
先
生
へ
の
期
待
も

あ
り
、
夏
休
み
明
け
よ
り
は

前
向
き
に
な
れ
る
子
が
多
い
。

そ
れ
で
も
、
今
は
普
段
通
り
の

生
活
が
営
め
な
い
の
で
、
不
安

定
さ
が
出
や
す
い
と
い
う
前
提

で
関
わ
っ
た
方
が
よ
い
と
思
い

ま
す
」

　

友
達
と
会
え
る
の
が
楽
し
み

な
ど
と
口
で
は
言
う
子
で
あ
っ

て
も
「
新
学
期
が
近
づ
く
に
つ

れ
、
朝
に
起
き
ら
れ
な
い
、
お

な
か
が
痛
く
な
る
と
い
っ
た
不

調
が
出
た
ら
、『
学
校
に
き
ち

ん
と
行
け
る
か
な
』
と
い
う
不

安
の
表
れ
と
読
み
取
っ
て
ほ
し

い
」。



Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
」
は
早そ

う

々そ
う

に
一い

ち

時じ

閉へ
い

店て
ん

し
、
そ
の
向む

か

い
の
「
喫き

っ

茶さ

店て
ん

「
８
９
℃
コ
ー
ヒ
ー
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
２
０
日か

時じ

点て
ん

で
一い

ち

時じ

休き
ゅ
う

店て
ん

に
な
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
「
丸ま

る

海か
い

」
や
「
ブ

エ
ノ
」、「
海か

い

鮮せ
ん

」
な
ど
は
営え

い

業ぎ
ょ
う
し
て
い
る
が
、
時じ

間か
ん

を
短た

ん

縮し
ゅ
くし
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
要よ

う

注ち
ゅ
う

意い

。
ト
マ
ス
・
ゴ
ン

ザ
ガ
街が

い

は
基き

本ほ
ん

的て
き

に
営え

い

業ぎ
ょ
うを

　

ブ
ラ
ジ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

は
１
９
日に

ち

夜よ
る

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

旅り
ょ

行こ
う

者し
ゃ

な
ど
を
含ふ

く

め
た
外が

い

国こ
く

人じ
ん

航こ
う

空く
う

旅り
ょ

客か
く

の
ブ
ラ
ジ
ル
入

に
ゅ
う

国こ
く

を
２
３
日に

ち

（
月げ

つ

）
か
ら
制せ

い

限げ
ん

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
拡か

く

散さ
ん

対た
い

策さ
く

の
た
め
に
、
当と

う

面め
ん

３
０
日に

ち

間か
ん

の
入

に
ゅ
う

国こ
く

が
制せ

い

限げ
ん

さ
れ
る
。
１
９
日に

ち

付づ
け

フ
ォ

ー
リ
ャ
電で

ん

子し

版ば
ん

、
同ど

う

グ
ロ
ー
ボ
電で

ん

子し

版ば
ん

な
ど
が
報ほ

う

じ
た
。

続つ
づ

け
て
い
る
が
、
大だ

い

繁は
ん

盛じ
ょ
うの

普ふ

段だ
ん

と
比く

ら

べ
れ
ば
客

き
ゃ
く

足あ
し

は
今い

ま

ひ
と
つ
の
様よ

う

子す

。
化け

粧し
ょ
う

品ひ
ん

大お
お

手て

「
池い

け

崎ざ
き

」
も
休

き
ゅ
う

店て
ん

中ち
ゅ
う。
今こ

ん

後ご

、
ド
ル
高だ

か

の
影え

い

響き
ょ
うで
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

が
高こ

う

騰と
う

す

る
こ
と
も
予よ

想そ
う

さ
れ
る
。
コ
ロ

ナ
危き

機き

は
、
東と

う

洋よ
う

街が
い

に
も
深し

ん

刻こ
く

な
影か

げ

を
落お

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

熟じ
ゅ
く

連れ
ん

ク
ラ

得え

る
。
す
で
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
危き

機き

は
株か

ぶ

価か

大だ
い

暴ぼ
う

落ら
く

や
過か

剰じ
ょ
うな
ド
ル
高だ

か

な
ど
の
深し

ん

刻こ
く

な

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
災さ

い

禍か

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
うで
も
広ひ

ろ

が

る
中な

か

、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
が
今こ

年と
し

７
月が

つ

に
予よ

定て
い

し
て
い
た
第だ

い

２
３
回か

い

「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」（
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
を
中

ち
ゅ
う

止し

す
る
と
い

う
苦く

渋じ
ゅ
うの
決け

つ

断だ
ん

を
１
７
日に

ち

に

し
た
。
今こ

ん

週し
ゅ
う、
サ
ン
パ
ウ
ロ

市し

行ぎ
ょ
う

政せ
い

は
「
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

」
を
出だ

し
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

も

イ
ベ
ン
ト
中

ち
ゅ
う

止し

や
シ
ョ
ッ
プ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
営え

い

業ぎ
ょ
う

一い
ち

時じ

停て
い

止し

な
ど
の
緊き

ん

急き
ゅ
う

対た
い

処し
ょ

策さ
く

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
中な

か

、
つ
い
に
ブ
ラ

ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

最さ
い

大だ
い

の
祭さ

い

典て
ん

、

日に

本ほ
ん

以い

外が
い

で
最さ

い

大だ
い

級き
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

イ
ベ
ン
ト
も
中

ち
ゅ
う

止し

に
追お

い
込こ

ま
れ
た
格か

っ

好こ
う

だ
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
取し

ゅ

材ざ
い

に
応こ

た

え
、「
た
と
え
市し

役や
く

所し
ょ

が
開か

い

催さ
い

許き
ょ

可か

を
出だ

し
て
く
れ
た

と
し
て
も
、
お
客き

ゃ
く
さ
ん
に
来き

て
い
た
だ
け
な
い
と
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

普ふ

及き
ゅ
うイ
ベ
ン
ト
と
し
て

は
意い

味み

が
な
い
。
こ
れ
か
ら

３
カ
月げ

つ

後ご

、
ど
う
な
る
か
分わ

か
り
ま
せ
ん
が
苦く

汁じ
ゅ
うの
選せ

ん

択た
く

で
し
た
」
と
辛つ

ら

い
心し

ん

情じ
ょ
うを
吐と

露ろ

し
た
。

　

最さ
い

初し
ょ

は
「
１
２
月が

つ

ま
で
の

間あ
い
だに
延え

ん

期き

開か
い

催さ
い

す
る
」
と
い

表
ひょう しょう

彰を受
う

けた松
まつ だ

田さん

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
援え

ん

協き
ょ
う、
与よ

儀ぎ

昭あ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
傘さ

ん

下か

の
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

に
対た

い

す
る
、
カ
ナ
ダ
の
国こ

く

際さ
い

認に
ん

定て
い

機き

関か
ん

「
Ｑ
Ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ

ｍ
」か
ら
の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

式し
き

が
、

１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
サ

ン
パ
ウ
ロ
市し

パ
ル
ケ
・
ノ
ボ
・

ム
ン
ド
区く

の
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

内な
い

「
山や

ま

本も
と

恵け
い

一い
ち

講こ
う

堂ど
う

」
で
執と

り
行お

こ
な
わ

れ
た
。
こ
れ
は
、
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

と
し
て

の
品ひ

ん

質し
つ

基き

準じ
ゅ
ん

向こ
う

上じ
ょ
うが
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
認み

と

め
ら
れ
た
も
の
で
、
援え

ん

協き
ょ
うに
と
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

外が
い

初し
ょ

の
認に

ん

定て
い

と
な
っ
た
。 

　

式し
き

は
当と

う

初し
ょ

、
カ
ナ
ダ
か
ら

Ｑ
Ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｍ
及お

よ

び
同ど

う

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

ら
来ら

い

賓ひ
ん

や
援え

ん

協き
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

な
ど
約や

く

９
０
人に

ん

の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

が

予よ

定て
い

さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

の
影え

い

響
き
ょ
う

に
よ
り
、
規き

模ぼ

を
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
う。

　

当と
う

日じ
つ

は
、
Ｑ
Ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ

ｍ
ブ
ラ
ジ
ル
担た

ん

当と
う

の
ル
ー
ベ
ン

ス
・
コ
ベ
ロ
氏し

を
は
じ
め
、
援え

ん

協き
ょ
うの
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
う、
天あ

ま

内う
ち

ヴ
ァ

ル
テ
ル
院い

ん

長ち
ょ
う、
税ぜ

い

田た

清せ
い

七し
ち

病
び
ょ
う

院い
ん

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うら
約や

く

２
０
人に

ん

の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

に
と
ど
ま
っ
た
。 

　

式し
き

で
は
、
コ
ベ
ロ
氏し

の
祝

し
ゅ
く

辞じ

に
続つ

づ

い
て
、天あ

ま

内う
ち

院い
ん

長ち
ょ
うが
「
Ｑ

Ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｍ
」
認に

ん

定て
い

ま
で

の
経け

い

緯い

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。
引ひ

き

続つ
づ

き
、
登と

う

壇だ
ん

し
た
与よ

儀ぎ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
感か

ん

染せ
ん

が

拡か
く

大だ
い

し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
触ふ

れ
、「
こ
う
い

う
時と

き

だ
か
ら
こ
そ
、
病

び
ょ
う

院い
ん

の

中な
か

で
も
皆み

な

が
一い

っ

緒し
ょ

に
助た

す

け
合あ

っ

て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。

　

今こ
ん

回か
い

の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うに
つ
い
て
は

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１
９
）
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

予よ

防ぼ
う

措そ

置ち

と
し
て
、
３
月が

つ

１
９
日に

ち

か
ら
の
３
０
日に

ち

間か
ん

全す
べ

て
の
活か

つ

動ど
う

を
延え

ん

期き

す
る
こ
と

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

３
月が

つ

２
９
日に

ち

１
０
０
歳さ

い

の

お
祝い

わ

い
も
延え

ん

期き

と
な
る
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再さ

い

開か
い

な
ど
は
後あ

と

ほ
ど
連れ

ん

絡ら
く

す
る
と
の
こ
と
。

　

問と
い

合あ

わ
せ
は
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

ま
で
（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
５ 

ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

（
上う

え

野の

美み

佐さ

男お

会か
い

長ち
ょ
う
）
発は

っ

行こ
う

の
『
ブ
ラ
ジ
ル
老ろ

う

荘そ
う

の
友と

も

』
５
５
４
号ご

う

が
３
月が

つ

に
発は

っ

行こ
う

さ
れ
た
。
上う

え

野の

会か
い

長
ち
ょ
う

が
再さ

い

選せ
ん

さ
れ
、
も
う
１
期き

２

年ね
ん

間か
ん

務つ
と

め
る
こ
と
に
。
気き

に

な
る
「
し
い
た
け
パ
テ
の
レ
シ

ピ
」
が
あ
っ
た
。
シ
イ
タ
ケ
、

ニ
ン
ニ
ク
、
玉た

ま

ね
ぎ
、
赤あ

か

ピ

ー
マ
ン
、
ア
ゼ
イ
ト
ー
ナ
（
オ

リ
ー
ブ
実み

）、
サ
ル
サ
、
ネ
ギ
、

塩し
お

、
酢す

、
赤あ

か

ト
ウ
ガ
ラ
シ
を

全す
べ

て
み
じ
ん
切ぎ

り
に
し
、
味あ

じ

の
素も

と

と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

か
け
て
、
全ぜ

ん

部ぶ

を
混ま

ぜ
合あ

わ

せ
て
弱よ

わ

火び

の
フ
ォ
ル
ノ
に
か
け

る
そ
う
。「
水み

ず

気け

が
飛と

ん
だ
ら

で
き
あ
が
り
。
水み

ず

気け

を
し
ぼ

っ
た
ナ
ス
を
入い

れ
て
も
美お

味い

し
い
。フ
ォ
ル
ノ
が
な
け
れ
ば
、

フ
ラ
イ
パ
ン
で
も
Ｏ
Ｋ
」
と
の

こ
と
。
一い

ち

度ど

試た
め

し
て
み
て
は
？

期
き

待
たい

を胸
むね

に国
こく

費
ひ

留
りゅう

学
がく

する皆
みな

さん（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

を
持も

つ
公こ

う

共き
ょ
う

利り

益え
き

に
関か

ん

す
る

ビ
ザ
を
持も

つ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

、
国こ

っ

家か

移い

住じ
ゅ
う

登と
う

録ろ
く

（
Ｒ
Ｍ
Ｎ
）
を

持も

つ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

移い

民み
ん

な
ど
。

　
な
お
、
貨か

物も
つ

は
通つ

う

常じ
ょ
う

通ど
お

り

出で

入い

り
で
き
る
。

　

こ
れ
に
伴と

も
な
い
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
くだ
け
で
な
く
、
多お

お

く
の

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の
移い

動ど
う

も
制せ

い

限げ
ん

さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
平ひ

ら

田た

藤ふ
じ

義よ
し

事じ

務む

局き
ょ
く

長
ち
ょ
う

は
、
あ
く
ま
で
個こ

人じ
ん

的て
き

な
意い

見け
ん

と
前ま

え

置お

き
し
な
が
ら
、「
む

し
ろ
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

の
処し

ょ

置ち

は
お
そ
す
ぎ
た
と
思お

も

う
。
ア

メ
リ
カ
な
ど
は
と
っ
く
に
入

に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

を
し
て
い
た
。
初し

ょ

動ど
う

対た
い

策さ
く

の
遅お

く

れ
は
致ち

命め
い

的て
き

な
結け

っ

果か

を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡か

く

散さ
ん

対た
い

策さ
く

で

ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

が
１
９
日に

ち

発は
っ

表ぴ
ょ
う

う
選せ

ん

択た
く

肢し

も
あ
っ
た
が
、
会か

い

場じ
ょ
うは
年ね

ん

末ま
つ

ま
で
予よ

定て
い

が
い
っ

ぱ
い
に
入は

い

っ
て
お
り
、
今こ

年と
し

後こ
う

半は
ん

に
延え

ん

期き

す
る
こ
と
は
難

む
ず
か

し
い
と
い
う
。
今い

ま

の
と
こ
ろ
、

来ら
い

年ね
ん

６
～
８
月が

つ

の
間あ

い
だ
に
再さ

い

設せ
っ

定て
い

す
る
し
か
な
い
と
い
う
。

　

中
ち
ゅ
う

止し

す
る
上う

え

で
最さ

い

大だ
い

の

問も
ん

題だ
い

は
、
県け

ん

連れ
ん

が
す
で
に
会か

い

来ら
い

年ね
ん

６
～
８
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

延え
ん

期き

県け
ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
中ち

ゅ
う

止し

に
決け

っ

定て
い

！ 風ふ
う

評ひ
ょ
う

惑ま
ど

わ
さ
れ
ず
利り

用よ
う

し
て

衛え
い

生せ
い

管か
ん

理り

強き
ょ
う

化か

す
る
飲い

ん

食し
ょ
く

店て
ん

場じ
ょ
う

運う
ん

営え
い

会が
い

社し
ゃ

エ
キ
ス
ポ
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
に
支し

払は
ら

っ
て
い
る

１
５
０
万ま

ん

レ
ア
ル
も
の
大た

い

金き
ん

の
扱あ

つ
かい
だ
。「
そ
れ
を
無む

駄だ

に

す
る
訳わ

け

に
は
い
か
な
い
。
す
で

に
支し

払は
ら

っ
た
分ぶ

ん

を
次じ

回か
い

に
回ま

わ

せ
な
い
か
、
現げ

ん

在ざ
い

交こ
う

渉し
ょ
う

中ち
ゅ
う。

そ
ん
な
大た

い

金き
ん

が
ま
る
ご
と
取と

り
上あ

げ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
、
県け

ん

連れ
ん

は
潰つ

ぶ

れ
て

し
ま
う
。
今い

ま

そ
の
交こ

う

渉し
ょ
うを
し

て
い
る
最さ

い

中ち
ゅ
うだ
」
と
の
こ
と
。

　

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

で
は
正せ

い

式し
き

通つ
う

知ち

を
１
９
日に

ち

か
ら
ネ
ッ
ト
上

じ
ょ
う

で
公こ

う

開か
い

。
そ
こ
に
は
「
執し

っ

行こ
う

部ぶ

に
と
っ
て
こ
の
決け

つ

断だ
ん

は
大た

い

変へ
ん

難む
ず
かし
い
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
今い

ま

は
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

や
協

き
ょ
う

賛さ
ん

企き

業ぎ
ょ
う、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

の

皆み
な

さ
ん
の
健け

ん

康こ
う

を
第だ

い

一い
ち
に
考

か
ん
が

え
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
、
大た

い

変へ
ん

デ

リ
ケ
ー
ト
な
時じ

期き

だ
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
よ
う
な
巨き

ょ

大だ
い

な
イ
ベ

ン
ト
は
数か

ず

多お
お

く
の
人ひ

と

々び
と

や
団だ

ん

体た
い

を
動ど

う

員い
ん

し
、
寄よ

せ
ら
れ
る

支し

援え
ん

や
信し

ん

頼ら
い

に
常つ

ね

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
。
皆み

な

さ
ん
に
は
世せ

界か
い

保ほ

険け
ん

機き

関か
ん

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
推す

い

奨し
ょ
うに
従

し
た
が

っ
て
健け

ん

康こ
う

を
維い

持じ

し

て
頂い

た
だ
き
た
い
。
新あ

た
ら
し
い
開か

い

催さ
い

日ひ

が
決き

ま
り
次し

第だ
い

、
す
ぐ
に

連れ
ん

絡ら
く

す
る
」
と
書か

か
れ
て
い

る
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル
（secretaria@

festi 
vald

ojap
ao.com

）
ま

で
。

（７） ２０２０年第５４５２号 	 ３月	２１日	（土曜日）

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

が
表ひ

ょ
う

彰し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

式し
き

国こ
く

際さ
い

的て
き

な
医い

療り
ょ
う

品ひ
ん

質し
つ

認に
ん

証し
ょ
う

を
獲か

く

得と
く

援
えん

協
きょう

１４日
か

にエキスポ・サンパウロ
で開

かい

催
さい

された第
だい

２回
かい

日
に

本
ほん

祭
まつ

り
主
しゅ

催
さい

者
しゃ

シンポで挨
あい

拶
さつ

する谷
たに

口
ぐち

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

23
日に

ち

か
ら
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
も
入に

ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

　

コ
ロ
ナ
危き

機き

の
影え

い

響き
ょ
う

で
、

水す
い

曜よ
う

日び

か
ら
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

日に

本ほ
ん

広ひ
ろ

場ば

の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

が
寂さ

び

し
く

な
っ
て
い
る
。
角か

ど

に
あ
る
丸ま

る

海う
み

グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
ビ
ニ
「
Ｍ
Ａ

谷た
に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

「
苦く

汁じ
ゅ
う

の
決け

つ

断だ
ん

」

「
と
て
も
嬉う

れ

し
い
が
、
援え

ん

協
き
ょ
う

と
し
て
は
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま

だ
良よ

く
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述の

べ
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ
へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
発は

っ

展て
ん

へ
の
意い

気き

込ご

み
を
表あ

ら
わし
た
。 

　

そ
の
後ご

、
コ
ベ
ロ
氏し

か
ら
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うと
天あ

ま

内う
ち

院い
ん

長ち
ょ
うに
認に

ん

定て
い

書し
ょ

と
記き

念ね
ん

プ
レ
ー
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
手て

渡わ
た

さ
れ
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

の

記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

で
式し

き

は
締し

め
く
く

ら
れ
た
。

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

の
影え

い

響き
ょ
うか
ら
軒の

き

並な

み

売う

り
上あ

げ
が
落お

ち
込こ

ん
で
い

る
外が

い

食し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

界か
い

。
飲い

ん

食し
ょ
く

各か
く

店て
ん

は
衛え

い

生せ
い

管か
ん

理り

を
強

き
ょ
う

化か

し
、
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

を
徹て

っ

底て
い

。「
風ふ

う

評ひ
ょ
う
に

惑ま
ど

わ
さ
れ
ず
利り

用よ
う

し
て
欲ほ

し

い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

ラ
ー
メ
ン
和か

ず

・
パ
ウ
リ
ス

タ
店て

ん

で
は
、
平へ

い

時じ

か
ら
衛え

い

生せ
い

専せ
ん

門も
ん

家か

を
招ま

ね

い
て
定て

い

期き

指し

導ど
う

を
受う

け
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
騒そ

う

動ど
う

に
お
い
て
は
、
そ
の
初し

ょ

期き

か
ら
対た

い

応お
う

を
強

き
ょ
う

化か

し
た
。
消

し
ょ
う

毒ど
く

用よ
う

ア
ル
コ
ー
ル
の
店て

ん

内な
い

配は
い

自じ

費ひ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

文ぶ
ん

化か

賞し
ょ
う

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
う

を
受じ

ゅ
し
ょ
う賞

松ま
つ

 だ田
潤じ

ゅ
ん

治じ

 ろ
う郎
『
ハ
チ
ド
リ
の
歌う

た

』

熊く
ま

本も
と

県け
ん

人じ
ん

会か
い

よ
り
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
延え

ん
期き

の
お
知し

ら
せ

コベロ氏
し

（右
みぎ

）から認
にん

定
てい

書
しょ

と記
き

念
ねん

プレートを受
う

けた与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

（中
ちゅう

央
おう

）と天
あま

内
うち

院
いん

長
ちょう

　

松ま
つ

田だ

潤じ
ゅ
ん

治じ

郎ろ
う

さ
ん
が

２
０
１
３
年ね

ん

１
２
月が

つ

に
埼さ

い

玉た
ま

で
自じ

費ひ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
「
ハ
チ
ド

リ
の
歌う

た

」
が
第だ

い

２
２
回か

い

日に

本ほ
ん

自じ

費ひ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

文ぶ
ん

化か

賞し
ょ
う

特と
く

別べ
つ

賞
し
ょ
う

を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
。
そ
の
功こ

う

績せ
き

を

讃た
た

え
て
昨さ

く

年ね
ん

１
２
月が

つ

１
５

日に
ち

、
東と

う

京き
ょ
う

千ち

代よ

田だ

区く

の
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市い

ち

ヶが

谷や

で
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

松ま
つ

田だ

さ
ん
は
１
９
７
０
年ね

ん

か
ら
通つ

う

算さ
ん

１
７
年ね

ん

間か
ん

ブ
ラ
ジ

ル
で
生せ

い

活か
つ

し
た
経け

い

験け
ん

を
持も

つ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
職し

ょ
く

員い
ん

。
現げ

ん

在ざ
い

は
横よ

こ

浜は
ま

の
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
し
て
い
る
。
こ
の
本ほ

ん

は
、

１
７
年ね

ん

ブ
ラ
ジ
ル
に
住す

ん
だ

経け
い

験け
ん

を
も
と
に
書か

か
れ
た
、

１
０
の
短た

ん

編ぺ
ん

か
ら
な
る
童ど

う

話わ

集し
ゅ
う。
ブ
ラ
ジ
ル
に
や
っ
て
き
た

少し
ょ
う

女じ
ょ

が
地じ

元も
と

の
少

し
ょ
う

年ね
ん

と
共と

も

に

傷き
ず
つ
い
た
ハ
チ
ド
リ
を
再ふ

た
た
び
飛と

び
立た

た
せ
る
物も

の

語が
た
りや
日に

っ

系け
い

少
し
ょ
う

年ね
ん

と
ア
マ
ゾ
ン
に
す
む
妖よ

う

精せ
い

の

出で

会あ

い
な
ど
が
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
て

い
る
。

　

今い
ま

賞し
ょ
うの
応お

う

募ぼ

総そ
う

数す
う

は
５
０ 

８
点て

ん

。
地ち

域い
き

文ぶ
ん

化か

部ぶ

門も
ん

、
個こ

人じ
ん

誌し

部ぶ

門も
ん

、
小

し
ょ
う

説せ
つ

部ぶ

門も
ん

、
エ

ッ
セ
ー
部ぶ

門も
ん

、
詩し

い

歌か

部ぶ

門も
ん

、

研け
ん

究き
ゅ
う・
評

ひ
ょ
う

論ろ
ん

部ぶ

門も
ん

、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
部ぶ

門も
ん

７
部ぶ

門も
ん

に
別わ

か

れ

選せ
ん

出し
ゅ
つさ
れ
る
。

　

松ま
つ

田だ

さ
ん
は
特と

く

に
応お

う

募ぼ

数か
ず

の
多お

お

か
っ
た
小

し
ょ
う

説せ
つ

部ぶ

門も
ん

の
中な

か

か
ら
第だ

い

１
次じ

・
第だ

い

２
次じ

・
最さ

い

終し
ゅ
う

選せ
ん

考こ
う

を
通つ

う

過か

し
、
め
で
た

く
特と

く

別べ
つ

賞し
ょ
う

受じ
ゅ

賞し
ょ
うを
し
た
。

　
こ
の
日に

本ほ
ん

自じ

費ひ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

文ぶ
ん

化か

賞し
ょ
うは
一い

っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工こ

う

業
ぎ
ょ
う

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

自じ

費ひ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主し

ゅ

管か
ん

で
自じ

費ひ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
再さ

い

評ひ
ょ
う

価か

と
活か

っ

性せ
い

化か

を
目も

く

的て
き

と
し
て
年ね

ん

に
一い

ち

度ど

開か
い

催さ
い

さ
れ
て
い
る
。

備び

を
始は

じ

め
、
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

啓け
い

発は
つ

映え
い

像ぞ
う

の
店て

ん

内な
い

映え
い

写し
ゃ

や
客

き
ゃ
く

席せ
き

を

６
４
席せ

き

か
ら
２
０
席せ

き

に
減へ

ら

し
、
客

き
ゃ
く

席せ
き

間か
ん

の
ス
ペ
ー
ス
を

確か
く

保ほ

。
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

に
は
接せ

っ

客き
ゃ
く

時じ

に
２
ｍ
弱じ

ゃ
くの
距き

ょ

離り

を
と
る
よ

う
に
指し

導ど
う

し
て
い
る
と
い
う
。

　

コ
ロ
ナ
に
ま
つ
わ
る
風ふ

う

評
ひ
ょ
う

被ひ

害が
い

も
発は

っ

生せ
い

し
て
い
る
。
同ど

う

店て
ん

従じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

か
ら
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が

出で

た
と
の
風ふ

う

評ひ
ょ
うが
流な

が

れ
た
が
、

実じ
っ

際さ
い

に
そ
う
し
た
事じ

実じ
つ

は
な

い
。
長は

谷せ

川が
わ

要よ
う

次じ

取と
り

締し
ま
り

役や
く

は

「
苦く

境き
ょ
うに
め
げ
ず
、
衛え

い

生せ
い

強
き
ょ
う

化か

の
取と

り
組く

み
を
し
て
営え

い

業
ぎ
ょ
う

努ど

力り
ょ
く
を
し
て
い
る
店み

せ

は
沢た

く

山さ
ん

あ
る
。
風ふ

う

評ひ
ょ
うに
惑ま

ど

わ
さ
れ
ず
、

利り

用よ
う

し
て
欲ほ

し
い
」
と
語か

た

っ

た
。

店
てん

頭
とう

には消
しょう

毒
どく

用
よう

アルコールが配
はい

備
び

され、女
じょ

性
せい

店
てん

員
いん

は精
せい

算
さん

用
よう

磁
じ

気
き

カードを消
しょう

毒
どく

している。

　

ブ
ラ
ジ
ル
熊く

ま

本も
と

県け
ん

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
清き

よ

原は
ら

健け
ん

児じ

会か
い

長ち
ょ
う）

０
８
４
・１
３
３
８
、
メ
ー
ル

＝a.kum
am

oto@
uol.

com
.br

）

　

入
に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

が
適て

き

用よ
う

さ
れ
る

の
は
Ｅ
Ｕ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
日に

本ほ
ん

、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
ス
イ

ス
、
英え

い

国こ
く

、
北き

た

ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓か

ん

国こ
く

か
ら

の
航こ

う

空く
う

機き

に
よ
る
入

に
ゅ
う

国こ
く

者し
ゃ

だ
。

　

制せ
い

限げ
ん

処し
ょ

置ち

か
ら
除じ

ょ

外が
い

さ
れ

る
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

で

の
居き

ょ

住じ
ゅ
う

許き
ょ

可か

が
す
で
に
出で

て

い
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

、
国こ

く

際さ
い

衛え
い

生せ
い

ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
従

じ
ゅ
う

事じ

す
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

専せ
ん

門も
ん

家か

、
ブ
ラ
ジ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

に
よ
る
許き

ょ

可か

の
あ
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

職し
ょ
く

員い
ん

、
家か

族ぞ
く

呼よ

び
寄よ

せ
や

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
子し

孫そ
ん

に
相そ

う

当と
う

す
る
人ひ

と

、
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

の
許き

ょ

可か

悪あ
く

影え
い

響き
ょ
うを
ブ
ラ
ジ
ル
経け

い

済ざ
い

に

与あ
た

え
て
い
る
。
本ほ

ん

当と
う

に
残ざ

ん

念ね
ん

な
展て

ん

開か
い

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
日に

本ほ
ん

と
同お

な

じ
様よ

う

な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
移い

動ど
う

制せ
い

限げ
ん

な
ど
を

し
て
い
れ
ば
、
だ
い
ぶ
結け

っ

果か

は
違ち

が
っ
て
い
た
は
ず
。
政せ

い

府ふ

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

は
今こ

ん

回か
い

の
こ
と
を
教

き
ょ
う

訓く
ん

に
し
て
ほ
し
い
。
で
な
い
と
、

こ
れ
か
ら
負ふ

の
連れ

ん

鎖さ

が
始は

じ

ま
っ

て
し
ま
う
」
と
強つ

よ

く
警け

い

告こ
く

し

た
。

　

同ど
う

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

も
昨さ

っ

今こ
ん

の

状じ
ょ
う

況き
ょ
うに
鑑か

ん
がみ
、
２
３
日に

ち

か
ら

２
週

し
ゅ
う

間か
ん

を
目め

処ど

に
、
在ざ

い

宅た
く

勤き
ん

務む

の
体た

い

制せ
い

に
入は

い

る
と
い
う
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん



歓
声
無
き
開
幕
予
定
日

　
【
共
同
】
プ
ロ
野
球
は
２
０
日
、
当
初
の
開
幕
予
定
日
を
迎
え
た
。
セ
、
パ
両
リ
ー
グ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
４
月
１
０
日
以
降
に
延
期
さ
れ
て
お
り
、
各
球
団
が
各
地
で
無
観
客
で
の
練
習
試
合
と

し
て
４
試
合
を
行
っ
た
。
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
、
球
場
か
ら
は
歓
声
が
消
え
た
ま
ま
で
球
春
は
遠
い
。

プ
ロ
野
球
、
球
春
遠
く

プ
ロ
野
球
、
球
春
遠
く

う
」
と
笑
み
が
絶
え
な
か
っ

た
。

　

一
回
は
３
四
球
で
２
死

満
塁
の
窮
地
を
招
い
て
か

ら
「
力
を
入
れ
た
」
と
い
う
。

菅
野
に
１
５
０
キ
ロ
台
の
速

球
を
続
け
、
追
い
込
ん
で

か
ら
こ
の
日
最
速
の
１
５
４

キ
ロ
を
低
め
に
投
じ
て
空
振

り
三
振
に
。
二
回
以
降
は
落

差
の
大
き
い
カ
ー
ブ
を
巧
み

に
使
い
、
失
点
は
四
回
に
浴

び
た
レ
ア
ー
ド
の
ソ
ロ
だ
け

　
【
共
同
】
本
拠
地
ペ
イ
ペ

イ
ド
ー
ム
の
先
発
マ
ウ
ン
ド

に
初
め
て
上
が
っ
た
。
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

は
ロ
ッ
テ
打
線
に
ひ
る
ま

ず
、
５
回
３
安
打
１
失
点
に

ま
と
め
た
。
米
大
リ
ー
グ
の

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
上
位
候
補

に
挙
が
っ
た
が
、
昨
年
異
例

の
日
本
球
界
入
り
し
た
２
０

歳
の
逸
材
が
実
力
の
一
端
を

示
し
「
１
軍
で
投
げ
ら
れ
た

こ
と
を
本
当
に
う
れ
し
く
思

〝
開
幕
〞に
緊
張
感
、
高
揚
感

ボ
ク
シ
ン
グ
内
田
会
長

球
界
最
年
長
の
福
留
、
３
安
打

五
輪
、
１
年
延
期
が
最
善

〝
本
拠
地
デ
ビ
ュ
ー
〞
で
好
投

幕
戦
を
観
戦
予
定
だ
っ
た
福

岡
市
南
区
の
主
婦
（
５
１
）

は
球
場
横
の
グ
ッ
ズ
シ
ョ
ッ

プ
を
訪
れ
「
買
い
物
だ
け
で

も
。
早
く
公
式
戦
の
真
剣
勝

負
が
見
た
い
」
と
寂
し
げ
な

表
情
。
神
宮
球
場
を
外
か
ら

眺
め
て
い
た
ヤ
ク
ル
ト
フ
ァ

ン
の
２
０
代
女
性
は
「
雰
囲

気
だ
け
味
わ
い
に
来
た
」
と

話
し
た
。

　

広
島
市
の
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ

ア
ム
に
東
京
都
板
橋
区
か
ら

来
た
中
日
フ
ァ
ン
の
３
０
代

女
性
は
マ
ス
ク
や
消
毒
液
、

体
温
計
な
ど
を
持
参
し
「
経

済
を
回
し
に
来
た
。
フ
ァ
ン

も
協
力
す
る
。
一
緒
に
開

幕
へ
準
備
し
た
い
」
と
話
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
下
ろ

せ
る
球
場
近
く
の
商
業
施
設

の
駐
車
場
か
ら
見
学
し
て
い

た
広
島
市
の
岡
田
洋
輔
さ
ん

（
３
２
）
は
「
開
幕
が
待
ち

遠
し
い
」
と
残
念
が
っ
た
。

「
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
」

◎
引
き
出
し
増
や
し
、
充
実

も大
瀬
良
、
４
失
点
も
悲
観
せ

ずだ
っ
た
。

　

５
四
球
と
荒
れ
気
味
だ
っ

た
が
、
工
藤
監
督
は
「
ギ
ア

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
。
最
初
に
し
て
は
上
々
の

投
球
」
と
た
た
え
る
。
２
軍

で
鍛
え
る
重
要
性
を
説
き
つ

つ
「
け
が
人
が
増
え
て
い
け

ば
、
戦
力
と
し
て
や
っ
て
も

ら
う
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な

い
」
と
含
み
を
持
た
せ
た
。

　

昨
季
は
２
軍
の
登
板
す
ら

な
か
っ
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
は

「
今
は
と
に
か
く
２
軍
で
一

番
の
投
手
に
な
り
た
い
」
と

き
っ
ぱ
り
。
若
手
が
次
々
と

台
頭
す
る
投
手
陣
に
ま
た
一
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無
観
客
で
行
わ
れ
た
ロ
ッ
テ
と
の
練
習
試
合
で
勝
利
し
、

タ
ッ
チ
す
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ナ
イ
ン
＝
２
０
日
、
福
岡
市

の
ペ
イ
ペ
イ
ド
ー
ム
（
共
同
）

ロッテとの練習試合に先発し、５回を１失点と好投した
ソフトバンクのスチュワート＝ペイペイドーム（共同）

冨
田
、
上
田
ら
が
準
決
勝
へ

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
〝
名
乗
り
〞

ボ
ー
ト
代
表
候
補
選
考
レ
ー
ス

レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
さ
ん

阪
神
の
矢
野
燿
大
監
督
は

「
ど
こ
で
始
ま
っ
て
も
い
い

よ
う
に
、
準
備
す
る
こ
と
が

大
事
」
と
話
し
た
。

　

西
武
の
松
坂
大
輔
投
手
は

１
４
年
ぶ
り
に
古
巣
に
復
帰

し
て
迎
え
る
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
る
は
ず
だ
っ
た
が
「
も
う

切
り
替
わ
っ
て
い
る
の
で
」

と
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
く
冷
静
に

受
け
止
め
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
本
拠

地
、
福
岡
市
の
ペ
イ
ペ
イ

ド
ー
ム
周
辺
で
は
、
無
観
客

開
催
を
知
ら
せ
る
警
備
員
の

姿
ば
か
り
が
目
立
っ
た
。
開

　

ヤ
ク
ル
ト
の
村
上
宗
隆
内

野
手
は
東
京
都
新
宿
区
の
神

宮
球
場
で
の
阪
神
戦
で
適
時

三
塁
打
を
放
っ
た
が
、
球
場

内
に
は
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
声

だ
け
が
響
き
「
こ
う
い
う
雰

囲
気
は
初
め
て
だ
か
ら
フ
ァ

ン
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

た
」
と
し
み
じ
み
語
っ
た
。

　

開
幕
が
延
び
て
選
手
は
難

し
い
調
整
を
強
い
ら
れ
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
工
藤
公
康

監
督
は
「
若
い
人
に
は
い
い

チ
ャ
ン
ス
。
何
か
を
つ
か
ん

で
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
前
向
き
に
捉
え
、

緊
張
感
や
高
揚
感
を
胸
に
秘

め
、
３
打
数
３
安
打
と
固
め

打
ち
し
た
。

　

二
回
１
死
か
ら
外
寄
り
の

速
球
を
中
堅
左
に
は
じ
き
返

し
、
好
判
断
で
一
気
に
二
塁

に
進
ん
だ
。四
回
は
中
前
打
、

七
回
に
は
低
め
に
沈
む
変
化

球
を
右
前
へ
運
ん
だ
。
チ
ー

に
な
っ
た
一
部
予
選
の
実
施

を
望
み
、
五
輪
ま
で
に
十
分

な
調
整
期
間
を
設
け
る
べ
き

だ
と
主
張
し
た
。

　
【
共
同
】
レ
ス
リ
ン
グ
女

子
で
五
輪
３
連
覇
の
吉
田
沙

保
里
さ
ん
は
２
０
日
の
東
京

五
輪
の
聖
火
到
着
式
で
「
私

た
ち
は
『
幻
の
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
』に
な
っ
て
い
る
の
で
、

ど
こ
か
で
走
る
機
会
が
あ
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
」

と
希
望
を
述
べ
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
柔
道
で
五
輪

３
大
会
連
続
金
メ
ダ
ル
の
野

村
忠
宏
さ
ん
と
と
も
に
１
９

日
に
ア
テ
ネ
で
の
聖
火
引
き

ム
は
計
５
安
打
に
終
わ
っ
た

だ
け
に
、
元
気
さ
が
際
立

つ
。「
こ
う
い
う
日
も
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
笑
顔
で
は
ぐ
ら
か
し
た
。

　

今
季
は
東
京
五
輪
の
影
響

で
例
年
よ
り
も
約
１
週
間
早

く
開
幕
を
迎
え
る
予
定
だ
っ

た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
オ
フ

か
ら
ペ
ー
ス
を
上
げ
、
体
を

仕
上
げ
て
き
た
。
巧
み
な

バ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
、

足
も
よ
く
動
く
。
中
日
で
現

役
時
代
に
と
も
に
戦
っ
た
井

上
打
撃
コ
ー
チ
は
「
彼
は
走

攻
守
に
整
っ
た
選
手
だ
か

ら
」
と
あ
ら
た
め
て
評
価
し

た
。

　

先
行
き
が
不
透
明
な
状
況

で
異
例
の
調
整
が
続
く
。
来

月
２
６
日
に
４
３
歳
と
な
る

福
留
は
「
自
分
の
中
で
、
め

り
は
り
を
つ
け
て
い
か
な

い
と
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
し

か
な
い
」
と
泰
然
と
口
に
し

た
。（
浅
山
）

　
【
共
同
】
ボ
ー
ト
の
日
本

代
表
候
補
選
考
レ
ー
ス
第
１

日
は
２
０
日
、
埼
玉
県
戸
田

市
の
戸
田
漕
艇
場
で
軽
量
級

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
予
選
が
行

わ
れ
、女
子
は
冨
田
千
愛（
福

継
ぎ
式
で
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め

る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
渡
航
が
見
送
り
と
な

り
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
２
６
日
に
福

島
県
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
聖

火
リ
レ
ー
に
向
け
「
い
よ
い

よ
始
ま
る
。
大
変
な
時
期
だ

け
ど
、
聖
火
リ
レ
ー
で
元
気

や
希
望
を
届
け
ら
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

つ
楽
し
み
が
増
え
た
。（
松

坂
）

「
焦
点
」

大
島
、
好
調
を
維
持

大
瀬
良
か
ら
３
安
打
２
打
点

　
【
共
同
】
好
調
を
維
持
し

て
い
る
。
中
日
の
１
１
年

目
、
大
島
は
広
島
の
開
幕
投

手
に
指
名
さ
れ
て
い
る
大
瀬

良
を
３
安
打
２
打
点
と
攻
略

し
た
。
オ
ー
プ
ン
戦
で
も
４

割
近
い
高
打
率
を
記
録
し
た

３
４
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
は
「
自

分
の
中
で
は
例
年
に
な
い
く

ら
い
調
子
が
い
い
」
と
納
得

の
様
子
だ
っ
た
。

　

一
回
は
内
野
安
打
を
打
つ

と
、
六
回
は
低
め
の
変
化
球

を
中
前
打
し
た
。
七
回
は
満

塁
か
ら
低
め
の
落
ち
る
球
を

中
前
に
落
と
す
２
点
打
と
し

て
勝
負
強
さ
を
見
せ
た
。
与

田
監
督
も
「
結
果
が
全
て
を

物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
評
価
し

た
。

　

本
来
な
ら
２
０
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
開
幕
は
延
期
。

安
打
を
量
産
し
て
き
た
だ
け

に
「
開
幕
し
て
い
た
ら
最
高

だ
っ
た
の
に
」
と
若
干
悔
し

そ
う
な
表
情
も
。
そ
れ
で
も

豊
富
な
経
験
を
元
に
、
練
習

の
強
度
を
調
整
し
な
が
ら
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
開
幕
日

に
向
け
て
工
夫
を
続
け
て
い

る
。「（
調
整
が
）
難
し
い
の

は
み
ん
な
一
緒
。
自
分
は
メ

リ
ハ
リ
を
付
け
て
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
力
強
か
っ
た
。

（
神
内
）

　
【
共
同
】
先
が
見
通
せ
ず
、

難
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
で
も
自
ら
の
引
き
出
し

を
増
や
し
て
い
く
。
広
島
の

大
瀬
良
は
不
運
な
当
た
り
も

続
い
て
７
回
７
安
打
４
失
点

だ
っ
た
が
、
悲
観
し
な
か
っ

た
。「
試
し
た
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
で
き
た
。
い
い
も
の

の
方
が
多
か
っ
た
」
と
充
実

し
た
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　
「
や
り
た
い
こ
と
に
対
し

て
時
間
を
割
い
て
考
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
」
と
こ
の
日

は
カ
ー
ブ
を
重
点
的
に
試
し

た
。
二
回
は
３
者
連
続
三
振

を
奪
う
な
ど
緩
い
球
を
効
果

的
に
使
っ
て
六
回
ま
で
単
打

２
本
に
封
じ
た
。

　

宙
に
浮
い
た
開
幕
に
向

け
、
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
の
握

り
や
フ
ォ
ー
ム
を
修
正
し
て

投
球
の
幅
を
広
げ
た
。
直
球

と
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
武
器
の

本
格
派
は
緩
急
も
取
り
入
れ

「
シ
ー
ズ
ン
に
い
い
形
で
つ

な
げ
て
い
け
る
も
の
を
一
つ

で
も
増
や
し
て
お
き
た
い
」

と
貪
欲
だ
。

　

今
季
初
め
て
実
戦
の
打
席

に
も
立
ち
「
体
的
に
も
感
じ

て
慣
れ
て
お
き
た
い
」。
バ

ス
タ
ー
で
内
野
安
打
を
放
つ

な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の
プ

レ
ー
で
感
覚
を
呼
び
戻
し

た
。
難
攻
不
落
の
エ
ー
ス
に

隙
は
見
当
た
ら
な
い
。（
寺

内
）

東
京
五
輪
の
開
催
を
１
年
延

期
す
る
の
が
最
善
と
の
私
見

を
示
し
た
。
選
考
や
調
整
で

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
中
止

　
【
共
同
】
日
本
ボ
ク
シ
ン

グ
連
盟
の
内
田
貞
信
会
長
は

２
０
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て

井
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
上
田

佳
奈
子
（
明
治
安
田
生
命
）

山
領
夏
実
（
デ
ン
ソ
ー
）
が

予
選
各
組
１
着
で
、
大
石
綾

美
（
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
）

は
３
組
２
着
で
、
そ
れ
ぞ
れ

　
【
共
同
】
い
つ
、
シ
ー
ズ

ン
が
始
ま
る
か
見
え
な
い
。

阪
神
の
福
留
は
節
目
と
な

る
は
ず
の
日
に
行
わ
れ
た
ヤ

ク
ル
ト
と
の
練
習
試
合
に

「
き
ょ
う
が
開
幕
、
と
い
う

ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
出
た
」。
球
界
最
年

長
の
４
２
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
が

ヤクルトとの練習試合の２回、中堅左に二塁打を
放つ阪神・福留＝神宮（共同）

　

内
田
会
長
は
「
開
催
時
期

を
ず
ら
し
て
で
も
選
手
に

と
っ
て
一
番
い
い
環
境
で
五

輪
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
個
人
的
意

見
と
強
調
し
、
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

な
ど
に
は
伝
え
て
い
な
い
と

い
う
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
欧
州
予
選

は
打
ち
切
ら
れ
、
米
大
陸
予

選
、
世
界
最
終
予
選
は
取

り
や
め
と
な
っ
た
。
東
京
五

輪
日
本
代
表
で
男
子
ウ
エ
ル

タ
ー
級
の
岡
沢
セ
オ
ン
（
鹿

児
島
県
体
協
）
は
「
各
大
陸

予
選
を
や
っ
て
、
終
わ
っ
た

後
に
し
っ
か
り
期
間
を
空
け

て
み
ん
な
が
フ
ェ
ア
な
状
態

で
で
き
る
の
が
ベ
ス
ト
」
と

話
し
た
。

成
松
ら
が
東
京
五
輪
代
表

ボ
ク
シ
ン
グ
、
開
催
国
枠

　

日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
は

２
０
日
、
開
催
国
枠
で
東
京

五
輪
に
出
場
す
る
男
子
の

３
選
手
を
発
表
し
、
ラ
イ
ト

級
の
成
松
大
介
、
ミ
ド
ル
級

　
【
共
同
】
日
本
水
連
は

２
０
日
の
常
務
理
事
会
で
、

東
京
五
輪
の
代
表
選
考
会
を

兼
ね
る
競
泳
の
日
本
選
手
権

（
４
月
２
〜
７
日
・
東
京
ア

ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
）

に
つ
い
て
協
議
し
、
選
手
、

関
係
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
出
た
場
合

や
、
政
府
が
非
常
事
態
宣
言

を
出
し
た
場
合
に
大
会
を
打

ち
切
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

選
手
、
関
係
者
と
も

会
場
の
受
付
で
検
温
し
、

競
泳
の
五
輪

代
表
選
考
会

「成長株」

「ハイライト」

の
森
脇
唯
人
（
と
も
に
自
衛

隊
）、
フ
ラ
イ
級
の
田
中
亮

明
（
岐
阜
・
中
京
学
院
大
中

京
高
教
）
が
名
を
連
ね
た
。

３
０
歳
の
成
松
は
２
大
会
連

続
、
２
３
歳
の
森
脇
、
２
６

歳
の
田
中
は
初
出
場
と
な

る
。

　

強
化
委
員
会
で
は
、
ア
ジ

ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
予
選
で
１

勝
し
た
森
脇
を
選
出
。
初
戦

敗
退
の
成
松
、
田
中
は
過
去

の
実
績
で
選
ば
れ
た
。
成
松

は
「
目
標
は
金
メ
ダ
ル
」
と

意
気
込
み
、
森
脇
は
「
自

分
の
ボ
ク
シ
ン
グ
を
貫
き
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。
プ

ロ
で
世
界
３
階
級
制
覇
の
田

中
恒
成
（
畑
中
）
を
弟
に
持

つ
田
中
は
「
日
本
の
代
表
と

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
力
を

込
め
た
。

　

男
子
は
ウ
エ
ル
タ
ー
級
の

岡
沢
セ
オ
ン
（
鹿
児
島
県
体

協
）、
女
子
は
フ
ラ
イ
級
の

並
木
月
海（
自
衛
隊
）と
フ
ェ

ザ
ー
級
の
入
江
聖
奈
（
日
体

大
）
が
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
予
選
で
五
輪
出
場
を
決
め

て
い
る
。

準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

男
子
は
武
田
匡
弘
（
関
西

電
力
）
西
村
光
生
（
ア
イ

リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
）
中
野
紘

志
（
中
野
紘
志
Ｒ
Ｃ
）
ら
が

予
選
各
組
１
着
で
準
々
決
勝

進
出
。
男
女
と
も
決
勝
の
４

位
ま
で
が
２
８
日
か
ら
の
代

「
焦
点
」

◎
山
川
が
３
安
打
３
打
点

西
武
、
確
実
性
高
め
て
快
音

　
【
共
同
】
こ
れ
が
予
定
通

り
に
開
幕
戦
だ
っ
た
ら
、
と

思
わ
せ
る
活
躍
だ
っ
た
。
西

武
の
山
川
が
３
安
打
３
打
点

と
快
音
を
響
か
せ
た
。
練
習

試
合
と
は
い
え
「
も
ち
ろ
ん

う
れ
し
い
し
、
や
り
た
い
こ

と
は
で
き
て
い
る
の
か
な
」

と
笑
っ
た
。

　

一
回
無
死
満
塁
か
ら
中
犠

飛
で
先
制
点
を
生
み
「
セ
ン

タ
ー
中
心
に
打
ち
返
そ
う
と

結
構
い
い
ス
イ
ン
グ
が
で
き

た
」
と
う
な
ず
い
た
。
三
回

に
左
中
間
へ
適
時
二
塁
打
、

四
回
に
左
前
適
時
打
と
勢
い

は
止
ま
ら
ず
、
七
回
も
体
勢

を
崩
さ
れ
な
が
ら
外
角
の
変

化
球
を
捉
え
左
前
打
と
し

た
。

　

今
季
は
打
率
の
向
上
を
掲

げ
、
動
作
の
小
さ
い
打
撃

フ
ォ
ー
ム
に
改
良
し
た
。
確

実
性
は
明
ら
か
に
高
ま
り
、

成
果
が
は
っ
き
り
と
出
て
い

る
。
辻
監
督
も
「
あ
い
つ
が

求
め
て
い
る
、
シ
ン
プ
ル
な

対
応
が
全
て
で
き
て
い
た
」

と
目
を
細
め
た
。

　

山
川
は
「
本
当
に
ち
ょ
っ

と
だ
け
、
今
日
が
開
幕
だ
っ

た
ん
だ
よ
な
と
思
っ
て
打
席

に
入
っ
た
」
と
言
う
。
ま
だ

開
幕
の
時
期
は
見
通
せ
な
い

が
、
活
躍
の
期
待
を
抱
か
せ

る
。
好
調
が
続
か
な
か
っ
た

昨
季
と
比
べ
「
今
年
は
今
の

と
こ
ろ
、
い
い
感
じ
で
で
き

て
い
る
」
と
、
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
な
が
ら
最
後
の
仕

上
げ
を
進
め
る
。（
秋
友
）

表
ク
ル
ー
決
定
レ
ー
ス
（
熊

本
）
に
進
み
、
軽
量
級
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
の
代
表
候
補
が
決

ま
る
。

　

東
京
五
輪
出
場
枠
を
得
て

い
な
い
日
本
は
５
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
世
界
最
終
予

選
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

予
選
で
出
場
枠
獲
得
を
目
指

し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
い
ず

れ
も
中
止
と
な
り
、
現
在

国
際
ボ
ー
ト
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ａ
）
が
対
応
策
を
協
議
し
て

い
る
。

３
７
・
５
度
以
上
の
場
合
は

入
場
さ
せ
な
い
。
大
会
は
日

程
を
短
縮
し
、
無
観
客
で
実

施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
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